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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　明治九年或あるいは十年だったと思います。クラーク先生はお国で昵じつ懇こんの植物学教授に北海道の地の地衣類の採集を頼まれていたのです。休日祭日には身体の鍛錬にもなるとよく高山へと足を運びました。学生達も必ず何人かお伴ともをしたものですが、その日はお伴をする学生が偶たま々たま一人もおらずに私と二人で山に分け入ったのです。季節は雪解けが進み山に緑が芽吹いた頃です。勿もち論ろん熊には十二分に気を付けていたのですが、突然の様に藪やぶ中なかから現われた大熊に私と先生は肝を冷やし山坂を転げ落ちるように逃げたのです。しかし熊の走る速度というのは途と轍てつもなく速く最も早はやこれまでと観念しかけたその時、蹄ひづめの音も高く黒馬が現われ馬上から風の様に飛び降りた人物が日本刀を一いつ閃せんすると熊の腕が宙に舞ったのです。驚く間もなくその男は熊の心の臓に刀を突き立て絶命させました。どうと倒れた振動で地面が揺れた程大きい熊でした。クラーク先生は命を救ってくれた彼に大変感謝し、その後も交流は続き先生が山に分け入る時には必ず彼が付き従い、先生は「君は私のナイトの様だ」と言っていました。英語にも堪たん能のうの様子で山に入る時だけではなく、先生の部屋で酒を酌み交わしながら何時間も話し込んでいる様子も有り大変信頼を寄せていました。先生が帰国してからも暫しばらく私との付き合いも続いたのですが、ある日ぷっつりと姿を見せなくなりました。自分は只ただの流れ者だと彼は最後まで名を明かさず「鐵てつと呼んでくれ」と言っていました。


〈『クラーク先生との思い出』第二章より　中なか島じま権ごん三ぞう〉












　木き村むら五ご兵へ衛えは元々信仰心に篤あつくはなかったと自分で言っておりましたが英えい国こく伝でん道どう会社より派遣されていたニング牧師が札さつ幌ぽろに来られた際に、昼は聖書を売り夜は説教をするという誠に身を切るかのような布教活動をしておられるのを見るに連れ俠きよう気きの念から手助けをする様になったのです。ちょうど創そう成せい橋ばし付近に出来上がったばかりの教きよう師し館かんにクラーク先生が御お出いでになるというので、ニング牧師が木村を連れて「この男に洗礼を」と頼んだ所予かねてより木村の人品卑しからぬ様子に目を留めていたクラーク先生は大層喜ばれて快諾されました。立ち会いにはベンロー教授や宮みや部べや伊い藤とう、内うち村むら、荒あら川かわ等も名を連ねた様です。勿論木村は只の好漢ではなくキリスト教に対する知識も相当なものでありましたし商家の家に生まれ商才に溢あふれ弁舌も立ちますから布教活動の重要なメンバアに成っていくのですが、後年になりますが木村は〈イエスを信じる者の誓約〉に署名してしまった事を悔いるような発言を繰り返した事もありました。クラーク先生はそれを神の道に進むか人として商売のつまり金かね儲もうけのために日々を費やす事からのジレンマの様なものだろうと心配しておられました。クラーク先生の帰国後の木村は様々な事情から袂たもとを分かつ事に成りましたが、それもこれも最初の段階から間違っていたのかもしれないとの要旨の手紙を貰もらった事があります。


〈『クラーク先生との思い出』第三章より　中島権三〉
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　北海道の春は遅い。

　小説や漫画や映画やテレビで刷り込まれた〈卒業式といえば桜〉っていうイメージは実は僕たちの生活にはまったくあてはまらない。

　札幌では桜が咲くのは四月の末からゴールデンウィークにかけてだ。三月の卒業式の頃なんかまだ雪解けの途中で道路がぐちゃぐちゃのわやくちゃだったりするし、下手したら雪も降るし積もったりもする。何年か前なんか、ゴールデンウィーク真っ最中の五月頭に雪が降ってひどい目に遭ったこともある。

　でも、今は、もう春だ。

　四月。

　桜こそまだ咲いてはいないけれども、街中にはもうほとんど雪はない。雪解けの後に残る埃ほこりも泥も雨に洗い流されてきれいになり、そこらのご家庭の庭には緑が増えてきて、風も冷たくはない。たとえ車が警察車両だったとしても、勤務中だったとしても、こうして晴れて穏やかな日には窓を開けて走るのが本当に気持ち良い。

　関係者への聞き取りでこうして遠くまでやってきて帰る途中だけれど、とりあえず気が滅め入いってくるほどの大事件じゃない。ましてや、すぐそこは支し笏こつ湖だ。周囲は緑豊かな山々だ。このまま札幌市内に帰らないでどこかに駐車してのんびりしたくなってしまう。

「春ですね」

　もう五年は着ているよれよれの春物のコートを着たまま助手席で煙草を吹かしている根来ねごろ先輩に言うと、うん、と頷うなずいた。少し笑顔になったのもわかった。女性なら誰もがくらっとしてしまうであろうその笑顔。

「春だな」

　背が高くて体格も良くてさらにそんな甘いマスクをしているものだから〈ハリウッドスター〉なんて皮肉を込めて署の皆さんに呼ばれる先輩。刑事には必要ないものを全部持ってる、なんて陰口もあるけれど実は刑事に必要なものも全部持ってるんだ。まぁ必要なものが何かはその人によって多少変わるだろうけど。

「春になると雪のないところに住みたいなーって思いませんか」

「あぁ、わかるな。窓なんか開けてると一年中こういう陽気のところに住んでれば、もっと人間的に優しくなれるんじゃないかってな」

「そうですそうです」

　北海道の、雪国の冬は厳しい。本当に厳しい。生まれたときから住んでいて慣れているから普段はあまり感じないんだけど、こうやって雪が全部融とけて春のありがたさを身体にも心にも感じると、ずっとこうだといいなぁとつくづく思う。

「でもなぁ、キュウよ」

　ひ・さ・し、です。と、突っ込むことを諦あきらめて三年以上。刑事になってからもう先輩とのコンビも四年目の春だ。別れた瞬間に忘れるぐらい地味で平凡な顔の僕でちょうどいいっていつも言われる。

「何ですか」

「これで常春とか常夏だとな、人が変わるぞ」

「あぁ、変わるでしょうね」

　一年中、外で寝ても寒さで死ぬことはないという土地に暮らせば、間違いなく人の心持ちは変わっていくと思う。

「前に、坂さか本もとさんが言ってましたよ」

「どこの坂本さんだ」

「ほら、以前は東京でホームレスで、今はこっちで農家をやってる」

　あぁ、と先輩が頷く。

「あの坂本な。元気なのか」

「元気ですよ。その坂本さんがね。こっちに来てひと冬過ごしたら、生きていくのに必死にならなきゃダメだって気持ちになったって。北国では生きるってことはすなわち冬を過ごせる自分の家を確保することだって。それで働く気になったそうですよ」

「だろうな」

　根来さんが笑う。

「こっちのホームレスは常に凍死と隣り合わせだからな」

　笑い事じゃないけどそうなんだ。その数は東京などの大都市に比べればかなり少ないけれど、札幌にもホームレスは存在する。冬になる前になんとかするために生活安全部や地域課が頑張ってはいるけれども、どうにもならずに凍死してしまう人も年に数人はいる。

「俺は思うんだよキュウ」

「何をです」

「世界中が雪国になったら、戦争もなくなるんじゃないかってな」

「何ですその理屈」

　ひょいと、煙草を挟んだ指を振った。

「考えてもみろ。札幌市だけで除雪に関わる経費はひと冬で百億とか二百億円だぞ。そんなに金が掛かっちまうんだぞ。しかも真冬に戦争やったら何もしなくても凍えて人が死ぬぞ。冬に耐える武器装備を揃えるだけでとんでもなく余計な経費が掛かる。だから冬の間は休戦しようって思うのが人情じゃないか。じゃあだったらそのまま休戦してた方がいいっていう思考にならないか」

「なるほど」

　ブラックジョークだけど、笑った。

「人間、生きるのに必死だと余計なことはしませんからね」

「その通りだ。環境は多少厳しい方が人間はいろいろと成長すると思うぞ」

　成長するかどうかはわからないけれど、少なくとも北海道で暮らせば雪には慣れる。世界中のどこの雪国に行ってもまごつかないで生活はできると思う。

「でもその理屈で言うと世界中があったかーくなった方が皆がのんびりとした気持ちになって戦争がなくなるんじゃないですか」

　それもあるな、と先輩が笑う。

「春と言えばな」

「なんです」

「春しゆんがそろそろ遊びに来いと言ってたぞ。最近キュウちゃんに会えなくて淋さびしいってな」

　春くん。

　志し村むら春。

　詳しく説明しないとどういう人間なのかまるで理解はできないんだけど、二言で言ってしまうと〈天才〉で〈変態〉。

　法医学者であり僕ら警察の監察医でもある志村秋あき奈な教授の可愛い弟。その可愛さにも限度があるだろうって言いたくなるぐらいに可愛い男の子。もう二十歳なんだから可愛いなんて表現は年齢的にはどうかなと思うんだけど、実際に会うと本当に可愛いんだからどうしようもない。一時期流行はやった可愛いにも程があるっていうのはまさに春くんのためにあるような言葉だ。

「家に行ったんですか？」

「別に春に会いに行ったわけじゃないがな。一昨日おとといの非番の前の日ライブの後で寄った」

　先輩が行きつけのジャズバー〈ナイト＆デイ〉のジャズシンガーで、ママのおケイさんこと志村慶けい子こさんは、春くんのお母さん。あの素晴らしいカーリーヘアでの笑顔がすぐに頭に浮かんでくる。

「ここんとこデカイ事件もないしな。久しぶりに閉店までいたよ」

「それでそのまま泊まりに行ってのんびりしたんですね」

　そうだ、と、根来先輩は頷く。

　秋奈さんと先輩は高校の同級生で、恋人のような違うような。少なくともお互いにお互いの知りたくもない深いところまで、それは精神的にも肉体的にも、知っている関係。

「でもまぁ僕が一人で志村家に遊びに行くというのもなんですし」

「そんなことはない。皆お前のことを気に入ってるんだから。どうせ恋人もいないし家に帰ってもコンビニの弁当しか食わないんだから、毎晩のように晩飯を食べに行きゃいいじゃないか」

　大きなお世話ですし迷惑ですよ先輩。

「それに、彼女はいます」

「マジか！」

　本当に大げさにシートから跳び上がるようにして先輩が叫んだ。

「そんなに驚かなくたっていいでしょう」

「いつの間に俺に断りもなくそんなことを」

　どうして付き合い出すのに先輩の許可がいるんですか。

「彼女というか、まぁ、あれですよ。同級生ですよ」

「大高中小のどれだ」

「中学です。中三のときのクラスメイト」

　おおお、と、わざとらしく声を出して今度はにやついて僕を見ている。

「甘酸っぱいなーおい。十何年ぶりに再会でもしてじゃあお互いに彼氏彼女もいないしってか」

「まぁ」

　大体はあってる。

「そんなところです。まだ二回しかデートしてませんけど」

　ニヤニヤしてこっちを見てる。

「絶対に先輩に引き合わせたりしませんからね」

「つれないこと言うなキュウちゃん。名前は何て言うんだ。今度紹介してくれよ」

「何が悲しくて超イケメンの先輩同僚を彼女に紹介しなきゃならないんですか。彼女が先輩にコロッと惚ほれてしまったらその後僕はどうしたらいいんですか」

　心配するな、と、僕の肩を叩たたいた。

「お前の彼女だとわかっていれば絶対に手を出さない。そのためにも顔合わせは必要だと思うぞ？　俺が何かの偶然でその彼女に出会ってしまって手を付けてしまったらそれこそ俺はどうしたらいいんだ」

「どんなへ理屈ですか」

　笑っておいた。少なくとも先輩にはそんな心配はない。

　全ての女性に振り返られるような甘いマスクの先輩だけど、こと女性との関係に関しては淡泊でなおかつ厳格なんだ。きっとナンパはおろか自分から手を出したこともないと思う。

　まぁそれも秋奈さんとのことがあるからなんだろうけど。

「春くんといえば、その後、あいつの動きはありませんよね」

「何もないと思うがな」

　灰皿で煙草を揉もみ消して、先輩が渋い顔をする。この車両は喫煙車両なので灰皿がついているけれど、掃除は煙草を吸った人間がすることになっている。

　もう三ヶ月も前の事件で出会った北きた道みち大学院生の山やま森もり晴はる行ゆき。

　逮捕できない犯罪者。

　あくまでも今のところは、だけど。

「でも、気になりますよね」

「なるな」

　春くんが山森のアジトであっただろう北道大学で道警史上稀まれに見る大規模な爆発物騒ぎを起こしたのは一月。それであいつは、たぶんだけど活動の拠点を失いもしくは荒らされ、しばらくはなりを潜めるだろうと春くんは言っていた。その期間はたぶん半年ぐらいだろうとも。爆発物騒ぎを捜査する捜査本部が結局どこからも何からも犯人を辿たどれなくなり縮小する頃合い。

　動き出すとしたらそれから。でもそれはあくまでも春くんの仮説であって今すぐにでもあいつが動き出さない保証は何もない。春くんは、山森はその性質から決して自分たちを直接には襲わないと言っていたけど、それだってどうなるかわからない。

　あいつは、犯罪者なんだ。自分で手を下してはいないのかもしれないけれど、人を殺すことをなんとも思っていないような男だ。先輩が僕に志村家に下宿しろって冗談交じりに言っていたけどあながち冗談でもないんだと思う。刑事が下宿しているところを襲うなんてことは相当の覚悟がないとしないだろうから。

「証拠も何もないから山森を張ることもできないし、報告もできない。ジレンマですよね」

　どこに山森の仲間がいるかわからない。忸じく怩じたる思いはあるけれども、少なくとも警察内部にいることは確実なんだ。疑いたくはないけれども。

「まぁ春のことだ」

　根来先輩が肩を竦すくめる。

「俺たちの想像を軽く超えて、向こうが打ってくるであろう手を読んでいるだろうからそこは任せておくしかないさ」

「ですね」

　正真正銘の天才。

　そういう人間に僕は初めて会ったし、そもそもただの〈天才〉じゃない。変態の専門家だし、春くんには、歴史が詰まっている。いろんな意味で。

「まぁあれだ」

　先輩が少し笑った。

「最近はでかい事件もない。たまには二人で顔を出して美味うまい晩飯でも食おう」

「そうですね」

　春くんや秋奈さん夏なつ美みさん姉妹、おケイさんと一緒にいるのは楽しい。いろんな意味での多少の緊張感は伴うんだけど。

　特に春くんと二人きりになってしまうと。
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「皆、ちょっと集まってくれ」

　午後五時半。ちょうど課の仲間全員が揃っていたんだ。もちろん仕事がないわけじゃなくて、外に出ていた人たちも帰ってきて書類仕事をしていた時間帯。実は刑事の仕事の大部分は書類書きに追われる。報告書を仕上げて提出しなければその日一日の仕事が終わったとは言えないからだ。

　ボスの三み坂さかさんが急に上に呼び出されて帰ってきて、しかも手には何か書類を持っている。緊急ではないけれど、何かの事件が起きたということだ。窓際の三坂さんの机の周りに全員が集まった。

　渋い表情を見せて、皆を見回す。

「本日、犯行声明が封書で届けられた」

　封書で。それぞれが首を捻ひねったり唇を歪ゆがめたりする。

「随分とクラシカルですね」

　梶かじ谷やさんが首を竦めて、三坂さんが頷うなずく。

「ある意味ではご丁寧だがな」

「封書ってとこに何か意味があるんですかね？」

　根来先輩が訊きくと、三坂さんは首を傾げた。

「そいつも頭に入れておいて後で検討しよう。いいか？　封書の中には手紙が一枚。パソコンで縦書きで打たれてプリントアウトされたＡ４のコピー用紙。こいつがそのコピーだ。全文ひらがなで文中の区切りにはスペースがある。そのまま読むぞ。〈おおきな　ゆきたいせきば　みっつのうちのひとつに　したいをうめた。したいは　にしくの　おおいそあきよしさん　みぎあしにおおきなきずがあるよ　さがしてあげて〉以上だ」

　三坂さんが梶谷さんにそのコピー用紙を渡した。皆で額を寄せ合って見る。書体は普通のゴシック体だ。文字の大きさは、普通の文庫の小説と同じぐらいだろうか。

　こういうものを一枚作るのにも、その作った人間の個性が表れる。まったく個性を消そうとする場合もあるけれども、その個性を消すやり方にもそいつの個性が顔を出すんだ。頭の良いい奴なら、警察がそうやって深読みするのをあえて利用して捜査を混乱させる場合だってある。

　コピーが順番に回されて皆がそれぞれに確認して、最後に僕が三坂さんに返した。

「いいか？」

　全員がメモとペンを構えた。デジタルの世の中だけど現場では今もこうやって〈紙と鉛筆〉だ。それがいちばん手っ取り早くて確実。

「現物の封筒とコピー用紙は鑑識に回っているが、そこから何かを特定するのはたぶん無理だろう。消印は中ちゆう央おう郵ゆう便びん局きよく。投とう函かんは昨日。封筒にはここの住所以外の記載は何もなし。住所もシール印刷されて貼られたものだ。むろん、封筒もコピー用紙もシールも日本全国どこにでもあるものだ」

　だろうな、って皆が頷いた。そんなところから犯人の指紋や手掛かりが出たなんて話は少なくとも僕が刑事になってからは一度もない。

「そして文面にあった〈にしくの　おおいそあきよしさん〉なる人物だが、〈大磯明義〉、大きいに海の磯、明るいに義理の義だ。この名で、西区に住んでいた人物が行方不明になったとして行方不明者届が半年前に出ているのも確認された」

　半年前。

　続けて三坂さんがその〈大磯明義〉さんの正確な住所と年齢と特徴を言った。

「写真などの資料は後から回すし、届けを出した大磯さんの身内へ話を聞きに行ってもらわんとならないんだが」

　そう言って三坂さんが、溜ため息いきをついて椅子の背に凭もたれた。もう十年以上使っているという事務用の椅子が小さく悲鳴を上げた。

「わかると思うが、厄介なことになってしまった」

　厄介なこと。僕がそんな顔をしたんだろうか。三坂さんが言った。

「キュウ。何が厄介なのかわかるか？」

「あ、えーと」

　頭の中で何かがカチカチと組み立てられる。

「この手紙の中にある〈ゆきたいせきば〉でしょうか」

「その通りだ。それが何か知ってるだろう？」

「排雪した雪を運んで溜ためておくところですよね。市内や市外のあちこちにあるという」

　実際に現場を見たことはなくて、ニュースで知ってるだけなんだけど。

「その通りだ。まぁ札幌に住む大人なら誰でも知ってるだろう」

「普通は〈雪捨て場〉なんて言いますよね」

　先輩が言って、三坂さんが頷いた。

「そうだな。俺も普段はそう言うよ。正確には〈ゆきたいせきじょう〉だ。まぁ別に法的な正式名称というわけではないから〈ゆきたいせきば〉という人もいるがな。文面ではこの呼び方になってる。それが捜査の手掛かりになるとは思えんが一応頭に入れておいてくれ。キュウ」

「はい」

「話がややこしくなるので会議室Ａで捜査会議を開く。幸い全員揃っているので今日は早く帰ろうと思っていた奴も問答無用で全員参加だ。〈雪堆たい積せき場〉に関する資料と地図を人数分プリントアウトしてくれ。市のサイトに資料が全部揃ってる。揃い次第始める」

「わかりました」




　十分掛からなかった。つい一ヶ月前に新しくしてもらったプリンターは本当に速くて助かる。しかもカラープリンターできれいだし。

　会議室で皆に〈雪堆積場〉の地図を配ったんだけど、その瞬間に皆が「なるほどな」って頷きながら顰しかめ面をした。僕もディスプレイでＰＤＦを開いた瞬間にそう思った。

　やたらいっぱいあるんだ。

「さて、いいか？」

　三坂さんが言う。

「ご覧の通りだ。市内及び近郊の今年度の〈雪堆積場〉は二十ヶ所ある。いずれも各区または各市の土木部維持管理課が管理している。〈雪堆積場〉を実際に見たことある人間はいるか？」

　五人が手を挙げた。

「我が家から近いものでね。よく知ってますよ」

　そう言ったのは村むら山やまさんだ。五十歳になる随一のベテラン刑事。愛妻家で有名なんだ。高校生の双子のお子さんもいて、中学生のときには職場見学に来たこともある。

「ものすごい量だろう」

「そりゃもう。あれはまさしく山ですよ。これからの時季には表面が真っ黒になっていきますから、遠目には地元の人間だってあれが雪山だとは思えない」

　三坂さんが頷いた。

「最終的には、何十トンという雪がそこに積まれていって十階建てのビルの高さにもなるな」

「ひどい年には夏まで融とけずに雪が残ってますよ。あれが残っていると冷たい風が吹くんですよねぇ」

　村山さんが顔を顰めながら言った。そんなに長い期間残っているとは知らなかった。

「どうもそうらしいな。除雪や排雪の仕方については改めて言うまでもないだろうが、冬期間、各区の排雪作業でダンプに積まれた雪が各区指定の野球場二、三個分以上の広さがある〈雪堆積場〉に運ばれていく。そこの資料にもあるが運ぶ雪が少なくなれば、つまり春が近くなっていけば順次閉鎖されていき、大体が三月末日を以もつて全面的に閉鎖される。閉鎖された後はもう、そこでは何もすることはない」

「雪が融けるのをただひたすら待つんですよね？」

　根来先輩が言った。

「そうだ。そして今日は四月の四日だ。全ての〈雪堆積場〉は既に三月末日で閉鎖されている。送られてきた手紙の文面に〈おおきな　ゆきたいせきば　みっつのうちのひとつに〉とあるが、〈おおきな　ゆきたいせきば〉とは、収容量のことを言っているんだろう。確認を取ったが、収容量の大きな順番は〈石いし狩かり新しん港こう地ち区くＡ〉〈篠しの路ろ町ちようＡ１〉〈有あり明あけＢ２〉だ。広さからしてこれがベスト３だそうだ。それ以外のものと比べてもここの三つは別格に広いらしいので〈おおきな　ゆきたいせきば〉とはこの三つを示すものだと、現段階では判断してもかまわんだろう。そこに」

　コピー用紙を掲げて、三坂さんは顔を顰めた。

「死体を埋めた、と、こいつは言って来やがった。キュウ」

「はい」

「どうして俺がこんなに嫌そうな顔をしているか、わかるか？」

　皆が僕を見た。ちょっと考えたら中学生でもわかる。

「たぶん、このひと冬で〈雪堆積場〉に集められた雪はまだ半分も、半分どころか三分の一ぐらいも融けていないでしょう。どう考えてもものすごい量の、重機で敷き固められた雪山がそこにあるんです。それを全部掘り起こさないと、本当に死体があるのかどうかわかりません。私たちだけではできない仕事です」

「その通りだ」

「さらに言えば」

　先輩が続けた。

「その場でショベルカーで掘ればどうにかなるっていう雪の量じゃないんでしょう。その掘った雪をどこかへ移動しながら死体を捜さなきゃならない。この手紙には〈みっつのうちのひとつに　したいをうめた〉とある。ということは、最低でも閉鎖した〈雪堆積場〉の六ヶ所を再び開けて、一ヶ所から一ヶ所へ掘った雪をダンプで移動しながら死体を捜さなきゃならんってことですよ。こいつは、土木作業だ」

　三坂さんが、溜息をついた。

「その通りだ。雪の山の底面はそれこそ札幌ドームより広い。ゆっくりじっくり端から運び出して上面が常に平らになるように作業していかないと、重機も入らないようになってしまう。しかも春になり雪山の端はもちろんあちこちが融け出して緩んでいることも考えられる」

「そんなところに入って重機を動かしたくないでしょうなぁ。危険極まりない作業だ。あの上から転がり落ちたら確実に死にますよ」

　村山さんが言った。

「そういう話も出ていた。既に市の関係各部署とは折衝が始まっているが、気温が上がらないうちに手早く掘り起こすために手配する重機やダンプや作業員の数だけでも、とんでもないことになる」

「あれじゃないですか？」

　梶谷さんが身を乗り出した。いつもさっさと切れと怒られる長い髪の毛が揺れる。

「本当に掘るかどうかもまだ決まってないのでは？　死んでるんなら申し訳ないが雪の中なら腐りはしないし、〈雪堆積場〉の雪が全部融けるまで待ってもらえないかとでも、誰かが言い出したんじゃないですか」

　そんな。

「その通りだよ。そもそもその重機やダンプや作業員を手配する予算をどうするんだというところから始まる」

「うちで持つか、市が持つか、ですか」

　先輩が唇を歪ゆがめた。

「まぁ」

　三坂さんが腕を組みながら言う。

「世間で言われているように我々も市側も〈お役所〉だからな。どんな悪条件が重なろうが判はん子こさえ順番に捺おしてもらえれば粛々と動き出す。雪を運び出す部分においては向こうの方がプロだからな。手配なんかは全面的にお願いしなきゃならんだろうが、ただ運び出しゃいいってもんでもない。死体を見つけるんだ。慎重に搔かき出さなきゃならんから相当な時間が掛かることも予想される」

　皆でうーんと唸うなった。

「ようやく春になって軽いコートで歩き回れるようになったのに、また重装備で現場ですね」

　先輩が言って皆が頷うなずいた。たぶんだけど、ショベルカーで一搔きするときから誰かがついて見ていなきゃならないだろう。本当に人が埋まっているのならその一搔きで遺体が損壊してしまうおそれもある。

　春になったといっても雪山の上で作業するのと同じだ。分厚いコートを着て帽子を被かぶって手袋をして長靴を履いて雪の塊を確認する。それを、たぶん何千回何万回と繰り返さなきゃならないんだ。見つかるまで。

「自衛隊とか動かせないんですかね。あそこなら業者を手配しなくても、雪を掘り起こす重機もダンプも揃ってるでしょう。危険な作業というのにも役目上慣れているだろうし訓練もされている」

　梶谷さんが言った。

「その話も既に出ているらしい。いずれにしても作業分担をどう決着させるかは上に任せて、こうして行方不明者の名前が出てきてそれが一致して、殺人もしくは死体遺棄の可能性が出てきている以上俺たちはすぐに動かなきゃならん。この手紙が悪戯いたずらという可能性も十分に残っているからな」

　もしも単なる悪戯だったら、税金のとんだ無駄遣いになってしまうんだ。上の方がすぐには結論を出せないのもわかる。

「遺体の特徴も書いていますよね。〈みぎあしにおおきなきずがあるよ〉と」

「書いてあるな。ご丁寧に」

「これは、自分で殺したってことも含ませてるんでしょうかね」

　言うと、隣で先輩が頷いた。

「そう思わせようとしてるんだろうな。単なるブラフかもしれんし、真実かもしれん」

　ピン！　と指先で紙を弾はじいて顔を顰めた。

「小こ賢ざかしい奴だ」

「行方不明者届にこの傷のことは書いてあるんですか？」

　三坂さんが首を横に振った。

「届けには書いてあるが、公開文書に書かれているのは人相の特徴だけだ。傷というのは古い手術痕こんで右脚の付け根にあるそうだ。ブリーフなら見えるがトランクスなら脱がんと見えない位置らしい」

「本当に、ご丁寧に、ですよね」

　根来先輩が唸った。

「少なくともその〈大磯明義〉さんの傷を知ってる人間が書いたってことですよね。知能犯、ですかねぇこいつは」

　村山さんが頭を搔きながら言う。

「そんな感じがしますよね」

　梶谷さんも頷いた。皆でまた文面を読む。

〈おおきな　ゆきたいせきば　みっつのうちのひとつに　したいをうめた。したいは　にしくの　おおいそあきよしさん　みぎあしにおおきなきずがあるよ　さがしてあげて〉

「文章として、整ってますよね。読む人間が迷わないようにきちんと情報を提示してある感じがします。その上で、読む者の注意を引くようにもしてある」

　そう言ったら三坂さんも頷いた。

「さらに、〈あるよ〉とか〈さがしてあげて〉とか、わざと幼稚な言葉遣いをまじらせていかにも手慣れたあるいはドラマの〈犯行声明〉のようにも見せている。頭の悪い奴には思えんな。むしろ文章を書くことに慣れた人間だな」

「さらにはですよねぇ」

　村山さんが言う。

「〈おおきな　ゆきたいせきば　みっつ〉と、場所をきちんと特定しないで捜査陣を迷わせるふうにも書かれていますよねぇ。これは、犯人は相当に何かを考えて狙っているんじゃないですか」

「そういうことですよね」

　先輩だ。

「雪堆たい積せき場の場所を〈おおきな　みっつ〉と特定しなきゃ、捜査陣はもっと迷う。全部の堆積場を調べなきゃならないから相当な時間が掛かる。でも、そうはしないで〈おおきな　みっつ〉と曖あい昧まいに特定してる。と、いうことは、時間が掛かりすぎると雪山が全部融とけてしまって掘らなくても死体が見つかる、という事態を回避しようとしてるんじゃないですかね」

「そうも考えられるな」

　梶谷さんだ。

「だが。何故雪山が融けてしまうまで捜査が長引くのを回避したいのかは、この段階ではわからんな」

　その通りだと思う。

「早く見つけてほしいとは思っていないようだし、かといって〈みっつ〉と特定はしている」

「ゲーム感覚ですかね？」

「いや、逆にそう思わせようとしている様にも読めますねぇ」

　皆があれやこれや言うけど、この段階では何もはっきりしたことは見えてこない。

「少なくとも」

　三坂さんだ。

「こいつが、頭の良い奴だというのは共通認識として持っていた方がいいと思うがどうだ」

「賛成ですね」

　先輩が言うと皆が頷いた。

「現段階ではそこまでにして、予断を持たないようにしておこう。雪山を掘るかどうか結論が出るまでにはもう少し時間が掛かるだろう。俺たちがまずやることは二つだ。〈石狩新港地区Ａ〉〈篠路町Ａ１〉〈有明Ｂ２〉。この三つの〈雪堆積場〉に出入りしていた排雪業者への聞き取り捜査。不審なものを見たか聞いたかしたかを徹底的に洗い出してくれ。業者のリストは市の土木部維持管理課から直じかに回ってくる。村山さん」

「はいはい」

「結構な人数になりますから、八人でリストを割り振りして明日から当たってください。作業員の中には出稼ぎ組もいるので、ちょっと厄介です」

「了解」

　村山さんが苦笑いした。

「根来」

「はい」

「もうひとつとして、キュウと二人ですぐに〈大磯明義〉さんの家族を当たってくれ。ただし、この声明文に関してはまだ伏せてな。この三ヶ所は何か本人と関連があるかどうか、その他だ」

「その他、ということは」

　根来さんが言う。

「事件の可能性を含めて、〈大磯明義〉なる人物を洗い出すということですね？」

「そういうことだ。何故彼は失しつ踪そうしたのか、行方不明になったのか。そこに何か裏はないのか、交友関係から家族間の問題まで徹底的に調べてくれ。そこからこの」

　コピー用紙を手に持ってひらひらさせた。

「ふざけたものを寄よ越こした奴が浮かび上がってくるかもしれない」




　署を出て今日はほとんど一日中乗っていた、喫煙可能の警察車両に乗り込んだのはまだ午後六時過ぎ。夕食が始まる頃だろうけれど、直接お宅にお邪魔しても失礼ではない時間帯。

「とりあえず顔を出そう。詳しい話はまた明日にしてもいいが、何はともあれどういう人物だったのかを確認しないと気持ち悪い」

　助手席に座って煙草に火を点つけて先輩が言った。

「そうですね」

「長い話にはならんだろうから、終わったら志村家に行くか」

「春くんのところですか？」

　シートベルトを締めながら、先輩を見た。

「それって、単に晩ご飯をいただきにですか？　それとも」

　ふぅ、と、煙を吐きながら頷うなずいた。

「こいつは何か臭わないか？」

　根来先輩が言った。

「まさか」

　山森の？

「でも、春くんには何の関わりもないような事件ですけど」

「まだわからんがな。三ヶ所の雪捨て場ってところで、また正三角形かとも思ったが、違った」

「僕もそう思いました」

　あの事件で捜査資料を見た瞬間に、誰も気づかなかったのに春くんが見抜いた三ヶ所の現場の関係性。

「でも、今回は正三角形にはなっていないですよね」

「ないな。ただ」

　煙草を口にくわえながら、先輩はスーツの内ポケットから折り畳んだコピー用紙を出した。資料の〈犯行声明文〉。

「この文章の書き方がどうも気にくわん。いかにも手慣れていて、あの山森が書きそうな文章に思えないか？」

「それは」

　首を捻ひねりながら、キーも捻った。エンジンが掛かる。オレンジ色の街灯に照らされた駐車場から車を出す。雪が融けて何より嬉うれしいのは、普通に車を走らせることができるってことだ。スリップや吹雪やその他もろもろに神経を遣わなくていい。

「可能性はゼロではないでしょうけど、今その判断をするのは危険ですよ」

　まぁな、って頷いてコピー用紙を折り畳んだ。

「だが、少なくとも、こいつは警察に何らかの挑戦をしてきてる。あるいは犯罪を餌にして目立とうとしてる。いくら札幌が百九十万の人口を抱えているといっても、そんな野郎はそうそういない」

「それは確かに」

　まぁ、と、根来先輩が煙を吐いた。

「ご遺体が出てこないでただの悪戯いたずらで終わるか、あるいは出てきたとしてもケツの穴に野菜が突っ込まれていないことを祈るさ」




　　　　２




　西区発はつ寒さむ。中学校に近い住宅街の中に〈大磯明義〉の自宅があった。道路脇に車を停めて時計を見ると六時五十分。門灯が点いているし、家の中にも明かりが点いているのがわかった。

「ご在宅だな」

「そうですね」

〈大磯明義〉なる人物は半年前に失踪するまでは市内で飲食店を経営していた。年齢は五十八歳。店は焼き肉店やラーメン店にカフェと全部で八店舗もあり、経営状態も良かったそうだ。

「まぁ確かにでかい家だな」

「大きいですね」

　この辺りの普通の敷地の三倍はあるだろうと思う。周りは白く塗られたコンクリートの塀でぐるりと囲まれている。これだけしっかり塀がある家はそんなに見ない。そもそも北海道の家は塀が少ない。それはもちろん、冬の間の雪があるからだ。ちゃちな塀なんか雪の重みですぐにダメになってしまう。

　こんなに大きな家を建てられるほどに成功していた経営者が、どんな理由で失踪したのか。

「心当たりはまったくないんだったよな」

「残された家族の話では」

　記録によると、奥さんと子供が三人。上の男の子二人は既に成人していてそれぞれの店を引き継いで経営している社会人。一家の主あるじは失踪した日の様子も普段とまるで変わりなく、ただ仕事に出かけたきり帰ってこなかっただけ。

「末っ子は女の子でまだ高校生となってますね」

「家が荒れたり煤すすけている様子もないな。夫がいなくなっても経営はしっかりやっているって感じか」

「まだ直接確かめてはいませんけど、さっきネットで確認したら全ての店にサイトがあって稼働していて、更新も頻繁にされていましたよ」

　なるほど、と頷いて先輩が車のドアを開けた。

「じゃあまぁ話を聞くか。おばさまだろうから、お前に任す。俺は黙ってるからな」

「はいはい」

　男性を相手に聞き込みをする場合は先輩。女性の場合は大抵は僕。根来先輩がそう決めたんだけど、何故かと訊きいたら自分が話をすると全ての女性がポーッとしてしまって会話にならないからだそうだ。はいはい、って頷いておいたけどまんざら外れてもいないのが悔しい。

　門に付いているインターホンを押す。「はい」って返事が若々しかったのでひょっとしたら高校生の娘さんかもしれないと思いながら、警察ですと言う。お父さんの失踪のことで少し話を聞きたいと。少し間があって、「どうぞ」と聞こえたので門を開けて、玄関まで二人で歩く。

「きれいだな」

「そうですね」

　庭が見えるんだけど、きちんとしてある。夫が失踪して生活に困っているとか悲嘆に暮れて何にも手が付かないという様子はまるでない。玄関ドアが開いて、出てきたのは五十絡みの上品そうな奥さん。その顔の様子に、緊張感が漂っていた。




「申し訳ありません、こんな夕食の時間に」

　居間に通されて、お茶を出されたときに言うと奥さんの大磯益ます美みさんは小さく微笑んで首を横に振った。

「家は、夕食が遅いのです。息子たちが帰ってくる八時ごろに一緒に食べますから」

　なるほど、と、頷いた。

「では、お店の仕事を終えられて帰ってきてからということですか？」

　はい、と、頷きながら眼の前の一人がけのソファに座った。広い居間に革張りのソファと大画面テレビ。部屋の様子をじろじろ見るわけにもいかないけど、見なくてもきちんと観察できるように僕らは訓練されている。確かにお金は掛かっているけれども極端に豪華だったり、驚くほどお洒落しやれでセンスがいいっていうわけでもない。中小企業の社長さんの家ですよ、と言われればあぁなるほどと軽く納得できる程度のものだ。

　庭と同じで、家の中も荒れた様子もそして突然の来客に慌てたような様子もまったくない。毎日きちんと掃除をしている家だし、適度な生活感も漂っている。つまり、多少は裕福な普通の家だと判断した。

「最初に申し上げますが、旦だん那なさんが見つかったとか、何か有力な情報があったという話ではありません」

　捜査方針が最終決定するまでは、隠しておく。

「そうですか」

　奥さんが、少し息を吐いて下を向く。

「ただ、まったく別件の捜査をしていて、そこにご主人の名前が出てきたのです」

「え？」

　少し驚くだろうことは予想していたので、小さく微笑んで安心させてあげる。

「ご安心ください。ご主人が何か犯罪に関係したというものではないです。詳しいことは捜査上のことなので今はお教えできないのですが、署に出ている行方不明者届よりももう少し詳しくご主人のことを知る必要が出てきたのですよ。あくまでも確認作業です。それで、こうしてお伺いしたんです」

「そう、なのですか」

　どういうことなのかよくわからない、と、納得していない顔はしているけれども、ここは間を置かずに畳み込む。

「それで、いろいろとご主人の個人的なことを確認したいのですが」

　誕生日や出身校、趣味は何か持っていたか、どこかジムやそういうところに通ったりしていたか、親しい友人はいたか。そういうことを訊いていく。その中にさりげなく三つの雪堆たい積せき場〈石狩新港地区Ａ〉〈篠路町Ａ１〉〈有明Ｂ２〉の情報を盛り込んで、そこに〈大磯明義〉さんが関係していなかったかどうかを探っていく。

　もちろん表には出さなかったけど、僕と先輩が二人とも反応してしまったのは〈大磯明義〉さんの出身大学が〈北道大学〉だったことだ。

　奥さんの益美さんは、少し不安そうな顔をしながらも、的確に答えていってくれた。その明快な答え方に僕も先輩も、なるほどこれなら夫がいなくなっても事業をきちんとやっていけるんじゃないかって思っていた。

「失礼ですが、ご主人と知り合ったのはどちらでですか？」

　こくり、と頷うなずいた。

「私は以前北ほく斗と星せい銀行に勤めていまして、融資担当でした。そこで、お客様として主人と」

「なるほど」

　今はもうなくなった銀行だけど北海道最大手と言われたところだ。そこの融資担当というのなら、きちんとした受け答え方にも納得できる。仕事ができる女性だったんだろう。

　大体こんなところかな、と思って隣の先輩を見た。先輩は本当に一言も話さないでじっと話を聞いていたけど、小さく頷いて身体を動かした。

「では、ですね奥さん」

「はい」

「ご主人を最後に見たのは、家族の中ではどなたでしょうか？　あなたですか？」

「いえ」

　これも即座に首を横に振った。

「私は朝送り出して、それが最後でした。でも、娘が」

「娘さん？」

　根来先輩は少し首を傾げた。奥さんは小さく頷いた。

「学校の帰りに、クラスの友達と札さつ幌ぽろ駅えきまで買い物に行ったそうなんです。そこで夫を見かけたと言ってましたので、それが最後かと思います」

　先輩と顔を見合わせた。

「娘さんからお話を聞けますか？」

　立ち上がった奥さんが居間を出て行き、二階の階段から声を掛けるのが聞こえた。〈ななちゃん〉と呼びかけていたのでそれをメモする。すぐに階段を下りてくる音が聞こえて、二人で戻ってきた。

　ななちゃんは、中々の美人さんだった。顔の形はお母さん似だけど目鼻立ちが違う。お父さん似なのか。唇を引き締めながら眼の前のソファに座った。ふわっとしたブラウスと薄いグリーンのサブリナパンツ。部屋着なのか、それとも呼ばれることを予測していて多少おめかししていたのかはわからなかった。

　先輩が眼で『俺が話す』と言ったので任せた。

「ななさん？」

「はい」

「お名前は、どういう字かな？」

「普通の、奈良の奈に繰り返しです」

　奈な々なちゃんか。メモしておく。先輩が大きく頷いた。

「最後にお父さんを札幌駅で見たって聞いたけど、正確な場所は覚えてる？」

　こくん、と頷いた。緊張している感じはないけれど、表情は硬い。まぁ高校生の女の子が刑事を眼の前にしてにこにこしていても困るけれど。

「あの、大だい丸まるの前の変な白い穴のオブジェのところにいました」

　二人で、あぁ、と頷いた。いまだに僕はあのアートの、芸術作品の正式な名前を知らないんだ。札幌市民で知っている人は何人いるんだろう。

「いたというのは、ちょうどその近辺を歩いていた？　それとも誰かと待ち合わせをしているふうだった？」

「誰かを待っているのかな、って思いました。改札口の方を向いて、黙って立っていたので」

「君は？　どちらへ向かって？」

「地下鉄から上がってきて、大丸に入るところでした」

「お父さんには声を掛けなかったんだ」

　ほんの少しだけ、唇が歪ゆがんだ。

「友達と一緒だったので」

　声音に少し不満そうな響きが混じった。まぁそうかなと思う。高校生の娘が友達と一緒のときに、父親を見かけたからって声はあまり掛けないだろう。

「お父さんの様子に不自然なところはなかったんだね？」

　先輩が続けて訊きくと、また唇を引き結んでから、小さく頷いた。

「特には」

　質問をした先輩じゃなくて、僕の方を向いて言った。




　　　　☆




　車に乗り込んだ途端に先輩は煙草を取り出して火を点つけた。

「キュウ。車をあの角につけろ。この家の玄関が見えるようにな」

「え」

　その位置は張り込みの態勢になるけれど。

「どうしてですか？」

「もうすぐ息子たちが帰ってくるんだろう。一応それを確認したい」

　言われた通りに車を発進させて、ほんの五メートル先の曲がり角を曲がってからバックして切り返しをして、大磯家の玄関が見える位置に停めた。

「何か気になりましたか？」

　言うと、先輩が僕を見た。

「お前はどうだ。何か気にならなかったか」

「今のところ、特には」

　奥さんの話しぶりにも態度にも不自然なところはなかったし、家の様子にも。

「ごく普通かなぁと思いましたけど」

「俺は、気になった」

「どこがですか？」

「あの娘こだ」

　奈々ちゃん。

「彼女の何が気になったんですか？」

　先輩はふぅ、と、煙を吐く。

「どこがどう、じゃないんだがな。彼女の雰囲気だ。まぁただの勘だけどな」

「雰囲気って？」

「何か、匂いがしたんだ」

「香水ですか？」

「違う」

　僕を見て、唇を歪めた。

「絶対、誰にも言うなよ」

「何ですかいきなり」

　捜査上のことならもちろん報告書には書かなきゃならないんだけど。

「この会話は書いたらダメなんですね？」

「ダメだ。俺しかわからないかもしれない、まったく個人的な感覚での話だ。お前だから教える」

　あの娘には、って続けた。

「背徳の匂いがする」

「はいとく？」

　うん、って頷いた。はいとく、が、背徳だって思いつくのに一秒掛かってしまった。

「同じ匂いをさせてるように思ったんだ」

「誰とですか」

　煙草を深く吸って、吐いた。

「秋奈と、夏美だ」

　思わず眼を丸くしてしまった。

「背徳って」

　何だかさっきから先輩の言葉を繰り返してばかりいる自分が馬鹿に思えてしまったけど、先輩はちょっと肩を竦すくめてみせた。

「まぁそうやってはっきり表現するのはさすがの俺も気が引けるんだがな。何せ我が身に降り掛かっている呪いみたいなもんだから」

　何も言えないで、唸うなるしかなかった。

　もちろん、秋奈さんには聞いたんだ。春くんとのことは。

　春くんは快楽を追求する。人間のありとあらゆる心の動きを自分自身で感じたいと思っていてそれが生き甲が斐いにもなっている。つまり人間が営む全ての行為を探究している。そのためになら、家族も巻き込む。

　そしてあの家族は、春くんのためになら、あの人たちはどんなことでもするって。

　じゃあ実際にどんなことをしているのかっていうのは、子供じゃないんだから想像できる。できるけど、しないようにしていた。

「まぁお前も慣れておけ。彼女たちにしてみれば春の実験に付き合っているみたいなものだと思え」

「実験ですか」

「被験者だな。実際、春にしてみればそういうものは全て実験みたいなものだからな。それに、一度経験したら後はもうその感情はトレースできるんだからそうそう何回もするもんじゃない。何せ天才なんだ」

「まぁ」

　そういうものなのかもしれないけれど。

「確かに、志村家に漂う不思議な雰囲気は行く度に感じますけど」

「それはもう彼女たちが身に纏まとう覚悟さ。志村家の人間としてのな。自分たちは世間の一般常識とは外れたところで生きる人間だという覚悟。実際問題、春が普通の人間じゃないのはもう十分に理解してるだろう？」

「してます」

「そんな弟を一生懸けてサポートすると彼女たちは覚悟を決めてる。その覚悟を抱えた上で、社会生活を営んでいる。彼女たちから漂う雰囲気は、たとえは変だが超一流の達人が纏うオーラみたいなもんだ。そう思っておけば気が楽だろ」

　言いながら先輩は大磯家の玄関から眼を離さない。もちろん僕だってそうだ。身に染みついた刑事としての習性。

「実際俺もそういうものの達人みたいなもんだ。どんなことがあろうと起ころうと受け入れる覚悟はできている。毒を食らわば皿まで」

　先輩の口癖だ。思えばそれは志村家と、秋奈さんと関わることで培ってきたものなんだろうなと思う。

「ある意味では先輩も変態なわけですね。秋奈さんや春くんと、志村家ともう二十年も付き合ってきたわけですから」

「そういうこった」

　ニヤリと笑う。

「その俺が、あの奈々ちゃんに感じたんだ」

「その、背徳、の匂いをですか」

「あくまでも、わかりやすく言えば、そんなふうにも表現できるものという意味だがな。あの子は決して誰にも言えない秘密を抱えているような気がした。彼女、妙に大人っぽい雰囲気を醸し出していたろう？」

「それは確かに」

　そう思ったんだ。高校生って聞かされていたからそう見たけれど、知らなかったらもっと年上に思ったかもしれない。

「何故大人っぽいのか？　それを俺は、ある意味では性的に何か成熟したものを持っているからじゃないかと想像した。だから、兄がどんな男なのかを確認したかった」

「そっちの方向性ですか」

　人類が発生して以来どんな物語にも登場するタブー。

「だが、ひょっとしたら何か別のものを彼女は隠しているのかもしれない」

「別のものとは」

　先輩が少し顔を顰しかめた。

「たとえば、父親の失しつ踪そうの理由だ。失踪したその原因が自分にあって、それを隠しているとしたら？」




　　　　☆




　四月で春が来た、とは言っても北海道の夜はまだ涼しい。下手したら寒いと言ってもいいぐらいだ。昭和の初期に建てられたらしい志村家は隙間風も相当入ってくる。

　だから、居間にある六人が楽に座れるコタツはまだコタツ布ぶ団とんを掛けられたままだ。さすがに中の暖房は弱めになっているけれども。

　夏美さんに迎えられて先輩と二人でコタツに入った途端に、居間のドアを開けて飛び込むようにして春くんが入ってきた。

　今日のアイマスクはパンダのアイマスクだった。しかもふわふわした毛もついている。

「キュウちゃん！」

　満面の笑みで大きく手を広げて僕に向かって突進してきて、背中から抱きついてくる。

「久しぶりー！　何で会いに来てくれないのさー」

　どうして春くんはこんなにも柔らかい印象なのか。そしていい匂いがするのか。しかも抱きついてきて首筋にキスまでしてくれるのか。アイマスクの毛がこそばゆい。

「いや春くんお願いだからそういうのはやめてって」

　冗談交じりには言うけれど結構マジでお願いする。僕は春くんと二人きりで一晩過ごす勇気はまだ持てない。そんな僕を先輩も夏美さんもからかうような笑顔で見ている。

　これなんだ。

　志村家に漂う不思議な雰囲気。それを上手うまく表現することはいまだにできない。

　とても世間様には言えないたくさんの秘密を抱えているのは間違いないんだ。でも、ここには独特の温かい雰囲気がある。また来たくなってしまう。

「秋奈は？」

　先輩が春くんに訊きいた。

「さっき帰ってきて、お風ふ呂ろに入ってる。僕も入ろうと思ったんだけど、康こう平へいちゃんも一緒に入る？」

「いや、遠慮しておく」

　そんな際どい冗談もいつもの会話みたいに流れていく。母親であるおケイさんはもちろんお店に出ている。夏美さんがにこにこしながらコーヒーを持ってきてくれて、コタツの上に置く。

「キュウちゃん来ないかなぁっていつも春は言うんだから、もっと顔を出してよ」

「はぁ」

　苦笑いでごまかすしかない。そして春くんはまだ僕の背中にくっついている。

「ほら、春もこっち。キュウちゃんを困らすんじゃないの」

「はいはい」

　春くんのぬくもりがすっと離れる。もう嫌な汗をかかない程度には慣れたけれど。

「それで？　遊びに来たんじゃないでしょ？　私は遠慮しておく？」

　夏美さんが言うと、先輩が頷うなずいた。

「まぁ無駄話しに来たわけじゃないが、晩ご飯は食べたいな」

「いいわよー。今日はちょうどポトフを作ったのでたくさんあるし」

「頼む」

　夏美さんがにっこり微笑んで台所に向かった。前に聞いたけど、志村家の晩ご飯のメニューは大抵温め直しても美味おいしいものになるそうだ。大学教授である秋奈さんの帰りは不規則だし、おケイさんも帰ってきてから軽く食べることも多いから。

　春くんは僕の眼の前に座って、天使のような微笑みを浮かべて僕と根来先輩の顔を見ている。

「じゃあ、あいつが動き出したの？」

　春くんがコタツの上のお菓子がたくさん入った菓子入れから何かを取り出した。一口サイズの羊よう羹かんかな。

「山森のことか」

　先輩が言うと、春くんが頷く。

「だって二人で来たってことはそうでしょ。キュウちゃんは冷たいから事件がないと来てくれないもん」

「まだそうと決まったわけじゃないんだな。気になったことがあったんで、参考までに意見を聞きに来たんだ」

「いいよ。話して。聞いてるから」

　先輩が胸ポケットからあのコピー用紙を出した。

「犯行声明というか、まぁそれに近いものが届いた」

　最初から説明する。埋められているという〈大磯明義〉さんの家に寄って詳しい話を聞いてきたことも。

　そこで先輩が感じたことも。

　話しているうちに夏美さんが僕と先輩の前に晩ご飯を持ってきて並べてくれた。野菜と厚切りベーコンがたっぷりのポトフと、マカロニサラダに五穀米のご飯、それに最近おケイさんが凝ってるというレンコンの山さん椒しよう佃つくだ煮に。

　食べながら話していたんだけど、夏美さんは仕事があるからと部屋に戻っていった。秋奈さんもお風呂から上がって顔を出したけど、すぐに調べものがあるから付き合えないけどゆっくりしていって、と冷たいビールを一缶持って部屋に引っ込んでいった。

　大体こんなもんなんだ。先輩が来てもお客さんとしては扱わない。ほとんど家族みたいな扱い方。




「ふーん」

　先輩が話し終えると、そう言いながら春くんは首を九十度横に倒した。

　普通の人間は九十度も首を倒すことはできないけれど、春くんは余よ程ほど軟らかいのか本当に九十度ぐらい倒れているんじゃないかと思うぐらい、かくん、と倒す。そしてそれをするのは、真剣に考えている証拠だ。

「高校生の奈々ちゃんね。お兄さんは二人とも普通の様子だった」

「遠目に見た限りではな。高級車にでも乗ってるかと思えば、二人とも軽自動車で、恰かつ好こうも普通だ。派手でもない。むしろバイトの帰りかと思うぐらいにラフな恰好だった」

「そうか」

　そう言ってから、春くんは身体を前に倒してコタツの上に顎あごをついた。広げたコピー用紙を眺めている。

「確かに山森が書きそうな文章だね」

「だろう？」

　先輩が言いながら煙草を吹かした。ご飯はもう食べ終わって、僕が食器を台所まで運んでいった。

「あ、キュウちゃん置いといてね。今日の洗い物は僕だから、後で洗うから」

「あ、ごめんね」

　そうか、一応春くんも家のことはやるのか。食器を置いて戻ると、先輩はコーヒーを一口飲んだ。

　春くんが身体を起こして、僕と先輩を見る。

「でも、もちろん二人ともわかってると思うけど、これだけではいくら僕でも山森の仕業だとは特定はできないね」

「だろうな。だから、仮定の話だ。もしあいつなら、何を企たくらんでいるのかって話だ」

　そうだねって春くんは頷く。

「仮に山森の仕業だとするならかぁ。まぁ雪山はそのまま放っておけばいいんじゃないかな。掘って死体なんか捜さなくていいよ。本当に埋まってるなら、どうせ雪が融とけたら勝手に出てくるんだし、ないなら出てこないし」

「え」

　思わず声を出してしまった。

「それって何もしなくていいってこと？」

「あくまでも、山森の仕業だと仮定するなら、だよ？　まったく別人の犯行、あるいは単なるイタズラっていう可能性だってあるからね。そこはもう警察の皆さんに判断してもらうしかないよ。もうわかっていると思うけど山森は人を殺すことなんてなんとも思ってない。この〈大磯明義〉さんもたぶん例の秘密の〈山森クラブ〉の一員なんじゃないかな？　なんかドジって殺されたか、あるいは何かのときのために殺してもいいと用意してあった人間」

　覚えてるでしょ？　と、春くんは続ける。

「あの自殺しちゃった三人。あんなふうにさ。山森はきっとそういう人間を何人も用意してあるんだよ」

「何のために、ってのは今更か」

　根来先輩が顔を顰しかめた。

「そうだね。〈山森クラブ〉を存続させるための駒なんじゃないかな。推測に過ぎないけど合ってると思うよ」

「そんな」

　顔を顰めたら春くんは僕に向かって指を振った。

「ダメだよキュウちゃん忘れちゃ。何度も言うけどあいつは人を殺すことなんかなんとも思っちゃいない。でも、単なる快楽殺人者じゃない。まぁ広い意味ではサイコパスなんだろうけどさ。人を殺すというのは相当なリスクを背負うことをあいつはちゃんと理解してるんだ。でも、殺す理由があってそれが自分の利益に、あるいは〈山森クラブ〉のためになることならあいつはそのリスクを極力減らして、簡単に人を殺す」

　これでも一応刑事だから殺人者の姿も見てきた。でも、今まで自分の快楽のために人を殺した犯人は見たことない。山森が最初なんだ。もちろん、彼にしても証拠は何もないんだけど。

「もしもの話を続けるが」

　先輩が言った。

「この手紙を書いたのが山森だとしたら、どうして放っておいていいんだ？　今回は何を企んでいるんだ？　それはこれだけの材料で見えてくるのか？」

「うん」

　まるで遊びに行くか？　って訊きかれた子供のようにニコッと笑って春くんは頷いた。

「簡単だよ。仮にこれを山森による殺人及び死体遺棄だとするよね。山森がこんなことをするってことは必ずそこに何かしらの目的がある。それは何か？　警察をおちょくって世間を騒がせたい？　違うね。ただ警察をおちょくるならもっと楽しい方法がいくらでもあるし、あいつは別に二十面相じゃないんだから世間を騒がすのに、警察をおちょくることだけにエネルギーなんか使わない。そんなことをしたってあいつには何の利益もないし、秘密クラブの主宰なんだろうから、なるべく警察には関わりたくないはず。ここまではいいよね？」

「そうだな。たとえ警察内部に仲間がいるとしても、頭の良い奴はごたごたを避けるな」

　先輩が言って、その通りだと思うから僕も頷うなずいた。

　警察の内部にも仲間はいる。あいつはそうはっきり言ったんだ。

「じゃあ、この前のことで僕にやられたから、僕に挑戦したいって思って何かを始めた？　でもこんなことしたって僕には繫つながってこないよね。警察が、はいはいわかりましたって雪山を掘り出したらもうそれで終わっちゃって、そこに僕が絡む可能性はほとんど、いやまったくないんだ。康平ちゃんが僕に話を持ってくるとは限らないんだからね。だから、その二つ以外の目的ってことになる。ここまでもいいよね？」

「いいよ」

　先輩と二人で頷いた。よく理解できる。

「山森が僕に絡もうとしたときは、直接来るよ。直接っていうのは僕の行動をきちんと観察できる関係を築くってことね。あいつは僕を興味の対象としてるんだから、僕がどんなふうに動くのかを観察したいんだ」

「監視ってことか。事件を起こしたら、何らかの方法で春が動くのをずっと見てるのか奴は」

「たぶんね。方法はいくらでもあるでしょ？　僕の周りに隠しカメラを持った人間を配置してもいいし、この家に盗聴器やら何やらを設置してもいい。まぁそんなこと僕はさせないけどね」

「見つけたら必ず僕たちに言ってよ？　一人で何もかも処理しようとしないで」

　もちろん言うよって春くんは微笑むけれど、信用できない。まぁ確かに春くんならむざむざとそんなことはさせないだろうけど。

「で、山森の仕業だとしたら目的はただひとつ。奴はこの事件を起こすことによって何らかの〈利益を得る〉んだ。殺人事件の犯人捜しの基本は〈被害者が死ぬことによって利益を得る人間を疑え〉でしょ？」

「小説ではそうだな。まぁ現実でも当たっている」

　何も警察学校で教えられる捜査の基本ということではないんだけど、確かにそれは間違いない。悲しいことに、人が人を殺す理由のトップに来るのは概おおむね金銭絡みなんだ。

「だから、この手紙は〈請求書〉ってことだよ」

「請求書？」

　根来先輩が眼を丸くした。僕も首を捻ひねってしまった。

「どこへの請求書だ」

「んーと、お役所全般？　まぁこの場合は札幌市になるのかな？　札幌市の予算は当然多くは市民の税金だから札幌市民へだね。そういう意味では山森も自分自身への請求書になってるわけだね。自分で払った金を自分に返してもらって何が悪い、とかあいつなら言いそうだね。あ、でも彼は学生か」

　わけがわからない。

「どうしてこの手紙が請求書になるの？」

「それぐらいすぐにピンと来てよキュウちゃん。捜査会議で話してきたんでしょ？　〈雪堆たい積せき場〉から雪を搔かき出して死体を捜すのには莫ばく大だいな経費が掛かるって」

「あ」

　まさか。

　先輩と顔を見合わせてしまった。

「その経費が山森の懐に入るってことか？」

「そうとしか思えないでしょ。どうしてわざわざ何十トンもの雪が積み重なっていく山に死体を埋めるの。そんなことしなきゃならない切実な理由なんかまったくないでしょ？　死体を隠したいなら海に沈めるか山に埋めるか薬品で溶かすか焼却炉で燃やせばいい。わざわざさ、冬の間中たくさんのトラックや人が出入りする〈雪堆積場〉に埋める必要なんかどこにもないでしょう？　もしその合理的な理由を思いつくんだったら二人は僕以上の天才だよ」

　そう言われると確かに。春くんは続けた。

「山森の〈秘密クラブ〉のネットワークは、〈雪堆積場〉に雪を運ぶ業者にもあるんだろうね。まぁ土木建設業界全般？　っていうか自分でも言ってたけど、札幌の〈経済界〉ならどこにでもあいつのお仲間がいるんじゃないのかな？　いわゆる〈変態性欲〉の持ち主がさ。困ったもんだよねぇ」

　ニヤッと笑った。変態の専門家と言われている春くんには言われたくないかもしれないけれど。

「その、仮称〈山森クラブ〉の活動なんだが」

　煙草を揉もみ消してから、先輩がコタツの上のお菓子入れから小袋に入ったバウムクーヘンを取り出した。実は先輩はバウムクーヘンが密ひそかに好きなんだ。一口食べて、コーヒーを飲む。

「参考までに、の話でいいんだが、会員の変態性欲を満たすだけのクラブと考えていいのか。あくまでもお前の想像の範囲で」

　紅茶を一口飲んで、うん、と頷いた。

「いくらでも想像できるけれど、それがメインと考えていいんじゃないのかな？」

「そのためだけに存在しているのか」

「そのためだけって、それはものすごい労力とお金を要するんだよ康平ちゃん。いいかい？　男女が、もしくは男と男、女と女がセックスしたいんならどっちかの部屋かホテルかでやればいいよね？　普通の人はそれで満足するんだ。本来秘め事なんだからね。で、第三者がその現場を目撃したとしても、たとえば二人がラブホテルに入るところを見たとしても騒ぎはしない。他人がホテルでセックスするんだから好き勝手にやればいいって思うよね」

「そうだな」

　可愛過ぎる春くんが何のためらいもなくセックスっていう単語を喋しやべるのはものすごい違和感があるんだけど、先輩は慣れてるから何とも思わないんだろうな。

「でも、変態性欲を満たすための、表現は変だけどキュウちゃんのためにわりとノーマルなＳＭプレイにしておこうか。女王様に鞭むちで打ってもらわないとエクスタシーを得られない中年男が、相手がいない場合にそのプレイを行うためには？　キュウちゃん」

「その手の店に行くしかないね」

「その通り。でも、地位も名誉もある、あるいは真面目な会社員である人間がそんなところに通うのは自殺行為だよね。お店の人間にも女王様にも顔が知られるし下手したら名前も住所も知られてしまう。ものすごいリスクを背負ってしまうんだよ。頭のいい犯罪者がリスクを極力減らすように、頭のいい変態性欲者も極力リスクを減らしたいんだ。十万円払って、絶対にまったく外には知られずに一生安心してプレイを楽しめるとするなら喜んで十万円払うだろうね」

　頷いてしまった。それは納得できる。

「しかもそこはさ、鞭で打たれた痕あともしっかりと治療したりマッサージしたりして消したりもしてくれるんだ。万が一のときのために医者や看護師も待機しているだろうね。食事や宿泊までできるかもしれない」

「そこまでやるか」

「そこまでやるからこその〈秘密クラブ〉だよ。ステータスが上がれば上がるほど会員たちはそこを守るために何でもする。ディズニーランドと同じだよ。心から安心できる夢の世界で遊べるんだ。そりゃあ会員はそこから抜け出せないよね。しかも〈変態性欲〉っていうのはね、一度満たされると概ねそこからエスカレートしていくんだ。そのエスカレートする性欲をさらにそこは満たしてくれる。そりゃあもう抜け出せないよ。クスリより性質たちが悪いと僕は思うよ。ああいうものの究極の到達点は快楽を感じながらの死だって言うからね」

「死」

　そう、って軽く春くんは頷く。

「究極の快感は、快楽を感じながらの死。だから自殺する人の中には死のうと思って死ぬんじゃなくて、快楽をむさぼった結果の死っていうのも意外に多いんだ。その辺は知ってるでしょ？　そういう事案は結構あるでしょ？」

「まぁ」

　先輩と二人で顔を見合わせた。ないこともないんだ。何でこんな状況で死んでいるんだろうという、不可思議な自殺っていうのは。

　うーん、と唸うなってしまう。

「理屈は通っているね」

「通りまくりだよ。秘密の〈山森クラブ〉はもう何十年もの間、この間も言ったけど下手したら開拓当時からそういう場を提供してきたんだ。もちろん、大人の男女が何をしようがそれは犯罪じゃないよね。密かな楽しみなんだから法的にも何の問題もない。でも、だよキュウちゃん。変態的な性欲にはそりゃあもう信じられないぐらいのバリエーションがあるよね。つまり」

「個人の愉たのしみを逸脱してしまうものもあるな」

　先輩が言う。

「その通り。法的に問題のある性癖を持った人間も多くいるよね。児童ポルノなんかもそうだけどさ。そして〈山森クラブ〉はそういうのもきっと提供しているんだと思うよ。だから法的に問題のない性癖を楽しんでいる人たちも否いや応おう無しにそれに巻き込まれているってことだね。共犯さ。誰かが捕まったら芋づる式に捕まるかもしれない。だから、必死で秘密を守る。教授もそうなんだと思うよ。そうした弱みを握られているんだから、小銭を稼ぐためのあいつの計画には有無を言わせずに協力させられるんだよきっと」

　坂さか城き教授。

　春くんのお父さんの親友でもあった善き人までもが、ああして山森に操られることになってしまう。

「その後、どうなんだ。坂城教授とは」

　根来先輩が訊きくと、春くんは肩を竦すくめてみせた。

「連絡は取ってないよ。向こうも恥ずかしくてしてこられないだろうしね。でもまぁ一応挨あい拶さつはしておいたけど」

「挨拶？」

「これからもよろしくって。坂城教授が何かしらの変態性欲を持っていて山森にそれを提供してもらっていて、それで言いなりになっているんだとしても、あの人が僕たち家族のことを心配していることに変わりはないんだからね。昨日の敵は今日の友さ」

「それは、山森が坂城教授を駒にしているのと同じように、いざというときのためにお前も教授を駒にしたってことだな？」

「そういうこと。まぁ冷戦時代のダブルスパイみたいなものだね」

　ニコッと笑う。軽く言っているけど、ものすごいことを春くんは言ってるんだ。

「つまり、まとめるとこうか？」

　先輩がずいっ、とコタツの上に身を乗り出した。

「山森は、まぁあくまでもこの事件が山森の仕業と仮定しての話だが、お前にアジトを潰つぶされたせいで資金が足りなくなった。それを稼ぐために〈大磯明義〉さんを殺して〈雪堆たい積せき場〉に埋めて、警察に犯行予告を出して、業者に雪を移動させるように仕向けた。その経費は札幌市か道警の正式な経費として組まれて正式な手続きで支払われて、その一部が山森の活動資金に流れていく、と」

　春くんは、こくん、と頷うなずいてにっこり笑った。

「そんな流れかな。あれだけの雪を移動するんだから、安く見積もっても千万単位が動くんだろうから、あいつの懐には百万単位のお金が何もしないで転がり込んでいくんだろうね。よく考えるよねぇそんなこと。僕はそういうお金かね儲もうけには、経済活動にはまったく興味がないから感心しちゃうよ」

「感心してる場合か」

「いや、感心するしかないよ」

　春くんが肩を竦めた。

「今話したことを立証する証拠は、何ひとつないんだ。警察は証拠もなしに業者全部を強制捜索できる？　できないでしょ？」

「できないな」

　先輩が悔しそうに言う。

「じゃあ、黙って指をくわえて見ているしかないってこと？」

　訊いたら春くんは頷いた。

「だからさっき言ったでしょ。雪山なんか掘らないで、放っておけばいいって。放っておくってことは業者に依頼しないんだから予算も下りない。つまり、山森の懐にはお小遣いが入ってこない」

「しかし、あいつならその場合のことも計算に入れてるんじゃないのか。わざわざ殺し損なんてことをしないだろう」

「しないだろうね」

　春くんがきれいな眼を少し大きくした。

「警察が動かないとわかったら、すぐに次の手を打ってくるだろうね。あるいは、だよ」

「あるいは？」

　コピー用紙を手に持って、人差し指でパチン！　と弾はじいた。

「最初っからこの〈大磯明義〉さんを埋めてなんかいない。ブラフだね。この人が行方不明だというのを利用しただけ。つまり山森が動いたのはこのお手紙を書いただけだから、警察が雪山を掘り起こさなくてもあいつは損なんかしない。せいぜい切手代だけ？　あいつって結構ケチそうだから、切手もどこかから貰もらってきたものかもね」

　可笑おかしそうに春くんは笑う。

　うーん、と、根来先輩が唸って頭を搔かいた。

「どっちにしても俺たちはあいつの掌てのひらの上で転がされるだけってことか」

「しょうがないよ。警察官なんだもん。事件が起きないと動けないっていうのは、常に犯罪者に先手を取られる運命なんだからそこは割り切らないと」

　確かにそうだ。僕たちは事件が起こってから動く。犯罪を計画し実行した者の後追いしかできない。

「でも、その〈大磯明義〉って人の家族は気になるね」

　春くんが言って、先輩を見た。

　ほんの一瞬なんだけど、その瞳ひとみの奥に何かが光ったような気がした。

「高校生の奈々ちゃんっていうのは、何かを隠してるのは間違いないんでしょ？」

「それは、断言していいな。明日の話になるが、三坂さんにも一応言ってみる。勘でしかないんだが、もし必要ならあの家族の身辺をもう少し調べた方がいいかもしれないってな」

　うん、と、春くんは頷く。

「でも、まずは放っておけってなるよね。〈大磯明義〉さんは三つの〈雪堆積場〉との関連は何もなかったんでしょ？」

「話を聞く分にはな」

「明日には警察の方針も決まるよね。たぶん掘ることになるよね雪山」

「そう思うな。個人名を出されて、身内しか知らないような傷を知ってるっていう部分を無視はできないだろう。無視して後で叩たたかれたらえらいことになる」

「自衛隊は動かせないよね。だから、普通に雪を運搬する業者に頼むことになる」

「そして、見つかってから初めて〈大磯明義〉さんの家族には知らせることになる。実はこれこれこういうわけでご遺体が見つかりましたって」

　そうなるだろうと思う。そこから初めて、捜査が始まる。

　警察は何かが起こらないと動けないんだ。〈大磯明義〉さんの遺体が見つかったなら、これは事故か事件かを調べ出す。今回の場合はこうして〈犯行声明〉があるんだから即事件として扱われるはずだ。

　そこで、ようやく家族の周辺も改めて徹底的に調べ始める。

「その奈々ちゃんに接触してみようかな」

「春くんが？」

　にっこり笑って頷く。

「ヒマだしね。康平ちゃんがそういうふうに感じたっていうことはきっと何かあるんだ。この〈雪山事件〉には関係ないかもしれないけど、気になる」
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「掘りますか」

　思わず繰り返したら、三坂さんが渋い顔をしながら頷いた。

「掘るとさ」

　あの手紙が届いてから二日後の朝だ。

　事件そのものはまるで動いていなかった。掘る掘らないの会議が上層部と市側で予想以上に延々と続き、僕たちはその間、雪運搬に関わった業者の人たちに話を聞いて回ることに忙殺された。何せその数が多かったんだ。

　その日の朝も課の全員が集まって、それぞれ当たってきたリストを照らし合わせながらミーティングをしていたんだけど、その最中に三坂さんが呼び出されてすぐに帰ってきたと思ったら、そう告げられた。

　死体を捜すために〈雪堆積場〉を掘り返すことを決定した。

　でも、本当に埋められているかどうかは皆目わからない。全員が、むーん、って唸うなった。唸って顔を見合わせた。

　もし本当に〈大磯明義〉さんが埋められているのなら申し訳ないけれど、大体の人間があの手紙が悪戯いたずらかどうかの判断は結局雪が融とけるまでつかないので、放っておくしかないんじゃないかって思っていたのは事実。それでもやっぱり掘るしかないのか。

「ただし、大っぴらにはできん。この手紙の件もまだ公表しない」

「しかし」

　梶谷さんがひょいと肩を竦すくめてみせた。

「俺らが出張って雪を掘ってちゃあいずれブンヤさんたちも気づくでしょうよ。一日や二日で終わるものでもないだろうし」

「そこだ」

　三坂さんが人差し指を出した。

「そこんところがクリアされたので掘る気になったのさ。あくまでも、市側の冬期間の雪対策の一環として行う形になった」

「雪対策の一環？」

　根来先輩が訊きいた。三坂さんがホワイトボードに〈篠路町Ａ１〉と書いて丸で囲み、そこから斜め下に〈農家〉と書いた。

　農家？

「市の土木部維持管理課によると、実はここ何年か毎年のように苦情というか、どうにかならないのかという要望が市側にあるそうだ。この〈篠路町Ａ１〉から二キロ先にある農家からな」

　皆が首を捻ひねった。農家から苦情？

「話によると、冬が終わって春先、つまりこの季節になると風がこっちからこの方面に吹くことが多くなるそうだ」

　三坂さんがボードに矢印を何本も書き込んでいく。それは〈雪堆たい積せき場〉から農家の方に向かっている。

「したがって、この〈篠路町Ａ１〉に雪が大量に積んであり夏まで残っていると、当然のようにここから先に雪によって冷やされた冷たい風がこっちに吹く。そして周囲の温度が何度か下がる。要望を出した農家によると毎年二度から三度は違うそうだ」

「そうか」

　村山さんがポンと手を打って言った。

「農作物への影響って話ですかい」

「その通りだ村さん。ここの農家の人からは強硬な苦情ではないが、そのせいで農作物の生長に大きな影響があるはずだ、とな。実際影響が出ていると話しているらしい。ただし、厳密に調査をしているわけではない。そもそも普通の農家さんにはそんなことをする金も余裕もない。なので明確な主張はできないので、市の方で研究チームを作って影響を調べてくれないかと。そして農作物の生長に明らかに影響があるのであれば〈篠路町Ａ１〉の〈雪堆積場〉を何とかしてほしいというな」

「なるほど」

　皆が頷うなずいた。

「それは切実な要望ですな。二度も三度も温度が違うんなら、そりゃあ素人考えにも農作物にも影響は出るって思うでしょうな」

　村山さんが言う。確かにその通りだと思う。そして農家の皆さんがそんなことを調査する暇がないのもわかる。

「そこで、ですか」

　根来先輩が言うと三坂さんが頷いた。

「上の方では掘る掘らないで喧けん喧けん囂ごう囂ごうだったらしいが、その話がひょいと土木部から出たときに、これ幸いと飛びついたわけだ。その農家の要望を受け入れて市側で〈《雪堆積場》が周囲に及ぼす影響を研究するチーム〉を急きょ発足させる。その最初の動きとして、〈石狩新港地区Ａ〉〈篠路町Ａ１〉〈有明Ｂ２〉の最大規模の三つの場所にまず絞り、雪を移動させて風向きによる周囲への温度低下の影響を調査することになったというわけだ。雪をあちこちに移動させてな」

「そのついでに、こっちは堂々と死体を捜すってことですか」

「そうなるな。だが堂々と、大っぴらには動けん。市がやってる共同研究事業に刑事が何人もうろうろしてちゃあ何事かと思われるからな。専任で何人かつけて、市職員のふりをしながら死体が埋まっているかどうかをきっちり調べることになる」

　皆が納得した顔をして頷いた。中々上手うまいぐあいに市と警察幹部が話し合ったものだと思う。

「すみませんが引き続き土地勘もある村山さんの方で、業者に当たるのと死体捜しを頼めますか」

　三坂さんが言うと、村山さんが頷いた。

「了解しました。期間的には一ヶ月ぐらい掛かりますかねぇ」

「すぐに、本当に死体が見つかったらともかくも、全部掘り返すとなると、おおよそそのぐらいでしょうな。細かなスケジュールは市の土木部維持管理課主任の、えーと佐さ々さ木きさんの方が管理することになります。おっつけ直接連絡がありますので、打ち合わせとこちらの人員のシフトの管理をお願いしますわ」

　で、と、三坂さんが僕と先輩を見た。

「根来とキュウが当たってきた〈大磯明義〉さんの家族の方だが」

　椅子の背に凭もたれて、顔を顰しかめた。

「昨日は何か臭うって話でとりあえず終わったんだが、今日まで特に動きはないんだな？」

「ありません」

　合間を縫って様子を窺うかがったけど、奥さんにも子供たちにも目立った動きはなかった。つまり、失しつ踪そうしているという父親が実は近くにいて密ひそかに会いに行くなどということはなかったという意味だ。

「そうですね。そこまではっきり言い切れないですけど、引き続きあの家族を探ってみた方がいいような気がします」

　先輩は三坂さんに報告したんだ。どうも煮え切らない部分があるって。

「具体的にはどうする」

「話を聞けなかった〈大磯明義〉さんの二人の息子ですね。会社の経営状況と本人たちの素行。その辺をまず調べてみたいです。どうもですね、なぁキュウ」

　何でいきなり僕に振るんですか。

「そうですね。勘でしかないんですけど、大黒柱である父親が、しかもとても繁盛していた会社の経営者がいなくなった割には、あまりにも残された家族が淡々と仕事を、しかも上手くこなしているという印象がありました。それが悪いというわけじゃなくむしろ大したもんだと思うんですけど」

「普通はもっとごちゃごちゃしててもいいのに、か？」

　梶谷さんだ。

「そうなんです。僕らが急に訪ねていっても、確かに驚いてはいましたが、あっさりしていました。今回の〈雪堆積場〉を掘れというあの手紙に家族が関係しているかどうかはもちろんわかんないですけど、何故父親である〈大磯明義〉さんが失踪したのかは、家族の動向も含めてもうちょっと深く突っ込んでみても無駄ではないと思います」

　三坂さんが、うん、と頷いた。

「実際問題、雪山を崩し始められるようになるまでには業者の手配の関係上、一週間か十日は掛かるだろう。仮に始まったとしても、掘っている最中にひょっこり〈大磯明義〉さんが生きていてその居場所が判明したのなら、無駄な作業をしなくていいしな」

「その通りです」

「よし、じゃあ根来とキュウは引き続き〈大磯家〉を当たれ。ただし、〈雪堆積場〉の件は絶対に気取られるな。皆も十分に注意してくれ。市側も警察の意向を汲くんでの共同作戦に慎重になっている。死体を捜しているのを知っているのは、市長以下の上層部以外ではさっき話に出た土木部維持管理課主任の佐々木さんだけだ。現場でも極力知られないようにする必要があることを忘れんようにな」




　今日も天気が良い。そして気温も高い。念のために持ってきたトレンチコートを小脇に抱えて、根来先輩と駐車場に向かった。今日の配車は喫煙車両の白の軽自動車。

「どうしますかね」

　運転席に乗り込んで、後ろにコートを放り投げて先輩に訊いた。

「どうもこうも、まずは真正面からストレートに行こうぜ。息子二人は店を回って働いているんだろうから、まずそっちから当たってみよう。それと、店の様子もな。そのついでにそこで昼飯を食えば一石二鳥だ」

「何て言って当たるんです？」

「お父さんのことを詳しく調べる必要性が出てきた、の一点張り」

「了解。じゃあどこにいるのかを確かめます」

　携帯を取り出して、〈大磯明義〉さんが作った店の一覧表のメモを見る。頭から順に電話して、息子さん二人が店に来ているかを確認する。

　名前は長男が大磯健けん吾ごさん、次男が大磯信しん吾ごさん。

　実に兄弟らしい名前だと思う。年齢は健吾さんが三十二歳で信吾さんが三十歳。妹の奈々ちゃんとはわりと歳が離れているんだ。

　先輩が窓を開けて、煙草を吹かしている。紫煙が窓から空に上っていく。その様子を見ながら、電話を掛ける。

「捕まりました。まずは長男の健吾さん。新しんさっぽろの〈フォックストロット〉というカフェにいるそうです。次男の信吾さんは北きた十じゆう八はち条じようの〈アニーズ〉というレストランにいます」

　根来先輩が時計を見た。

「十時か。長男に話を聞いてから次男のレストランに行けばちょうど昼時じゃないか。幸さい先さき良いな」

「今日の昼飯は先輩のおごりですよ」

「何でだ」

「お前に彼女ができたらおごってやるって前に言ってたじゃないですか」

　そうだった、って先輩が笑う。エンジンを掛けて車を出す。

「だがまだだな。直接会って話を聞かんと信用できん」

「そう言うと思ってました」

　新さっぽろは、あまり縁がないのでよくわからないし住所表記も複雑なような気がして来る度にいつも迷う。ここからならとりあえず十二号線に出るようにそっちに向かって車を走らせる。

「〈アニーズ〉はともかく、〈フォックストロット〉ってのはどういう意味だ」

「知りませんけど、社交ダンスにそういうのがありますよね」

「お前、社交ダンスやってるのか」

「やってませんよ。知識としてあるだけです」




　人間っていうのは生きていけば、そしてたくさんの他人に関わっていけば必ずいくつかの顔が語られるようになるんだ。たとえどんなに〈善い人〉でも、ある人にとっては〈普通の人〉になったり、ある人にとっては〈酷ひどい人〉になったりもする。関わって証言した人の心の有りようで変わってしまうんだ。

〈善い人〉のことを悪く言う人は、大抵の場合心の貧しい人だ。もちろん貧しいにもいろんな意味合いがあるんだけど。

　それは刑事になって捜査というものをしていくとよくわかってくる。わかってくるし、本当に人間ってものは複雑な生き物なんだというのが身に沁しみてくる。刑事なんて職業は本当の意味で図太い人間しかできないっていうのは本当なんだ。

　失踪した〈大磯明義〉さんは中々複雑な人間性を持った人らしかった。長男の健吾さんに話を聞き、次男の信吾さんに話を聞き、二人にお父さんである〈大磯明義〉さんをよく知っている人を紹介してもらい、その人たちに話を聞いているうちにもう春先の淡い陽がゆっくりと沈んでいた。

「もし先輩が失踪して、関係者に話を聞いていったら」

「なに？」

「先輩にふられた女の人はきっと皆先輩のことを〈酷い人〉って言うでしょうね」

　運転しながら言うと先輩は、吸っていた煙草の煙を僕に向かって吐き出して笑った。

「何だそりゃ」

「だって先輩は女性に優しくないじゃないですか」

　まぁそうかって自分で頷うなずいた。

「基本、苦手なんだろうな。女性というものが」

　大磯明義さんの人物評もそうだった。仕事の相手としては付き合いやすく信用もおける。父親としても厳しいところはあたりまえのようにあったけど、基本的には優しい父親だった。だけど、女性に対してはどうもいい話を聞かない。兄弟から見ても、母や妹に対してはどうもキツイ父親だったと。言葉を換えれば一昔前の男尊女卑のような考え方を持っていたのではないかと。

「そういうのは、年頃の娘は敏感に感じとるよな」

　先輩が言う。

「もし、奈々ちゃんに何か秘密があるのなら、その辺も関係しているかもしれませんね」

「だな」

　先輩の携帯の着信音が鳴った。急いで先輩が電話に出た。

「春か。どうした」

　春くんからか。

「なに!?」

　驚いた声。何があったのかと思わず顔を見てしまった。

「わかった。ちょうど署に帰るところだったから、これから行く」

「志村家ですか？　署に寄らないで？」

　根来先輩が唸うなるような声を上げた。

「春のやつ、さっそく接触したとさ」

　接触って。

「まさか」

「そのまさかだ。昨日のうちに奈々ちゃんとお知り合いになったそうだ。それも深くな」

　深くって。

「ケーキでも買っていくぞ。詳しく話を聞く」




　　　　☆




　志村家の玄関の呼び鈴を押して待っていると、出てきたのは秋奈さんだった。

「お疲れ様」

「よぉ」

「今晩は」

「いつも大変ね」

　基本、不機嫌そうな顔の秋奈さんも最初の挨あい拶さつぐらいは笑顔を見せてくれる。でも、特にそれ以外の会話をすることもなく、秋奈さんは背中を見せて戻っていく。先輩も自分の家に帰ってきたかのように靴を脱ぎ、すたすたとそれに続く。一応、お邪魔しますと頭を下げて僕もその後から居間へと入っていった。

「おかえりー」

　春くんがコタツの中から嬉うれしそうに思いっきり両手を振った。今日のアイマスクはカエルだった。春くんはいったいどこであのアイマスクを買うんだろう。ネットかな。そもそもアイマスクにあんなに種類があるっていうのはいったいどういうニーズがあるんだろうか。

　コタツの上にはたくさんの料理が並んでいる。

「ナイスタイミングだよキュウちゃん。今日は秋奈ネエも早く帰ってきたし、皆でご飯だよ」

　屈託がない笑顔、というのはこれなんだと見本にしたくなるぐらいの笑みを浮かべて春くんが言った。

「美味うまそうだな」

　先輩が遠慮なく春くんの向かいに座る。夏美さんがいらっしゃい、と言いながらお味み噌そ汁しるの入ったお椀わんを人数分運んできた。五穀米のご飯にお味噌汁は豆腐に油揚げ、唐揚げの甘酢餡あんかけに、アスパラガスとベーコンの炒いため物、リンゴと干しぶどうを入れたポテトサラダは志村家独特のものだと思う。

「お仕事お疲れ様でした。たくさん食べて。お代わりもあるから」

「ありがとうございます」

　眼の前に、笑顔がデフォルトの夏美さんと、仏頂面がいつもの秋奈さん。この二人は、顔はよく似ているけれど、姉妹でこうも性格が違うんだなぁといつも感心する。

　いただきますを言ってから、箸はしをつける。志村家の料理は何を食べても感心するぐらい美味おいしい。

「また何か小難しい事件なの？」

　秋奈さんが先輩に訊きく。先輩は小さく頷く。

「まだ事件になってはいないがな。ひょっとしたら去年の件で春に繫つながるんじゃないかと懸念してる」

「いいよ秋奈ネエ。事件の話は後でゆっくり聞くからさ」

　そう言いながら、我々警察が秋奈さんに依頼した解剖の話を中心に、小難しい法医学の話題で盛り上がったりする。春くんはそちらの方面の経験こそないけど知識は秋奈さんに負けず劣らずなので、二人で見解の相違を話し合ったりする。夏美さんはそんな二人の会話を飯が不味まずくなるなどとは言わないで、ぱくぱく食べながら嬉しそうに聞いている。もう何度目かの志村家の食卓なので慣れたと言えば慣れたし、一応僕も刑事なので死体の話をしながら食事をしたってどうとも思わないのだけど。

　でも、知らない人がこの場面を見たら絶対にこの連中はとんでもない変態か犯罪者だと思うだろう。




「美味しそうだー」

　食後にケーキを出すと、春くんは子供みたいに喜んで頰張る。事件の話をするんだろうからと、秋奈さんはお風ふ呂ろに、夏美さんは「ごゆっくり」と言って、自分の部屋にケーキを持っていった。

「で？」

「で？」

　先輩が秋奈さんが淹いれてくれたコーヒーを一口飲んだ。

「何があった？」

　春くんが、うん、と頷いた。

「確証はないけど、奈々ちゃんは山森に繫がっているんじゃないかなって思うんだ」

「山森に!?」

　先輩と二人で顔を見合わせてしまった。

「いきなりだな」

「どうして、そんなことがわかったの？」

　春くんが、ケーキを食べながら頷いた。

「でも本人はそれを知らないかもしれないなぁ。うん、たぶん知らないね」

「どういうことだ。もったいぶらないで言え」

　先輩が言うと、春くんは真面目な顔をしてまた頷いた。

「彼女ね、たぶん売春のコネクションを持ってると思うんだ」

「売春？」

「学生専門のね。たぶん高校生と中学生と、ひょっとしたら小学生も何人か抱えている。そしてそういう性癖を持っている人へ提供しているんじゃないかなぁ」

　先輩の顔色が変わった。

「それは、確証があるのか」

「警察へ提供できるような確証はもちろんないよ。あったらさっさと康平ちゃんに言ってる。未成年と淫いん行こうしているいやらしい変態のおっさんどもを逮捕してってさ」

　春くんの顔色は変わらない。相変わらず普段通りで、飄ひよう々ひようとした様子で、そしてケーキを美味しそうに頰張っている。

「確証がないのに、何故そう思うんだ。勘か？」

「勘もまぁあるけれど、彼女僕を誘ったんだよね。そういう道に進まないかって」

　誘ったっていうことは。

「あの子と寝たってこと？」

　思わず訊いてしまった。訊いてからしまったと思ったけどもう遅い。春くんはニヤッと笑った。

「ダメだよキュウちゃん。それで僕がうんと言ったら彼女は高校生なんだから、僕が捕まっちゃうじゃないか。そんなことはしてないよって一応この場では言っておくよ」

「それはまぁ今更いい」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で先輩が頷うなずいた。

「この場で聞いても趣味の悪い冗談を言ったんだなってことで済ませてやる。あるいは夢を見たってことでな。だからこれから話すのは〈たとえ話〉だ。いいなキュウ？」

「了解です」

　もう慣れた。警察官の本分としては許されることではないんだけど、そんなことを言っても春くんには通じない。

　春くんは、アンタッチャブルなんだ。

「ひょっとして、彼女が誘ったというのは、お前と寝た後に『一緒に売春をしないか』と誘われたってことか」

「まぁストレートに言ってしまえばそういうことだね。もちろん露骨に訊いてはこなかった。彼女は相当やり手だと思うよ。ちゃんと段階を踏んでやろうと計画している。僕のことをちょっと疑っていたからね。でも、明らかに僕のこの魔性の美しさを利用してお客を取らせようかという雰囲気があった。もちろん、男女の区別なくって方向でね」

　この魔性の美しさって自分で言ってしまっても許せるから困るんだ。

「それは、どうやって確かめてくるんだ」

　そんなの、って春くんは肩を竦すくめた。

「簡単だよ。僕がどんなふうに感じるかをチェックするんだ。キュウちゃんは経験が少ないからあれだろうけど、康平ちゃんならわかるよね。男の性的な感じ方には二通りあるんだよ。女性的に感じる男と、男性的に感じる男。康平ちゃんは明らかに男性的な感じ方だよね。あ、これは秋奈ネエから聞いた話だからねキュウちゃん。康平ちゃんが僕に陥落したわけじゃないから」

　根来先輩は唇をひん曲げて僕を見た。

「誰にも言うなよ」

「言いませんよそんなこと。そもそも聞きたくもありません」

「俺だって言われたくも聞きたくもないさ」

　春くんが可笑おかしそうに笑った。軽く笑ってるけどこの姉弟きようだいはそんなことまで話し合ったりするのか。もちろんそれは、春くんの純粋な興味からなんだろうけど。

「まぁ二人が気まずくなっても困るから一般論で話すね。人間っていうのはね、男も女も関係なく両方の要素を持ってるものなんだよ。それは例外なくね」

「両方っていうのは、バイセクシャルって意味合い？」

　そう、と、春くんは頷く。

「男になんか興味があるはずないだろ気持ち悪い、っていう男の人でも、性の感覚として女性的なものを多く持っている人は多いんだ。そもそもそれは普通の生活をしていたら開発されない。セックスの最中に突然目覚めてしまうことも多々ある。ある程度までノーマルだった人がゲイになってしまう場合もあるんだ」

「まぁあるだろうな」

　先輩が言って僕も同意した。もちろん経験はないけれど、理屈としては何となく理解できる。

「それを確かめる方法はあるんだよ。わかりやすく言っちゃうとセックスの最中に探りを入れるんだ。この人はケツの穴は感じるかな、とか、乳首はどうかな、とかね。自分の快感を高めている最中にそんなことを考えながらセックスするのは難しいけど、できる人はいるんだよ。多くは女性にだけどね」

「女性の方が冷静ってこと？」

「個人差はあるけれどね。男性の刹せつ那な的な感じ方と比べれば女性の方がゆるやかだから、それぐらいの余裕を持てるってこと」

　これは捜査なんだ、と思わないとむずむずしてしまうような会話を、春くんは淡々と、っていうか日常会話のように普通にする。いやむしろ楽しそうにしている。

「そういうことを、あの奈々ちゃんという妹さんは確かめてきたってことか。それとなく」

「会話でもね。自分は遊びだけど他の人とも遊ぶのか、とか、男の人にも誘われるんじゃないの？　とか。あくまでもベッドの中の甘い囁ささやきって感じを装っていたけれど、こっちの出方を確かめていたのはよくわかったよ」

　あの子が、そんなことを。

　売春している高校生にも接したことはあるんだけど、僕はあの子に関してはそんなふうにはまるで感じなかった。

「さっき、本人はそれを知らないかもしれないって言ってたけど、山森の、その仲間になっているのを本人はわかってないでそういうのをやってるってこと？」

　うん、と、春くんは頷いた。

「そこもまったく確証はないね。でも、もし山森と繫つながっているんなら僕のことを知っていてもいいはずで、知ってて罠わなに嵌はめようとかそういう素振りは一切見せなかった。まぁ彼女が僕より上手だっていうなら別だけど」

「それはあまり考えられんな」

　そうだと思う。春くんを出し抜ける人間なんてそうはいないだろう。ましてや人生経験の少ない高校生の女の子が。

　春くんはケーキを食べ終わって、フォークを名残惜しそうに嘗なめてから続けた。

「〈山森クラブ〉の状況を勝手に想像するなら、〈手駒〉つまり〈変態性欲〉を満たしてくれる〈相手〉はその種類が多ければ多いほどいいんだ。どこかのお偉いさんがベビーフェイスの人妻と遊びたいって言ったらそういう相手を、どこかの議員さんが中学生と遊びたいって言ったら中学生を。そうやっていかなるご要望にもお応えして手配できる〈手駒〉ね」

「胸むな糞くそが悪いな」

　先輩の顔に怒りの色が浮かんだ。

　僕もだ。何が何でも山森を逮捕したくなってくる。

「でもさ、二人ともわかると思うけど、山森が直接そんな〈手駒〉を持っていたら、その人たち全員と顔見知りだったら、それはめちゃくちゃリスクが高いよね。自分のやってることをどんどん広めているようなものだもの」

「確かにな」

　先輩が頷いた。その通りだと思う。

「そんな変態クラブの〈手駒〉になるようなバカは、コントロールを失って他に何をしでかすかわからんからな。自分に火の粉が降りかかる」

「そう。だから、もし山森がそういう連中を抱えるとしたら、自分のことを知ってる人間はあくまでも最小限に留とどめるよね。そして拷問されたって口を割らないような信頼できる人間にしか正体を明かさない。それが正しいやり方で山森は確実にそういう方法を選んでいる。奈々ちゃんは若いし、とてもそこまでの人間じゃない。だからその下に位置する人間かな」

「つまり、〈手駒〉をたくさん抱えることのできる、さながら〈チーフ〉のような人間ってこと？　そして警察に捕まったとしても山森のことは知らないトカゲの尻尾しつぽ切きりに使われるのが、奈々ちゃん？」

　こくん、と春くんは頷いた。

「正にそう。奈々ちゃんは自分がそういう存在になっていることさえ知らないかもね。〈チーフ〉の上に、さっき言った拷問でも口を割らない〈ヘッド〉がいて、その〈ヘッド〉だけが、あるいはその上にまた〈トップ〉がいて山森と通じている。まぁ組織を運営するんであればごく普通の体制だよね。警察だってそうだもん」

　確かにそうだ。大きな組織としてはごく普通の形態だと思う。根来先輩が首をぐるっと回した。

「春の見立てとしては、〈ヘッド〉は二、三人としても〈チーフ〉は何人ぐらいいると考える？」

　そうだねぇ、って腕組みする。

「大き過ぎても山森一人で運営するのは限度があるし、リスクも大きくなる。〈顧客〉自体は何十人何百人いてもいいけれど、〈手駒〉を管理する〈チーフ〉は多くて十数人ってところかな。各年代ごとに揃えるのがパターンだから十代二十代で二、三人、三十代が三人、四十代が三人、五十代六十代で三人ぐらいがいいところじゃないかなぁ。そのチーフがそれぞれ五、六人から十人の同年代の〈手駒〉を抱えていれば、全体で少なくとも数十人規模の〈変態性欲〉に対応できる〈手駒〉がいることになる。統計的に考えてもそれだけの人間がいればあらゆる方向性をカバーできるだろうからね。方向性ってもちろん〈変態性欲〉のね」

「そんなに」

　一大組織じゃないか。そう言ったら春くんがちょっとだけ難しい顔をした。

「まぁあくまでも見立て、だよね。現実にはそんなに都合よく組織を形成できるはずもないだろうし、適当な人数も揃わないだろうね。ましてや札幌はたかが百九十万の都市だから限界もある。もし山森が頻繁に東京とか行ってるんであれば、向こうにも出張所があるかもね」

「東京にもか」

「何たって国際都市東京だよ。人口が違うし需要の規模も違う。こっちの〈変態性欲〉さんたちだって地元でやらかすより、東京に行ってやった方が安心で気が楽だろうしね。その逆もあるかもしれない。北海道の地方都市だね。旭あさひ川かわや小お樽たるや函はこ館だて、帯おび広ひろとかとか。飛行機で行けるところだったら移動も楽だし。そこまで考えるなら、札幌での活動は五割で地方が三割東京二割ってぐらいで考えるとちょうどいい感じかな」

「東京二割というのは少な過ぎないか。東京札幌間は飛行機でもドル箱路線だ。日帰りだって楽にできる」

「ディープな分それぐらいの数でいいかなって感じ？」

「ディープ？」

　うん、って春くんは頷うなずく。

「一千万都市だよね。あれだけ人が集まればその分深度も深くなるんだ。ここで言う深度は興味の対象への深度って意味だね。いろんなものが集まって選択肢が増える分だけコアな深度も深くなる。そういうものは拡がりを持たない。だから、〈変態性欲〉の部分でも同じことが言える」

「つまり東京ではごくごくディープな趣味の連中だけを集める、もしくは集まるってことか」

「そんな感じかな。キュウちゃんなんか想像もできないほどディープな趣味のね。言っておくけどね、キュウちゃん」

「何だろう」

　春くんの眉み間けんに皺しわが寄った。

「山森を相手にするのなら相当の覚悟は必要だよ。あいつは優しくなんかない。変態ですらない。前にも言ったけどあいつはたぶん〈無性愛者〉だ。それ故に眼を背けたくなるような吐きたくなるようなどんなとんでもない変態的行為も〈ただのイベント〉として扱っちゃう。人を殺して喜ぶシリアルキラーの方がよっぽどわかりやすくてましだよ。殺人自体はそれで完結しちゃうからね。でも〈変態性欲〉に終わりはない。エンドレスだよ。あいつはそれを商売にして、なおかつ人の生き死にまでコントロールしてる」

　眉間に寄った皺をわざとらしく指で直して、春くんはいつもの涼やかな、爽さわやかな笑顔になった。

「でもまぁ」

　こういう話もあくまでも想像だからねって春くんは付け加えた。

「どこまであいつが組織を深く運営しているかは、康平ちゃんとキュウちゃんが働いて暴いてよ。あ、あいつの口ぶりからすると、暴力団組織とはほぼ何の関係もないって感じだった。むしろ下に見てる感じだったよね。だからそのラインからたぶんまったく辿たどれないと思う。むしろ企業の汚職とか詐欺とか、そういうのを扱うのは何課だっけ？」

「捜査二課だな」

「そうそう。その辺からいろいろ情報を得た方が、案外山森の尻尾しつぽを捕まえられるかもね」

　うーん、と、根来先輩が腕を組んで考え込んだ。煙草を手にして、火を点つける。

「それで？　奈々ちゃんの件はどうやって進めればいい。俺たちに任せてもらっていいのか？」

　春くんが、うん、と頷いた。

「彼女を使っている上の人間を把握できればいちばんいいよね。たぶん、そいつは山森に繫つながってる。だから、僕を囮おとり捜そう査さに使うっていうのもいいけどさ。でも康平ちゃんはそれを指示できないでしょ？」

「できんな。俺はあくまでお前にアドバイスを貰もらうために来ているんだ。まぁお前が勝手に動いてもそれを俺は止めることはできないんだが」

「やってもいいけどさぁ。でもこの前は山森のアジトを一時的に潰つぶしたけど、結局はあいつを殺人罪ででも逮捕するか、あるいは殺さないと〈山森クラブ〉はなくならないんだよねぇ」

「春くん」

「なに？　キュウちゃん」

「そんなに軽く殺すなんて言わないでよ？　冗談じゃないんだろう？」

　春くんは、笑った。

「もちろん、冗談じゃないよ。僕なら方法はともかくとしてあいつを殺せるし、それに人殺しの罪悪感ってものを改めて感じとれて、それも研究対象になってものすごく嬉うれしいけどね。やろうと思えば康平ちゃんとキュウちゃんに逮捕されないように殺すこともできるかもしれないけど」

「やらないよな？　お前は」

　先輩が少し低い声で言った。

「今はね」

　ペロッと舌を出した。まるでペコちゃんのように。

「完全犯罪で山森を殺すためにはやっぱり準備が必要だし、どう考えても今の状況で山森が失しつ踪そうしたりしたら真っ先にキュウちゃんと康平ちゃんは僕を疑うしね」

「そうだな」

「二人に疑われるのはイヤだから、殺さないよ。それに人殺しなんて、別の機会にやろうと思えばいつでもできるんだからね」

　まるでお風ふ呂ろはいつでも入れるよ、と同じぐらいの感じで言う。きっとそうなんだろう。春くんにとっても人殺しはただの人間のひとつの行動に過ぎない。営みのひとつ。春くんは人間の心の動きの全てを求める。

「でもダメだよ春くん。そんなふうに考えちゃ」

　言うと春くんはにっこり笑って僕を見た。

　それから、何かを思いついたように上を向いて、しばらくじっとしていたかと思うと急に勢い良く頭を振って、僕を見た。

「それを正義とは言わぬ」

　春くんの声音が変わった。僕を真剣な顔で、瞳ひとみで見つめている。先輩が右眼を細くして春くんを睨にらんだ。

「何だ？　誰だ。じいさんか？」

　先輩が言った。

「人を殺すことは確かに大罪。むろんそれは私の生きた時代でもそうであった。だが同時に、罪を犯した人間を義のために殺すことは美徳であるとされた。人の心の有りようとして優れたものであるとされていたのだ。この違いを、理解はできるか？　久ひさし殿は」

　根来先輩と顔を見合わせてしまった。

　どうやら江戸時代とか戦国時代とかに生きた春くんのご先祖の記憶で喋しやべっているらしい。いきなりかよって思うけど、しょうがない。ここはお年寄りを相手にするつもりで話すしかない。

「理屈としては理解できます。たとえば仇あだ討うちとか、そういうものですね？」

「それもひとつではある。私の時代は侍であれば刀という人を殺すことのできる武器を持ち、それを使うことを許可されていた。つまり、殺しのライセンスを多くの人間が持っていたことになる」

　その時代に生きた人の記憶と、今の春くんの記憶を同時に使って喋ってくるからややこしいんだ。殺しのライセンスって００７か。

「そして、久殿も康平殿も、殺しのライセンスを持っているな？」

　拳けん銃じゆうか。

「確かに僕たちは拳銃を所持することはできますが、それは決して殺しのライセンスなどではありません」

　警察の拳銃は、意義が違う。

「それは自己欺ぎ瞞まんではないか？　何をどう言い繕おうとしても警察官が所持する拳銃は武器。人を殺せるもの。そして君たちは正当な理由においては人を殺しても罪には問われず、正義を行ったとされる。つまり君たちがその正しき心を持って悪人を殺したのならばそれは正義だ。美徳だ。正しき人間の正しき心に沿ったものなのだ。殺していい人間などいない、という理屈もあるのだろうが、それを言うのなら殺してもいい人間だっているという理屈も成り立つ。人殺しだけは決してしてはならないと道徳は説くが、それは人類の歴史を否定するものでもある。人間はそれぞれの正義で互いに殺し合うことでその歴史を重ねてきた」

「だが、俺たちは、たとえ悪人であろうと、拳銃を撃って人を殺せば一生何らかの思いに囚とらわれるぞ？」

「それは己の正義の心の弱さであろう。山森のような男を殺して良心の呵か責しやくに悩むようなら、刑事などという職業はさっさと捨てた方が良い」

　そう言って春くんは、くるん、と頭を回した。表情が途端に変わる。まるで猫の眼みたいだ。

「それぐらいの覚悟を持ってやった方がいいってことさ。あいつはね、山森は改心なんかしないよ？　善の心なんかこれっぽっちも持っていない。善どころか、あいつには心さえ、ないよ。間違いなくそういう人間。もし、これから山森と関わることがあって、奴に拳銃を向けるチャンスがあったらためらわない方がいいよ。その方が世のため人のためだよ。ちなみに」

　春くんが指で拳銃の形を作って僕に向けた。

「もし僕が今度山森に対たい峙じするようなことがあったら、そして武器を持っていて周りに誰もいなかったら、僕は遠慮なくあいつを殺すからね。世のため人のために」

　根来先輩は、溜ため息いきをついた。

「せいぜいお前を巻き込まないようにするさ。アドバイスは貰ってもな」

「そうしてね。まだ皆と一緒にいたいし」

　ね、キュウちゃん、とウインクする。本当に可愛いから止めてほしい。

「どうしますか根来さん。あの妹さん、奈々ちゃんに接触してみますか」

「あ」

　春くんが手を打った。

「なに」

「それがいいよ」

「何だ、それとは」

　先輩が訊きいた。

「奈々ちゃんはきっとまた僕に接触してくると思うけどさ。僕が囮おとりをやったら怒られるから、キュウちゃんがやればいいんだよ」

「僕が？」

　先輩が、あぁ、という顔で僕を見た。

「いやいや何でそんな納得した顔で見るんですか先輩」

「お前、そういえばきっとある層の方々にはモテる顔立ちだよな」

「ある層って何の層ですか。それに警官がその手の囮捜査をするのは禁じられてますよね」

「俺が黙っていれば大丈夫じゃないか？」

　勘弁してください。

「何言ってるんですか高校生じゃないですか。拙まずいに決まってるじゃないですか。それに僕には彼女がいますからね」

「あの人はダメだよキュウちゃん」

　あの人？

「同級生の女の人でしょ？」

「何で知ってるの」

　まだ根来さんにしか言ってないのに。

「あの人、末すえ田だ則のり子こさんってバツいちだよ。それをまだキュウちゃんに言ってないでしょ。言ってないってことはそこに深い事情があるからだよ」

「ちょ、ちょっと待って春くん」

　何で？

「どうして知ってるの末田さんのことを？」

　まだ二回しかデートしていないのに。
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「何で知ってるか、かぁ」

　春くんが悪戯いたずらを見つかった子供のように上目遣いに僕を見た。

「たまたまだよってことで済まさない？」

「そういうわけには」

「じゃあ僕が天才だからってことで」

　いや、確かに春くんは天才で僕なんかが予想もつかない方法でいろいろと情報を集めることができるんだろうけど、どうして僕がデートをした同級生のことまで知っているというのか。

「まさか僕の身辺を調査したわけじゃないよね？」

　こくん、と、春くんは頷うなずいた。

「じゃあ、改めて言うけど、僕は感情のうつろいの全てを知りたいと思っている。人が生きることの楽しさも苦しさも辛つらさも悲しみも怒りも、溢あふれる希望も、堪え難い屈辱も、忍び難い慟どう哭こくも、愛も裏切りも何もかもを知りたい。それこそが僕の生きる喜びであり希望なんだ。だからもし突然この世から人間が全部いなくなってしまったら、それこそ僕は最大の絶望を味わいながら自分も死ぬかもしれない」

「でも、実はその絶望さえも味わいたいとお前は思ってるんだろ？」

　根来先輩が言うと、春くんはニッコリ微笑んだ。

「さすが康平ちゃん、わかってるね。この世で最後の人間になるっていうのは僕の最大で、一生叶かなえられないという意味合いで最悪の望みだよ」

「それを言うなら、その気になったら春くんは全世界の核のボタンを押すことも可能なんじゃないの？　自分だけはシェルターに避難して、それこそ人類のラストマンになれるんじゃないの？」

　うん、と、軽く頷いた。

「有り余るほどの資金があればできるかもしれないね。だけど、僕は金かね儲もうけにはとことん興味がないからそれは無理なんだ」

　でもお金さえあればできるのか。

「それはともかく、人間の感情の全てを知りたいから、僕はネットワークを抱えて自分好みの情報収集を常に行ってるんだ。簡単な字の収集と同時に難しい字の蒐しゆう集しゆうでもあるかもね。キュウちゃんなんかは僕がずっと家にいるんじゃないかって思ってるだろうけど、これでも結構あちこち走り回っているんだよ」

「そうだったの？」

　確かに、大学にはあまり行ってないって聞いていたから、この家に閉じこもってるっていうイメージがあったけど。

「僕のネットワークには三種類あるんだ」

「三種類？」

「そうだよ。この話はまだ康平ちゃんにもしていなかったね」

「強いて聞きたいことでもないし、聞かなくてもいいからな。俺はアドバイスさえ貰もらえればいいわけだし、余計なことを聞いてこれ以上黙殺するお前の罪を増やしたくない」

　確かにね、って春くんは笑ってから僕に向かって右手の人差し指を立てた。

「キュウちゃんもいるし特別に教えてあげよう。ひとつは簡単だね。誰もが今や生活必需品にもなってしまったコンピュータネットワークだよ。僕は天才的ではないけど優秀なハッカーでもあるから、ネット上の情報であれば国家機密以外は簡単に持ってこられる」

「国家機密は無理なの？」

「無理って言うか、そんなものハックしたってどうするのさ。僕は金儲けに興味がないって言ったじゃない。後始末ばかりがめんどくさくて、そこに人間ドラマなんかないよキュウちゃん。そもそも国家機密なんて所しよ詮せん人間が考えられる程度の浅知恵の集合体じゃないか。そんなのは推測で充分だよ」

　そんなふうに言われてしまうと元も子もないけど確かにそうだ。人間が考えられるものなら、春くんに思いつかないはずがないわけだから。

　春くんが興味があるのは考えるものじゃない。感じるものだ。

「まぁ普通に使う分には便利なものだよネットは。いろいろハッカー仲間もいるから大抵の情報ならそれで何とかなるしね。全国全世界規模で広く浅く深くいろんな情報は集められる。でもそれはあくまでも単なる〈情報〉だよね。そこに血を通わせるためにもう一歩深く踏み込む必要がある。二つ目のネットワークは正反対の、現代の利器であり力であるコンピュータネットワークを決して使わない情報網。これは停電になろうと、社会の仕組みが変わろうときちんとそこに存在して、僕にとっては最も有効有益な血の通った情報を拾ってきてくれる情報網さ」

「そんな情報網が存在するの？」

「あるじゃない。キュウちゃんや康平ちゃんたちもしっかりそれを利用して捜査しているんだよ？」

「僕たちが？」

　二人で顔を見合わせてしまった。

「わからない？」

「さっぱり」

　ふふん、と、春くんは鼻で笑った。

「お母さんだよ」

「お母さん？」

「どんなに世の中が変わろうとも普遍的に、あるいは不変的に存在するお母さんたちのネットワーク。つまり、井戸端会議」

「井戸端会議？」

「そうだよ」

　それは確かに普遍的で不変的だろうけれども。

「いいかい？　世の中は子供が生まれて育って幼稚園や学校に入ることでどんどん入れ替わって行くんだ。子供が幼稚園に入るってことはお父さんは？」

「概おおむね働いているな」

「そうだよ。社会の一員として働いているんだ。まぁ最近は働くお母さんも多いけどね。大多数のお母さんは、お父さんの情報を全部把握しつつ子育て社会の一員として存在するんだ。たとえば僕が道議会議員の何とかさんの情報を仕入れたいと思ったらどうするのがいちばん足が付かないで安心かつ確実な方法になる？　ネットで探る？　そんなものは結局通り一遍のものしか手に入らないし痕こん跡せきが残って危険だ。お母さん、つまり奥さんに訊きけばいい。奥さんに訊くのが危険だったら奥さんの仲の良い友達に訊けばいい。小さな噂話や印象も積もり積もっていけば噓と真実が徐々に濾ろ過かされていって、血の通ったその人個人のデータになっていく」

「そうか」

　思わず頷いてしまった。

「まさしく聞き込み捜査と一緒か」

「その通りだよキュウちゃん。事件が起こったときに二人が行う聞き込みってものを、僕は井戸端会議で常にやっているんだ。それは〈ドラマ〉を求めているからなんだ。普通の人間の感情が交差するヒューマンドラマ。その元は全部井戸端会議の中にある。少しでもおもしろそうなものがあれば僕はその中に飛び込んでいって、そのドラマを鑑賞させてもらう。それはねぇ」

　春くんがうっとりとした顔をした。

「並のテレビドラマなんか太刀打ちできないほどの波は瀾らん万ばん丈じようで、かつ繊細なものがたくさんあるんだよ。うっかり話せないけど、この間なんか眼科でおもしろいことがあった」

「眼科？」

「眼にゴミが入っちゃってさ、何か炎症起こしたっぽいから評判のいい眼科に行ったんだ。そうしたらね、そこに双子のような、そうでないような、可愛い眼科検査助手さんがいたんだ」

「双子のようなそうでないような、って？　春くんの眼ならそんなのすぐにわかるんじゃないの？」

「それがねぇ、二人とも白いマスクをしているんだよ。つまりそれ以外の部分は頭骨といい髪質といい目元といい耳の形といい手の大きさといい身長体重などとにかく双子であろうと思わせるんだけど、マスクのせいで鼻と口元がわからない」

　先輩がなるほどって頷いた。

「わかるぞ。実は人間ってのは口元で大きく印象が違ってしまうんだよな」

「そうなんだよ。たぶん双子だなとは思うんだけど、もう気になって気になってさぁ。かといって『双子？』って訊いちゃうのも悔しいし」

「でも、そんな眼科に双子で勤めているっていうのは極めて珍しいっていうか、普通はないんじゃないの？」

「確かにね、まずないと思う。ところがねキュウちゃん。その眼科の裏は個人宅に繫つながっているんだ。つまり先生のお宅だね。ということは、先生の娘さんがそのまま手伝っているという可能性も出てきたわけさ」

　そこまで話して春くんは、右手で自分の口を塞ふさいだ。

「ふぁめだ」

「手を離して喋しやべれ」

「ダメだった。これ以上は話したいけど話せない。極めて個人的な情報だからね」

　先輩と顔を見合わせて、肩を竦すくめ合ってしまった。自分から話し始めたのに。

「じゃあまぁそれはいいけどさ、春くん」

「なに？」

「井戸端会議のネットワークって、要するに春くんにはたくさんの主婦の友達がいるってこと？　その友達の主婦からいろんな情報を集めているの？」

　春くんが、チッチッチ、と言いながら指を立てて振った。相変わらず仕草が古い。

「そんなことをしたら僕が情報を集めているってその主婦たちに知られてしまうじゃないかキュウちゃん。謀はかりごとは密なるをもってよしとす。主婦の皆さんは誰も僕のことなんか知らないよ」

　根来先輩が何か変な声を出した。

「変装か」

「変装？」

　春くんを見たら、くすっと笑った。

「正解だよ康平ちゃん。変装っていうか女装だね。伊達だてに付き合いが長くないね。僕はねぇキュウちゃん」

「うん」

「札幌市内全部の区のあちこちの町内会に知り合いがいるんだよ。楽しいよ。ときには犬と散歩したりね。犬はもちろん知り合いの犬を借りるんだ。住宅街ってねキュウちゃん。犬を連れて散歩するだけで、皆がその人に対する警戒心を解くんだよ。あらカワイイわんちゃんね。あの子はどこの子かしらって思うだけ。僕がどんなにこの眼であちこち観察しても誰も気にしない」

　確かにな、って先輩も頷うなずいた。

「最近の空き巣狙いもたまに使う手口だ。ちゃんとした恰かつ好こうをして犬を連れて歩いていれば、誰もそいつを泥棒なんて思わない」

　そうなんだ。どうも犬猫に関しては人間は甘くなってしまって困るのだけど、最近はそういうのを利用する泥棒も増えているんだ。

「特に夏休みとか長い休みの時季はね、親しん戚せきの子が遊びに来ることもあるだろうから住宅街なら見慣れない子でもなんとも思わない。仮に顔を覚えられたとしても、向こうは僕のことを〈顔は知ってるけどどこの娘さんだったかしらね〉って感じさ。皆が〈可愛い子よねぇ〉って思ってそこまでさ。人間が犬猫に甘いのと同じように、現代においては〈カワイイは正義〉なんだよ。これだけ見た目が可愛かったら、そしてニコニコしていれば誰も悪いことをしてるなんて思わない」

　まぁそりゃあ可愛いだろう。

　春くんの女装姿なんか、そこらのモデルの女の子が裸足はだしで逃げ出すほどに可愛いに決まっている。

「今キュウちゃん想像したでしょ僕の女装姿」

「いや、しないよ！」

「してもいいよ。何だったら今度女装した僕とデートする？」

「本当に勘弁してくれないかな」

　可笑おかしそうに笑う。その憎たらしい笑い顔もキュートすぎるんだから本当に困るんだ。

「ひょっとしたら春くんの部屋のタンスには女の子の服があるの？」

「あるよ。いろんなウィッグもね。もちろん下着もあるよ。まぁ服なんかは秋奈ネエや夏美ネエのを借りても大体サイズは合うんだけど、今見に行く？」

「行かない」

　そういう一線は絶対に越えないと強く思わなきゃならない。そもそもどうやって買うんだって思ったけど、今はネットでも買えるしそれこそ秋奈さんや夏美さんもいるんだ。どうとでもなるんだろう。

「そこで、なんだキュウちゃん」

「何がそこで？」

「〈末田則子さん〉だよ。彼女の実家は東区東ひがし苗なえ穂ぼだよね」

　何で知ってるの、とはもう驚かないで頷いた。そもそも彼女が中学の同級生だと知ってるんだろうし、ということは僕も中学の頃はその辺に住んでいたなんていう情報はとっくに手に入れているんだろう。

「その通り」

「そこのとある、っていうかぶっちゃけキュウちゃんの家があった付近の町内会で、僕はある噂話を聞いてしまったのさ。離婚して戻ってきた娘の噂をね。彼女の実家は古いマンションでね。それこそ子供が大きくなって出ていって残った両親の高齢化が始まり気味のところ。そういうところって結束が強いし、いろいろ付き合いも深いんだよね」

　彼女が住んでいたマンションを思い出していた。まぁ、確かにああいうところはそうなのかもしれない。

　溜ため息いきをついてしまった。春くんと関わった僕はもう何もかも全て丸裸にされるのを覚悟していなきゃならないんだ、というのを改めて確認した。

　そうか、先輩はこういう気持ちを何度も味わって、そして覚悟を決めているんだ。

「それで？　末田の噂ってなに？」

「そこは話さないよ」

「え？　教えてくれないの？」

「少なくとも彼女が悪意を持って、つまり騙だまそうとしてキュウちゃんとデートを重ねているわけじゃないだろうからね。中々話し辛づらいことなのさ。いずれ本当に色恋になろうってときに本人が『実は』って言い出すと思うけど、ショックを受けないように覚悟しておいてね。そしてもう一度念を押すけど、彼女とはもうこれ以上恋人候補としては付き合わない方がいいよ。同級生で留とどめておいて、その告白を聞かない方が賢明だね」

　根来先輩が小さく息を吐いてから、ぽんぽんと僕の肩を叩たたいた。僕はまた溜息をつくしかなかった。

「春がそこまで言うってことはもう噂には調べがついていて、そしてその同級生とやらは刑事の恋人もしくは妻候補にはふさわしくない資質か過去があるってことだろうさ」

　先輩がそう言うと、春くんはちょっと首を傾げて何も言わずに微笑んだ。

　そういうことなんだろう。まさか春くんが子供っぽい嫉しつ妬とでそんなことを言い出すとは思えない。

「わかりましたよ。まだ二回しかデートしてないしキスどころか手も繫いでいませんからね。末田とはあくまで同級生の、仲の良い同級生の一線は越えません」

「可哀想なキュウちゃんに今度一杯奢おごってやる」

「僕が一晩中抱きしめてあげてもいいよ」

「そういうのはいいから春くん。でもさ、そうやってあちこちの井戸端会議に顔を出しているってことは、山森の噂話は何もないの？」

　春くんが顔を顰しかめた。

「良い質問だねキュウちゃん。山森のことを知ってからこの何ヶ月間か僕も注意して探ってみたんだけど、何もないんだ」

「ないのか」

「もちろん、彼の〈札幌市民〉としてのパーソナルデータは揃ったよ。前に康平ちゃんに教えたよね？」

　聞いたな、って先輩が頷いた。それは僕も聞いてる。メールではなくて春くんから直接聞く形で。しかもメモを取らない方がいいと言われて。どこで何がどうなるかわからないから、あいつに関わった痕こん跡せきは全部消しておいた方がいいって言われているんだ。

「あいつのマンションの住所も実家も家族構成も学歴も全部わかってる。でも、仮称〈山森クラブ〉のことは何ひとつ浮かんでこない」

　言葉を切った。相変わらず顰め面をしているけれど、こんな顔をする春くんは滅多に見ない。それぐらい、山森は手て強ごわい相手なんだ。

「山森の高校時代の同級生から少し話を聞けたんだ。もちろん、あるところでの犬の散歩中にだよ。興味深いのは、同級生たちに共通する山森の印象は『あいつはきっと何をしても成功する』っていうものだね」

　根来先輩が少し首を捻ひねった。

「成績が良かったのか？」

「っていうより、要領が良かったみたいだね。成績が良いというよりは何をさせてもそつなくこなしてしまう。それも、努力してこなすんじゃなくてさらりとね。そういうところが友人たちには信頼されていたみたいだね。それぐらいだよ僕が知り得たあいつの過去は」

「彼女とかはいなかったの？」

「探偵みたいに同級生に訊きき回ったわけじゃないからね。そこまではわかんないよ。でもまぁあいつにはいないねきっと。いたとしてもカモフラージュじゃないかな。世間様を欺くための」

「それは」

　先輩が言った。

「前に言ってた無性愛とかそういうもので、という話か」

「だね。それこそ前にも言ったけど、あいつと僕はどこか似ているよ。あいつは他者に恋愛感情も欲望も何も感じないからこそ、〈山森クラブ〉なんてものをやっていける。僕は全部を感じたいから、こんなことしてる。陳腐だけど〈光と影〉に少し、あくまでも少しだけど似てるよね。イヤだけどさ」

　よく言われる話だ。先輩の刑事からも聞かされたことがある。自覚して犯罪を起こす頭の良い男っていうのは、大体にして〈善い人〉であることも多いんだって。

　人間は誰しも善と悪の両方の資質を持っている。いや、両方あることこそが人間なんだって。

　もしも、片方しか持ち得ない人間がいたとしたなら、それこそ恐ろしいって話だ。

「じゃあそれはいいとして、三つ目のネットワークの話は？」

　あぁ、って春くんが頷うなずく。

「僕は〈ネズミ〉って呼んでる」

「ネズミ？」

　訊き返したら、春くんは何か不敵に笑った。

「これは、中々おもしろいネットワークなんだよ。頻繁に情報更新されるものじゃないんだけど、更新されたときには、つまり何らかの動きがあったときには大抵の場合〈事件〉や〈悲劇〉や〈事故〉に直結してしまう。井戸端会議ネットワークが毎日飲むサプリメントだとしたらこっちはいざというときに飲む強精剤か、あるいは劇薬もしくは覚かく醒せい剤ざいだね」

「覚醒剤？」

「そんなコワイ顔をしないでキュウちゃん。譬たとえ話だから。僕はそんなクスリなんか絶対にやらないから。クスリなんか使わないでも、僕の頭の中ではいつでも脳内麻薬を合成できるんだから」

　それも怖い話だけどとりあえず頷いておいた。春くんはちょっとだけ上を見て何かを考えるような表情になる。

「で、その〈ネズミ〉のネットワークなんだけど、とりあえず僕はそういうのを持ってるってことだけにしておこうかな。まだ二人には内緒。っていうか当分教えない」

「何でだ」

　先輩が訊くと、春くんは少しだけ真面目な顔になった。

「この先も康平ちゃんやキュウちゃんは刑事を続けるよね？」

「もちろんだな」

　その通り。なので僕も頷いた。

「このネットワークの、まぁある種の〈繫つながり〉だけど、別に特別なものじゃないんだ。井戸端会議と同じでごくごく普通の僕たちの一般生活の中に溶け込んでいて、なければすごく困るものさ。でも、視点を変えるとそれは僕にとってのとても強力な〈人間ドラマ発見システム〉になっているんだ」

「〈人間ドラマ発見システム〉？」

　なんだそれは。

「とにかくそう思っておいて。そして、〈人間ドラマ〉だから、言い換えるとそれは〈大きな事故・事件に絡む可能性のある出来事〉だよね。この表現は理解できる？」

　少し考えて頷いた。

「確かにな」

　先輩が言う。

「〈人間ドラマ〉、それもささいなものではなくて、大きなものならそれはすなわち〈事件〉にもなり得るものだろうさ」

「そう。だから二人にその〈発見システム〉がどんなものであるかをここで教えちゃうのは、拙まずい。そこもわかるよねキュウちゃん」

　また少し考えてしまった。

「えーと、つまり、春くんがそこの〈繫がり〉で得たある種の〈情報〉は確かに〈人間ドラマ〉なんだけど、春くんであればそれが〈大きな事件〉に発展する可能性を予見できるってことだ。そして春くんはそれを未然に防ごうとするわけじゃなくて、見過ごすんだ。いや黙って観察しているんだ。つまり」

　そこまで考えて言葉を切ってしまった。

　思わず春くんを見ると、ニヤッと笑った。

「つまり？」

「つまり、極端な話、どこかで〈殺人事件〉が起こるかもしれないって春くんはわかっていても、それを止めようとしないってことに繫がる？」

　根来先輩が顔を顰めて、春くんは頷いた。

「極端に言えば、あくまでも極端に言えばそういうこともあるかもしれないってことだね。だから、話さない。話せない」

「でも春くんそれは」

　右掌てのひらを広げてそれを春くんは僕に向けた。

「警察は事件が起きないと動けないよね？　もちろん、ストーカーとかさ、そういうのは別だけれど、まだ何にも起こっていないのにそこに警察は向かえないよね。それを知っちゃうとすごいストレスだよね。だから、この話はここまで」

　春くんはにっこり笑った。

「もちろん、〈殺人事件〉とかに発展するなって確信したとか、どこかでテロを企たくらんでいるなんていうとんでもないことになりそうな〈情報〉があったら、それはちゃんと教えるから大丈夫。そこは信用して」

　先輩と二人で顔を見合わせてしまった。

「そうするしかないだろ」

　その〈繫がり〉がいったいどんなものであるのかは、まるで想像もつかないんだけど。春くんが、パン！　と手を打った。

「それで、話が随分脇道に逸それちゃったけど、奈々ちゃんだね」

　そうだった。そこの話をしていたんだった。

「実際のところ、奈々ちゃんに康平ちゃんやキュウちゃんが別の形で接触するのは不可能だろうからさ、引き続き僕が彼女と遊んでみるよ」

　先輩が腕を組んで少し唸うなった。

「春の中ではある程度の確信はあるんだろうが、彼女が山森と繫がっているとは確定はしていないからそうしてもらうしかないな。俺たちがそこを彼女に突っ込むのはまだ危険だろう」

「そうなんだ。いくら若くて向こう見ずだったとしても、刑事に知られそうだとなれば彼女も警戒するだろうからさ。あ、僕も一応身分は隠しておいたからそのつもりでね」

「隠したんだ」

　隠したよ、って春くんが笑う。

「まさか山森と繫がっているかもしれないっていう女の子に、僕が本名で接すると思う？　住所も名前も架空のものだよ。教えた携帯の番号も、そういうときのために用意してある別のもの」

「そんな携帯持ってるんだ」

「持ってるよ。もちろん、彼女に僕の写真なんか撮らせていないから仮に彼女が今山森に接触していても大丈夫。アイマスクも外していったよ」

　さすがだ。

「そんなに急速には接近してこないだろうからね。今度連絡が来たら、もしくは二、三日間を置いてまた僕は接触してみるよ。そのときには、彼女が本当に学生の売春コネクションを持っているかどうかを確かめる」

「危険はないか？　つまり彼女の上に彼女たちを束ねる人間がいて、今度会うときにそいつらに春の顔を見られる危険性は」

「危険性はもちろんあるよね。それを回避すべく努力はするから大丈夫。それと、もしも奈々ちゃんの売春コネクションが山森に繫がってるって確証を得られたら、そこで僕は手を引くから、後は二人に任せるよ」

「そうだね」

　そこを春くんが自分で言ってくれて助かった。

「本当に奈々ちゃんがそんなことをしているのなら、未成年とは言ってもそれはもう立派な犯罪だからね。僕らに任せてもらわなきゃ困るから」

　うん、と、春くんがまた可愛らしく頷いて微笑んだ。先輩と春くんに囲まれていると、本当に神様は不公平だと思うよ。

「まぁ実際には俺らじゃなくて最初は少年課かもしれないがな。そこは上手うまく連携を取ってやるさ。仮に山森まで辿たどり着けないとしても、あいつに何らかのダメージは与えられるだろう」

「そういうことだね」

　春くんが真面目な顔をして言う。

「簡単なことで山森を逮捕できる可能性はゼロに等しいと思うよ。あいつのやっていることは〈秘密クラブ〉であると同時に〈恐喝行為〉だ。会員の誰にも知られたくない恥ずかしい性癖を把握して〈決して何も喋しやべるな〉と強要しているんだからね。しかもあいつのことだから会員の〈変態行為〉の証拠は映像できちんと押さえておきながら、その証拠がある場所はきっと自分しかわからないようにしてあるはず。そうでなきゃここまで誰にも、マスコミにも警察にも知られないで活動できるはずがない」

「〈喋るな〉と強要しておきながら、その人物の、それも業界の大物のパイプを使っていろいろ商売して金を稼いでいるんだろう？　協力しなきゃバラすぞと脅して」

「だろうね。何も確証はないけれど、そうしなきゃ大きな組織を運営できるはずがない。奴の直接下にいる人間だって金がなければ動かせないだろうさ。こいつについていけば一生食いっぱぐれないと確信できれば、頭の良い悪党はなんでもするよね。山森のために」

　わかってはいたけれども、改めて思った。

「春くん」

「なに？　キュウちゃん」

「僕たちはとんでもない怪物を相手にしようとしているんだね？」

　根来先輩は何を今更っていうように、右の眉まゆ毛げをひょいと上げてから煙草を取り出して火を点つけた。春くんは、ゆっくりと頷うなずいた。

「〈怪物〉って表現がキュウちゃんらしくていいね。康平ちゃんなんかは山森のことを単なる大物の犯罪者としか思っていないから、キュウちゃんはずっとそう思っていた方がいいよ」

　そうなんだ、って続けて、春くんはコタツの上に身を乗り出して、僕の眼を覗のぞき込むように顔を近づけてきた。

「あいつはまさしく〈怪物〉なんだ。でも、安心して」

　にっこり笑って、急に素早く僕の鼻の頭にキスをした。思わずのけぞってしまった。

「僕は〈天才〉だから。〈怪物〉以上の」

　それはありがたいけれど、やめてほしい。

「〈大磯明義〉さんが山森に関係している可能性はどれぐらいあると思う。失しつ踪そうがひょっとしたら山森の指示で、何らかの犯罪を企てているとか」

　先輩が訊きくと、春くんは首を傾げた。

「情報が少な過ぎて今は推測も無理だね。時間のムダ。何か他の情報が出てくるのを待つしかないかな。キュウちゃんと康平ちゃんは引き続き〈大磯家〉を調べるんでしょ？」

「そうなるな。雪山を掘り出し始めても当分はそうだろう」

　え？　という顔を春くんはした。

「結局、雪山掘ることになっちゃったの？　掘らなくてもいいって言ったのに」

「あぁ、そうだった」

　まだ話していなかったっけ。

「上手い具合に話が進んでな」

　近くの農家さんから、以前から苦情があったという説明を春くんにした。

「で、表向きにはその農家の要望を受け入れて、市側で〈《雪堆たい積せき場》が周囲に及ぼす影響を研究するチーム〉を急きょ発足させるという形を取ることになった。それでスムーズに予算も下りるようになったってことだ」

　春くんが、眼を閉じた。

「春くん？」

　先輩を見ると、待て、という顔をした。春くんはそのまま固まってしまったかのように動かない。

　でも、それもほんの二、三秒だった。

　眼を開けた春くんの表情は、まるで変わっていた。

「康平ちゃん」

「おう」

「今まで僕たちはずっと、今回の事件は〈もし山森が絡んでいるとしたら〉で話を進めてきたけどさ」

　その通りだ。

　まだ確証はおろか山森の影すら表には現れていない。かろうじて、奈々ちゃんが売春コネクションを持っているかも、というところでようやくチラッと影が見えたか、というぐらいだ。

「マジでこれ、山森が絡んでいるかもね」

「どうしてそう思うの？」

　春くんが、くいっ、と顎あごを動かした。

「明日の話になると思うけど、いや、明日じゃまだ無理だね。早くても明後日あさつて、警察と市が一緒に動くのなら三日後ぐらいかな。二人のボスの三坂さんから話があると思うよ。その〈《雪堆積場》が周囲に及ぼす影響を研究するチーム〉の主任には〈北道大学農学部〉の教授の誰かが着任するって」

　北道大学。

「そうか」

　まるで頭になかった。浮かんでこなかった。

　先輩が苦々しい表情を浮かべて言った。

「農家の、農作物への影響を調べるのなら、専門の研究機関との連携がなくてはできない話だな」

「その通り。そして札幌において農業の専門家というのはもちろんたくさんいるし、研究している機関も数多いけど、札幌市と警察がタッグを組むところに絡んでいけるのは〈北道大学農学部〉をおいて他にはないよ。っていうかそこしか絡めないだろうね」

「じゃあ、やっぱり何もかもが」

　山森の掌てのひらの上で。

　そう言ったら春くんは頷いた。

「考えられるね充分に。あの人格者である坂城教授までもが山森の手先になっていたんだ。北道大学の他の教授、准教授、講師、助手その他もろもろの中に山森に弱みを握られている変態性欲の持ち主さんがいないとは限らない。むしろ他にはもういないと考える方がおかしい」

「確かにな」

「悪くいうわけじゃないけれど、学問の徒、研究者っていう類たぐいの人たちは世間一般の感覚からは外れた人も多いんだよ。良い悪いじゃなくてね。むしろ世間一般の感覚から外れているからこそ、いろんな価値のあるそういう学問に、研究に一生を捧ささげられるんだ。でも、そういう人たちこそ、山森の世界に引きずり込まれやすい」

　その通りだと思う。別に偏見を持っているわけじゃないけれど、ある意味では純粋な人も多いのは僕も知っている。

　純粋であるからこそ、ある色に染まりやすい。

「この間、あの手紙は市への請求書って話をして、雪山を崩すことによって百万単位のお金が山森に転がり込むかもしれないって言ったけど、〈特別研究チーム〉を発足することによってまたそこに予算がつぎ込まれることになったわけだ。しかもだよキュウちゃん。その〈特別研究チーム〉の活動期間は一ヶ月とか二ヶ月とかいう話じゃないよ。数年単位だよ？」

　先輩が唸うなった。

「農作物への影響など一年で判明するはずない。下手したら十年単位で考えなきゃならんよな」

「十年単位でその〈特別研究チーム〉には予算が下りていくことになる？　でももし死体が見つかったり、あるいは何もなかったら」

「それで解散というわけにはいかんだろう。秘密裏に行うことだし、〈特別研究チーム〉は市が市民の税金を使ってマスコミにも公表するものなんだ。きちんと結果を出さないとまた税金の無駄遣いをしたと叩たたかれる」

「少なくとも」

　春くんが頷いて言った。

「市長さんが選挙で交代して、その〈特別研究チーム〉がうやむやになってしまうまではきっちり行われるだろうね。どこまでの範囲で研究するかにもよるけれど、これで山森の懐には百万単位どころじゃなく、千万単位でお金が転がり込む算段になるわけだ」

　千万単位。

「キュウちゃん、康平ちゃん」

「何だ」

「その農家さんの名前はまだ知らないんだね？」

「聞かされていないな。どのみち後から判明するだろうから、三坂さんも何も言わなかった」

「調べて」

　声を落として、春くんが言った。

「間違いなく、その農家の人は山森に何らかの形で関係しているはずだ。むしろその農家の人がいたからこそ、山森はこの計画を立てたのかもしれない」

「わかった」

「でも、二人だけでだよ？　他の人にはゼッタイ言わないように、バレないようにね。それともう一人。市側の人間でこれの代表になっている人もいるね？」

　いる。

　慌てて手帳を取り出して確認した。

「土木部維持管理課主任の佐々木さんだ」

「その人もだ」

　春くんが右手の人差し指を立てた。

「その人の周囲も、他の刑事の皆さんにはゼッタイに知られないように二人だけで調べて。その人こそ、実際に山森に繫つながる一人かもしれない。わかるよね？」

　先輩と同時に頷うなずいてしまった。

「彼がいたからこそ、この計画が動いたからだ」
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　署に向かって車を走らせた。先輩は無言で煙草を吹かしている。僕は車を出す前に口に放り込んだガムを嚙かんでいた。

　最近、というか、頭の中におが屑くずが詰まってきたような気分になったときにはガムを嚙むようにしているんだ。

　自分がまるで無能のような気になってきたときとか。

「キュウ」

「はい」

「余計なことを考えるな」

　ちらっと先輩を見た。

「余計なことって？」

「自分はバカじゃないかってことだ。材料は全部揃っているのに、俺たちは何も気づけなかった。春に話すとたちどころにあいつは組み立てる。裏にある〈意図〉をな。まぁ」

　煙草の煙を溜ため息いきと一緒に吐いた。

「結局俺たちはあいつのことを、春のことを本当のところでは理解できないってことだ。一生な」

　先輩が苦笑いしながら言う。

「寂しいじゃないですかそんなの」

「しょうがないさ。凡人が天才を理解しようなんてのは、神を見つけようとするのと同じことじゃないのか」

「そうは言っても、仲間じゃないですか」

　根来先輩が僕を見て、笑った。

「仲間か」

「そうでしょ？　先輩は春くんのことを小さい頃から知ってるんだし、僕だってもうすっかり友人なんだし、同じ事件を同じ方向で追っているんですから」

　そうだな、って先輩は微笑みながら頷いた。

「そういうふうに考えるから、春はお前のことを好きなんだろうさ。それでも、あいつのことを全部把握しようなんて、理解しようなんて考えない方がいいぞ。それで傷つくのはお前だ」

「今更傷つくハートなんか持ち合わせてませんよ。これでも刑事ですよ」

「そうだったな」

　傷つく心は、人間なんだからある。でも、自分のそんなものを大事にしていては犯罪捜査なんか、殺人事件なんか扱っていられない。

　春くんの中にいるご先祖様の時代はともかく、この現代の日本において殺人を犯そうとする者は、もしくは犯した者は、何らかの理由で心を失なくしたか、失ってしまった者だ。そういう人間を追うには、傷つくハートに鉄の覆いをしていないとダメなんだ。

「しかし」

　先輩が呟つぶやくように言った。

「まだ何かがあるような気がしてならん」

「何かって、何ですか」

　何かだ、って続けた。

「山森が金かね儲もうけのために、とんでもない裏工作をしているかもしれないってのは確かに大事件だ。春が言ったな？　お前の表現を借りて、あいつはまさしく〈怪物〉だって」

「言いましたね」

「だとしたら、だ。あいつは今度何かをやらかすときには、春のことも当然頭に入れて動くはずだ。春に出し抜かれないように、バレないように、邪魔されないように」

　そうだと思う。

「これでもし俺たちが、この雪山を巡る計画を全部把握して阻止したとしたら？　どうだ？　山森の計画はこの程度のものかって思ってしまわないか？」

「確かにそうですね。でも、春くんがいたからこそここまで推論できたわけですから」

「そこさえも、山森の読みのままに動いているとしたら？」

　唸ってしまった。

「その可能性もなきにしもあらずですよね」

「不気味だよ俺は。何よりもまず行方不明の〈大磯明義〉さんだ。もしも、〈大磯明義〉さんの失しつ踪そうそのものまでも山森の計画の一部だとしたら、失踪などしていないで彼がどこかで何かを企たくらんでいるのだとしたら、俺たちは、春も含めてまだ山森の掌てのひらの上から抜け出せていないことになる」

　その通りなんだ。

「どうしたらいいですかね。僕たちができる春くんのサポートは」

　根来先輩は、うん、と頷いた。

「刑事は、調べることしかできない。何もかも全て、事実を、そこにあったものを調べ尽くすんだ」
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　刑事だって、何事もなければ普通に自分の部屋で寝て起きて、朝ご飯を食べて出勤する。それは普通の会社員と何も変わりはしないんだ。

　でも、正直に言ってしまうと、自分の部屋の布団でもぐっすりと眠れる夜はそんなにはない。ぐっすりっていうのは睡眠時間の長さじゃない。本当に心安らかに眠って「あー、よく寝たなー」なんて爽さわやかに朝陽を浴びながら起きるなんていうのは一年に何回あるかだ。大抵は起きた瞬間にもう疲れている。疲れているのは身体もそうなんだけど、たぶん心も疲れているんだと思う。でも、それがもう習い性になっているから、起きてご飯を食べて元気そうに署に行って仕事ができる。

　仕事じゃなくて、使命だと思えるようになってからが本当の刑事としての日々が始まるんだって言ったのは根来先輩だ。

　最近、本当にそう思えるようになってきた。

　僕たち警察官は、刑事は、〈仕事〉をしているんじゃない。

　犯罪者を追うことを自分の使命とした人間。

　そう思えなきゃ、辞めた方がいいんだ。ただの仕事として警察官をやっていると、いつか心も身体も破は綻たんする日がやってくる。同期の人間にも心と身体のバランスを崩して警察官を辞めていった奴もいるんだ。幸い僕は、何だか刑事が天職なんじゃないかってぐらいに、犯罪者を追うことに生き甲が斐いを感じているんだけど。

　根来先輩もきっとそんなふうに思ってる一人だ。非番の日より署に来ているときの方が生き生きしている。

　警察車両の喫煙車をキープして、朝から根来先輩と二人で乗り込んで駐車場を出た。天気は良い。どんな捜査に出る日だろうと天気は良い方がいいに決まってる。少なくとも雨降りよりは気分が良いし効率も上がる。

「他に大きな事件が起こらなきゃいいですね」

　いや、本当に〈事件〉なんかない方がいいんだ。殺人とか強盗とか、僕たち捜査一課が忙しくなるような事件はまったくなくなってほしい。捜査一課だけじゃない。全ての警察官がヒマでヒマでしょうがなくて、〈税金泥棒〉と陰口をさんざん叩たたかれる方がいいに決まっている。

「まぁなぁ」

　そう言うと先輩も頷きながら、助手席で煙草を取り出して火を点つけた。

「俺も警察に雇われながらも、日がな一日署の机の前で本を読んでいたいぜ。物騒な事件なんか半年に一回ぐらいでな」

「そんなこと言いながら、事件はねぇかなって文句言うんでしょ」

「言わんよ。事件なんかない方がいい。まぁそんなことは絶対にありえないんだがな」

「そうですね」

　あまり知られていないことだけど、いや誰も話題にもしたくないんだけど、殺人事件でいちばん多いのは身内や知人間の犯罪だ。つまり、犯人は、家族もしくは親族あるいは顔見知りっていうのがいちばん多いという統計が出ている。通りすがりの殺人なんていうのは、数はかなり少ないんだ。

　つまり、殺人という悲劇は、人間社会が、家族というものがそこに存在している限り、この世からなくならない。

「新米の頃に先輩に教えられたがな」

「何ですか」

「人間が恋をする動物である以上は殺人事件もあり続けるってな。つまり殺人事件をこの世から消し去りたかったら、人間から感情を失くせばいいってさ。そうすりゃ殺人の動機はほとんど消える」

「理屈は通ってますね」

　これは考えていくと相当にきついことなんだ。刑事だったら誰でもそんなことは知ってる。殺人が起こったらまず家族を、身内を疑えっていうのは物語の中だけの話じゃない。それが現実なんだ。警察官は人間不信になるって話がまことしやかに囁ささやかれているのはまんざら噓でもないと思う。

「俺の友人に医者がいるんだがな」

　先輩が言う。

「秋奈さんじゃなくてですか？」

「あいつは特別だ。そうじゃない普通の医者だ」

「お医者さんは大抵皆普通じゃないぐらい頭が良いですけどね」

　それはおいといて、って先輩が続けた。

「医者とかあの辺の連中は皆、頭がおかしいってそいつは言う。人間の腹の中や頭の中をかっさばいたり死体を眼の前にして平気でいられるんだからな。それはな、人間としての大事な感情のどこかが欠損しているとかぬかしやがった」

「ひどいですね。全世界のお医者さんを敵に回しますよ。オチは何ですか」

「だから、医者が人殺しになるときは、人間らしい人間に戻った瞬間だとな」

「ますます怒られますね」

〈雪堆たい積せき場事件〉は捜査本部が立ち上がったわけじゃない。あくまでも内密で進める事案なので名前がついたカンバンなんか出ていない。なので、コードネームとして〈雪捨て場〉と呼ばれることになった事件に捜査一課のほぼフルメンバーで当たることができている。

　もちろんそれぞれが継続捜査をしている事案もあるので実質的なフルタイムは無理なんだけど、そこはいつものことだ。刑事は常にたったひとつの事件を追いかけるわけじゃない。

　とりあえず僕たちが追いかけるのは〈大磯明義〉さんとその家族。

　失踪している旦だん那なさんが大磯明義さん。その奥さんは益美さん。長男が大磯健吾さん、次男が大磯信吾さん、そして長女が奈々ちゃん。

　奈々ちゃんには売春組織のメンバーの疑いが持たれているけれど、それはまだ報告できないし、春くんに任せている。僕と先輩は他の家族について徹底的に調べなきゃならない。

　でも何故、大磯明義さんは失踪したのか？　今のところその答えは欠片かけらさえも見つかっていないんだ。

　そしてその答えは、答えを知っているのは、考えたくないことではあるけれども、家族である可能性が統計的にも高いんだ。僕たちはそれを探り出さなきゃならない。あるいは探し出さなきゃならない。

「苦労しそうだな」

　先輩が言う。

「そうですね」

　そしてさらなる問題は、〈雪堆積場〉に苦情を申し立てていた農家の牛うし島じまさんという人と、土木部維持管理課主任の佐々木さん。この二人が山森に繫つながっているかどうかを、同僚の皆にも他の誰にも知られないように調べなきゃならない。

　春くんの仮説では確実に繫がっているはずなんだけど、警察内部にも山森の仲間が、いや正確には山森に〈変態的性癖〉を握られていて意のままになる人物がいるのは確実なんだから、僕と先輩が動いているのを知られたらその時点で終わりだ。山森がどんな手でそれを消しに来るかわかったもんじゃない。

「どうやってやりますかね」

　車を西区発寒の大磯さんのお宅へ向かって走らせながら先輩に訊きいた。

「直接会えないんだから、どっちもとりあえずは外堀から埋めていくしかないさ。それも口が堅い信用できる線でな。何せ俺とお前は山森に何もかも丸裸にされている。うかつに動くわけにはいかない」

「そうなんですよね」

「春があちこちに俺たちにもわからないネットワークがあるように、山森にもそれがある。舐なめたら駄目だ。とことん慎重にやらないと、そこからつけ込まれる」

　あのときもそうだったって思い出した。わけのわからないうちに山森側の人間に車で囲まれたことがあった。

「お前の親しん戚せきとかごく親しい友人に農家の人はいないのか。その苦情を言ってた牛島さんとどっかで繫がってそうな」

「農家にそういう知り合いはいないですね」

　そう言った瞬間に思い出した。

「あ、坂本さんは？」

「どこの坂本さんだ」

「元東京のホームレスの」

　おお！　って声を上げて先輩がウィンドウを叩いた。

「いや、だけどあいつがいるのは札幌じゃないだろ。どこだっけ？」

「今は南なん幌ぽろの農家さんですけど、最初は確か札幌の農家の方に声を掛けてもらって、仕事を始めたんですよね。どっかで繫がりませんかね」

　先輩が少し首を捻ひねった。

「あいつなら俺たちに恩があるって思ってるし口も堅い。駄目元で訊いてみるか。南幌ってどこだった？　岩いわ見み沢ざわの近くか？」

「江え別べつの隣ですよ。行ってみますか？」

「江別か。逆方向だな」

　先輩が腕時計を見た。

「まぁいい。約束はしていないんだから、大磯さんの方は午後でもいいだろう。行ってみよう」

「了解」

　適当なところで右に入って、裏道を通っていけば江別方面に抜けられる。

「土木部維持管理課主任の佐々木さんはどうやって調べますか」

「連絡を取りたくはないんだが、大学で一緒だったのが市役所にいる」

「ラッキーじゃないですか」

　先輩が少し口を尖とがらせた。

「連絡を取りたくないっていうのは、仲が悪いんですか？」

　それじゃあ内緒で佐々木さんを調べるのは無理じゃないかと思うんだけど、先輩は首を横に振った。

「信用も信頼もできる。仲もまぁ悪くはなかった」

「じゃあなんです。あ」

「なんだ、『あ』、って」

「昔の彼女とか？」

　言ってから、秋奈さんがいるんだからそれはないかって思った。

「それならまだマシだったな」

「何ですか」

　溜ため息いきと一緒に煙を吐いた。

「長なが崎さきという男なんだが、大学時代に一度告白されてな」

「わお」

　そっちですか。先輩はまた口を尖らせた。

「言っておくが俺は別にその手の人に偏見などはないからな」

「わかってますよそんなの」

　偏見なんか持ってたら春くんと一緒になんかいられないだろう。

「いろいろとタフな男でな。頼みなんか聞いてもらった日にはまたいろいろ誘われかねない」

「いいじゃないですか一度ぐらい。世界が変わるかもしれませんよ」

「その言葉そっくりそのまま春の眼の前で返してやるぞ」

　まぁしょうがない、と、先輩が息を吐いた。

「今晩、奴の仕事が終わった頃に電話してみる。会うときには夜中だろうとお前も一緒に行くんだぞ」

「いいですけど、僕が行かないと誘いを断れないんですか」

　無論だ、って先輩が言った。

「言ったろう。いろいろとタフだって。俺は柔道であいつに勝ったことがない。しかも寝技がいちばん得意なんだ」




　　　　☆




　途中から十二号線に入って大きな川を渡ると景色が急に変わる。市街地だったものが田圃たんぼとか畑の風景になるんだ。

「この辺は俺はほとんどわからんな」

「僕は子供の頃からよく通りましたよ。親しい親戚が岩見沢にいるので」

　岩見沢市内に入るとまた住宅街がある。江別を抜ける前にも新興住宅街がある。だからしばらくの間は田圃や畑と住宅街が交互に現れる感じだ。ナビの言う通りに右に入る。広大な土地の中にぽつんぽつんと農家があって、道外の人が通ったら北海道らしいなぁって思うんだろう。僕らにすると単に町を外れちゃったなぁって思うだけなんだけど。

「あそこの農家らしいですね」

　スピードを落とす。看板に〈山やま田だ農場〉とある。駐車場などは見当たらないけれど、家がある手前の適当な広い場所に車を停める。向こうに犬小屋があって、薄汚れた感じの犬がこっちを見ているけれど、吠ほえもしないで尻尾しつぽを振ってる。人懐こい犬なのかもしれない。

「いきなり行って仕事の邪魔でしょうね」

「俺たちの仕事はいつだって普通の生活の邪魔をするんだよ」

　それは確かにそうだ。

「ここに住んでるんじゃないよな？」

「近くにアパートを借りてるって言ってましたね」

　今はどんな作業をしているんだ？　って言いながら先輩は広い田圃を見渡す。でも、そこにはもちろんまだ何もない。

「この時季なら、ハウスで苗作りでしょうね」

「詳しいな」

「前に坂本さんに聞いたんです」

「二人でぞろぞろ行ってもなんだ。お前が声を掛けてきてくれ」

　車のドアを開ける。大きなビニールハウスがあるのでそっちに向かって歩いていくと、その脇のプレハブから人が出てきた。いかにも農作業をしているというスタイルの女性だ。

「すみません」

　捜査ではないんだから、警察手帳は出さない。変な噂になっても坂本さんが可哀想だ。その女性が「はい？」と返事をする。中年の女性。

「仲なか野のといいますが、こちらで働いている坂本さんにちょっとお会いしたいんですけど。坂本哲てつ二じさんです」

「あぁ、坂本さん？　ちょっと待ってね」

　女性がぱたぱたと走ってビニールハウスに向かって行った。車の方を見たら、先輩が小さく頷うなずいた。少し待ってると、作業着姿で野球帽を被かぶった男の人が出てくる。背だけはやたら高いんだけど細すぎる身体。ホームレスの頃もそれでやたら目立っていたんだ。

　僕を見て、ほんの少し驚いた顔をしてから笑顔を見せてくれた。

「仲野さん！」

　駆け寄ってくる。相変わらず目め尻じりが下がっていて情けない顔に見えるんだけど、陽に焼けて健康そうだ。初めて会ったときとはそこだけはもうすっかり別人。

「お久しぶりです」

「いえ、こちらこそご無ぶ沙さ汰たしてしまって」

　腰を折り曲げて、頭を下げる。

「突然すみません、お忙しいところ」

「いや、いいんですが、どうしました？」

　そこで、車を見た。中に先輩がいるのがわかって、慌てて小走りに向かったので僕も続いた。

「根来さん！」

「元気そうだね」

　お蔭かげ様さまでって笑ってから、少しだけ表情を引き締めた。

「お二人揃ってってことは、何かあったんでしょうか？　事件の捜査ですか？」

「捜査って程でもないんだがな。少し訊ききたいことがあったんだ。十分程度でいいから時間取れるかな？」

　先輩が車の後部座席を示したら、坂本さんが頷いた。

「一服するぐらいは平気です。ちょっと待っててください」

　急いでビニールハウスの方へ戻っていった。知人が来たのでちょっと抜けると言いに行ったんだ。




　後部座席に座ってもらって、煙草を吸いながら隣に座った先輩が坂本さんに話した。何もかも教えるわけにはいかないので、とにかく極秘の調査なんだと言った。こうやって訊きに来たことも誰にも言わないでほしい。先輩がそう言ったら、坂本さんは真剣な顔をして頷いた。

「札幌の篠路町。雪堆たい積せき場って知ってるか？」

　坂本さんは小さく頷いた。

「何となくはわかりますけど」

「その近くの農家で、誰か繫つながりのある人はいないか？　あるいはその辺に詳しい信頼できる人物」

「篠路町ですか？」

「そう」

　根来先輩は声を潜めるようにして続けた。

「特に、雪堆積場の雪で困っているような農家さんは知らないかな」

　あぁ、って坂本さんが言う。

「知ってますよ」

「本当ですか！」

　思わず勢い込んで訊いてしまった。坂本さんが眼を少し大きくする。

「〈篠路あぐり研究会〉ですよね？」

　先輩と二人で顔を見合わせた。

「あぐり？」

「アグリ、って農業のアグリですか？」

　そうですよ、って頷いてから、坂本さんは少し頰を緩めた。

「知らない方も多いでしょうけど、農家は大体その地区ごとに団体を作っていることが多いんです」

「農協ってやつか？」

　先輩が訊いた。

「農協とは別のものですね。要するに農家同士の親しん睦ぼくやお互いの農業についての研究や、その地区ごとに農家以外のご近所さんとの繫がりを考えていく会ですね。農家の周囲には当然農家ではない人も多く住んでいるわけですから、そこをないがしろにしては農家も困る場合が多いんです」

「ご近所付き合いか」

　はい、って坂本さんが頷く。

「町内会だってそうですよね。普通の住宅街の人たちと農家では暮らし方が全然違いますけれど、たとえば町内会のお祭りに野菜を安く販売するお店を出したりすると、付き合いが増えますよね」

「あれですか？　そうすると繁忙期にアルバイトをお願いしたりもできるとか」

「そういうこともあります。ここにもそういう会がありますよ。さっき、僕を呼びに来た人は近所の主婦の方です。そして、そういうアグリ団体が集まって親睦会や研究会をすることもあります」

「そのひとつが、〈篠路あぐり研究会〉か？」

「はい。それに参加したことがありますよ。去年でしたね。雪堆積場のせいで気温が下がって困っていると話をしていました」

　思わず先輩と握手をしてしまうところだった。

「その、雪堆積場で困っている農家さんの名前を知ってるか？」

　坂本さんが少し首を傾げた。

「牛島さんですね」

　そう言ってから笑った。

「米を作っているのに牛島っていうのがお決まりのギャグなんだそうです」

「それがギャグになるかどうかは微妙だが、じゃあ牛島さんは知り合いなんだな？　連絡先とかも知ってるんだな？」

　知ってます、って言ってから坂本さんが怪け訝げんそうな顔を見せた。

「牛島さんが、どうかしたんでしょうか」

　先輩と顔を見合わせた。

「坂本さん。その〈篠路あぐり研究会〉も参加するような交流会が、これから開催されるとかは」

「いや、しばらくは交流会はないと思いますよ。これから忙しくなる時季ですから」

「ですよね」

　その通りだ。雪も融とけてようやく春がやってきたんだから、農家は忙しくなる頃だ。そんな交流会なんかやってる暇はないだろう。

　先輩が、唇を歪ゆがめて考えていた。坂本さんが少し心配そうな顔をした。

「何か、あったんですか」

「いや」

　根来先輩が言う。

「あんたを信頼して言うが、ある事情があって、誰にも内緒で牛島さんとお近づきになりたかったんだが、上手うまい手はないもんかと考えていてな」

「まさか、あの人が犯罪とか」

「そうじゃないです」

　慌てて僕が言った。

「本当に言えないんですけど、その牛島さんが犯罪者とかいうわけじゃないんです。もしそうだったら僕たちは刑事ですからね。堂々と調べてますよ」

「あぁ、そうですよね」

　ほっとしたように笑った。

「じゃあ、今度一緒に飲みましょうか？」

「飲む？」

　はい、って坂本さんが頷うなずいた。

「去年初めて会って、歳も近いし話も合ったのでそれから何度か飲んだりしています。電話して会うことはできますよ」




　もちろん、一般人を捜査に参加させるわけにはいかない。まぁ春くんは特別なんだけど、坂本さんは本当に普通の人なんだから。

　とりあえず後からまた相談して電話することにした。とにかく何もかも内緒だと念を押して。僕と先輩が刑事であることも、〈山田農場〉の人には話さないようにと。

　坂本さんがそれを守ってくれるのは間違いないんだ。

「どうしますかね」

　車を札幌市内に向けて走らせながら訊いた。先輩が一度伸びをした。

「仮に牛島が山森に直接繫がっているとしたら、俺たちのことを聞いているかもしれない。だから、直接会うのは拙まずい」

「拙いですね」

「坂本に一芝居打ってもらうしかないな」




　　　　☆




　昼になる前に署に呼び戻された。何事かと思ったら、明後日あさつてから雪を運び出すことが決まってしまったそうだ。

　あまりの速さに皆も、三坂さんも驚いていた。

「どこかで何かの力学が働いたんだろう。いつものようにそこを考えるのは俺たちの仕事じゃない」

　確かにそうなんだ。上で決まってしまったらそれに従うしかない。

「それでだ。話にあった〈《雪堆積場》が周囲に及ぼす影響を研究するチーム〉には北道大学農学部が参加することになった。つまり表向きには市役所と北道大学の合同調査。裏では警察を加えた三つの合同作業だ」

　先輩とそっと顔を見合わせた。やっぱり春くんの言った通りになった。

「またしち面倒くさくなりましたな」

　村山さんが苦笑いした。

「まぁしょうがない。学者さんと役人さんが一緒になるんだから何かと長くなるのは覚悟しておけよ」

「大学側の責任者は？　決まったんですよね？」

　先輩が訊きくと、三坂さんが頷いた。

「農学部の越谷こしがや教授だそうだ。これから市役所側と一緒に北道大学に行って、向こうとの打ち合わせもしなきゃならん。さらに面倒くさいことには」

　三坂さんが顔を顰しかめた。

「大学側には、死体を捜すことは内緒にする」

　全員ががっくりと肩を落としてしまった。何となく想像はしていたんだけどやっぱりか。

「あちらさんは、ただ研究をするのみってことですね。現場に出入りする警察は市役所の人間のふりをするって感じですか」

「何せ学生も参加するからな。どこから何が漏れるかわからんからとの策だ。まぁその通りだな。とにかく明日からの動き方を再度全員で練るぞ」

　結局その打ち合わせと、割り振りの作業、下準備に一日が潰つぶれていってしまった。大磯家を再度訪ねるのも明日になった。

　ようやく目め処どがついたときには、夜の八時を回っていた。先輩と二人で署を出る。いつもなら仕事さえ終われば別々に帰るけれど、市役所にいる先輩の友達の長崎さんに電話をする。もし、今晩これからどうだと言われたら、一緒に行かなきゃならないんだ。

　署を出て、駐車場に向かって歩きながら先輩が携帯を取り出したときだ。

　電話が鳴った。

「春か？　どうした」

　春くんから電話。

　先輩が顰め面をした。春くんから電話があるってことは、何か事件に進展があったか、よくないことが起こったかのどちらかだ。

「家にな。わかった。写真？」

　先輩が僕を見て、もう一度わかったと言ってから電話を切った。

「どうしました」

　先輩が唇を歪ませた。

「とんでもない写真が春のところに届いたらしい。メールでだ」

「誰からですか」

　わからん、って先輩が言う。

「何もかも来てからのお楽しみって春は言いやがった」

　相変わらず事件を楽しんでやがるって先輩が毒づいた。

「長崎に電話をするのは明日だな」




　玄関を開けてくれたのは夏美さん。いつものように笑顔で迎えてくれた。

「最近忙しいわね」

「すまんな、騒がせて」

　いいのよー、って笑う。いつものように僕と先輩も靴を脱いで勝手知ったる他人の家で居間に入っていった。これもいつものように春くんがコタツに入ったまま、手を振って笑顔で迎えてくれる。

　今日はもうお風ふ呂ろに入ったんだろう。ピンクのスエットの上に淡いブルーのカーディガンを羽織っている。きっと秋奈さんか夏美さんのお下がりなんだろう。

　そして今日のアイマスクはよくわからない。赤と黒が半々になっていて、模様も何もない。色合い的には〈コンサドーレ札幌〉だけど、まさかサッカーチームが公式グッズでアイマスクは出していないだろう。

「晩ご飯は？　今日は五目ご飯と豚汁があるけれど。欲しいなら魚も焼けるわよ」

「いや、ご飯と豚汁だけありがたくいただく」

　夏美さんが訊いてくれて、先輩がそう言うので僕も「すみません」と頷いた。いつもいつも本当に申し訳ないと思う。先輩がコートとスーツの上着を脱いで、コタツの春くんの正面に座った。

「秋奈さんは？」

「今日は遅くなるって言ってた。地下鉄の最終になるんじゃないのかな」

　秋奈さんの仕事も大変だと思う。

「それで？　飯を食ってからの方がいい写真か？　それとも食欲をそそる写真か？」

　春くんがにっこり笑った。

「普通の感覚の人なら食欲はなくすねー」

「じゃあ、後にしよう。奈々ちゃんから連絡はあったか」

「さすがに昨日の今日だからね。僕の方からは接触しなかったよ。でも」

「でも？」

　訊いた。

「ひょっとしたらこの写真を送ってきたのは奈々ちゃんなのかもしれないし、その関係者なのかもしれないし」

　先輩と顔を見合わせた。

「ということは、メールで送ってきたって言ってたけど、謎の人なんだね？」

「まったく知らないフリーメールアドレス。何度か返信してみたけど返事はこないね」

「お前のメアドは」

「昨日言ったでしょ。こういうときのために使ってる僕には繫つながらない適当なアドレス。でも別に奈々ちゃんにだけ教えてるわけじゃないからね。他にも知っている人がいるから奈々ちゃんとは特定できないけど」

　そこで、夏美さんがお盆にご飯と豚汁を載せて持ってきてくれた。いい匂いがしてきて空腹だったのを思い出させてくれた。

「はい、どうぞ」

「すみません。ありがとうございます」

　ごゆっくりね、と微笑んで夏美さんが自分の部屋に帰っていった。

「じゃあ、まずは食べるとして、報告だけしておくか。雪を掘り出すのは明後日からに決まったぞ」

　春くんが少し眼を大きくさせた。

「随分速かったね。お役所仕事にしては」

「まぁな。俺たちもそう思った。どういう経緯でこんなに速く決まったのかは聞いてないが」

「でも、やるなら早くしないと雪が融とけちゃって作業の危険性が増すから。一般の人に協力してもらうんだから、安全性を考えたんじゃないでしょうかね」

　かもな、って先輩が五目ご飯を食べながら頷うなずいた。

「大方、市役所側が張り切ってスタンバイ完了させたんだろう。こういうどうでもいいことにはお役所仕事は素早いもんだ」

「北道大学の方も決まって動いたみたいだね」

　春くんが言った。

「聞いたのか？」

「こっそり確認したよ。正式に市役所から依頼があって、農学部も正式に研究部会の発足を決めたって。これも異例中の異例のスピードだね。大学だって判はん子こを捺おすのにしばらくかかるものなのに。近々に各方面に発表するんじゃないかな。〈雪害対策の一環〉としての研究部会を」

　三人で頷き合った。

「大学側もそうなら、やっぱり、山森が絡んでいる証拠かもしれないってことか」

　先輩が言うと春くんも頷いた。

「可能性は高くなったね」

　五目ご飯も豚汁も美味おいしい。本当に志村家の食事は美味しいんだ。春くんが台所に行ってお茶を淹いれてきてくれた。

「はいどうぞ」

「サンキュ」

　お茶を飲んで、一息つく。

「じゃ、これね」

　ニコニコしながら春くんが壁のところの棚から封筒を持ってきて、中から大判の写真を出してきた。

「メールで送られてきたのを、プリントアウトしたものだよ」

　コタツの上に一枚の写真。

「なるほど」

　先輩が顔を顰めた。

「やっぱり飯を食ってからで正解だったな」

「確かに食欲はなくなりますね」

　死体の写真ぐらいで食欲はなくさない。慣れるのは嫌だけど、慣れてしまっている。

　そこに写っていたのは、死体じゃなくて、中年のおっさんの裸体だった。

　しかも、汗まみれで紐ひもで縛られている。苦しそうな、でも何だか嬉うれしそうな顔をしている。そして黒いアイマスクというか、あの怪かい傑けつゾロのような眼だけを隠す黒い革の仮面をしている。

　もう一人、写っている。

　男性じゃない。

　女性だ。

　中年男を赤いハイヒールで踏んでいる。革の鞭むちを持っている。申し訳程度に革の紐みたいなブラジャーとパンティは着けているけど、ほとんど裸と言っていい肢体を晒さらしている。長い黒髪。何よりも顔にはマスクはしていない。明らかなカメラ目線。

　女王様だ。会ったこともないけれど、そういう世界ではそう呼ばれる人なんだろうと思う。

「見覚えあるか」

「ありませんけど、美人ですね」

「スタイルもいい。ボンキュッボンってやつだな」

　すごいよねって春くんも言う。

「92・59・98ってところかな」

「スリーサイズか？」

　そうだよって笑った。

「わかるの？」

「見れば大体わかるよ。これだけほとんど真正面で写真に撮られているんだからね。写真じゃなくて眼の前に立ってくれればもっと正確に言えるんだけど」

　そうだった。春くんは見ただけでスリーサイズなんかたちどころにわかってしまうんだった。

「このおっさんは、明らかな変態だな」

「掛け値なしですね」

　部屋の中であることは間違いないけれど、薄暗いのでどんな部屋なのかははっきりしない。

「紅あかい絨じゆう毯たんは立派そうだな」

「これはベッドでしょうね。それも立派そうです」

「写真もさ、すごくよく撮れているよね。これはプロとまでは断定できないけど、写真を撮ることに慣れた人が撮ったものだよ。全体の構図もしっかり考えられてるよね」

　春くんが言った。その通りだと思う。何も予備知識がなくてただこの写真を見せられたら、映画のワンシーンとか、あるいは雑誌のグラビア撮影なのかと思っても不思議じゃない。

「それでさ、康平ちゃん、キュウちゃん」

　春くんが写真の中年のおっさんを指差した。

「このおっさんね、失しつ踪そうしたっていう〈大磯明義〉さんに似てない？」

「えっ!?」

　慌てて先輩と写真をまた覗のぞき込んだ。〈大磯明義〉さんの写真も含めた資料は持ってきていない。記憶の中にある〈大磯明義〉さんの顔を思い浮かべたけれど。

「何とも言えんな」

　先輩が唸うなった。

「だが、確かに顔の形は似ているようにも思うが」

「そうですね」

　アイマスクをしてしまうと、まったくわからない。

「顎あごの形はね、こないだ見せてもらった写真の〈大磯明義〉さんと明らかに一致していると思う。髪形はまぁ変えられるからどうにもならないんだけどさ」

　そうだ。春くんは一度見たものは決して忘れない。

「何パーセントぐらいだ。同一人物だというのは」

　うーん、と、春くんは唸る。

「この写真だけでは六十パーセントかなぁ。〈大磯明義〉さんの他の写真をもっと持ってきてもらえれば断定できるんだけどね。ほら、この写真では左耳の形なんかはっきりわかるでしょ？」

「わかった。大磯家に行って写真をできるだけ揃えよう」

　そこで、三人で少し考え込んでしまった。

「いつ撮影したかはわからんな」

「わからないね。だから〈大磯明義〉さんが生きている証拠にはならない」

「でも、もし本人だと断定されたら、〈大磯明義〉さんが山森の〈秘密クラブ〉の一員だったっていう証拠になりますね」

　いや、って春くんが首を振った。

「普通のＳＭクラブぐらい札幌にだってあるよ。これだけで山森に繫つながってるって断定はできない。できるのは」

「〈大磯明義〉さんが変態だってことだけだな」

「その通り。この写真が誰の手によって、何の目的で僕のメアドに送られてきたのかはまったくわからない」

「この〈女王様〉も誰かはわからないな」

　また三人で唸ってしまった。

「ただ、僕が奈々ちゃんに接触したから、これが送られてきたって可能性は確かに高いと思う。だから、この〈女王様〉が」

　先輩がポン、とコタツを叩たたいた。

「奈々ちゃんの上にいる人間ってことも考えられるか」

　そうだね、って春くんは頷いた。

「この派手な化粧を落とした顔を想像してみると、年齢は二十代後半か三十代初めだよね。〈山森クラブ〉で奈々ちゃんの直接上にいる人間なら当てはまる年齢だね。でもなぁ」

　珍しく春くんが溜ため息いきをついた。

「目的がさっぱり見えてこないんだ。これ、どうやって動いたら見えてくるかなぁ」

「確かにそうだな」

〈大磯明義〉さんかもしれない中年男、そして奈々ちゃんの仲間かもしれない〈女王様〉が写った写真。それが春くんに送られてきた。

「警告？」

「それも考えられるけど、気になるのはこの〈女王様〉が何もかも晒しているってこと。顔も身体も僕たちにわかるようにしてるってことは、もしこの〈女王様〉が送ってきたのなら余程の自信家だよね」

「俺たちには決して手出しできないって自分でわかってるってことか」

「そうだね」

　そのときだ。先輩の携帯が鳴った。これはメールの着信音。何事かって携帯を見た先輩の顔が一瞬にして険しくなった。

「秋奈からだ」

　勢いよく立ち上がった。

「緊急だ。話は後だキュウ行くぞ！」

「はい！」

　春くんも立ち上がった。

「大丈夫だ春。秋奈は無事だ。例の避難所だ。念のために俺たちが家を出たら家中の鍵かぎを確かめてから夏美ちゃんと二人であの部屋に籠こもっていろ」

「了解。気をつけて」

　靴を履いて急いで玄関から飛び出した。後ろで鍵が閉まる音がする。車に乗り込んでエンジンを掛けた。シートベルトを掛けるのももどかしく、すぐに車を発進させる。

　住宅街を出て、幹線道路に出たところで先輩が赤色灯のスイッチを入れた。

　緊急車両になる。周りの車が一斉に脇に寄っていって、道路が空く。申し訳ないけどこの瞬間は、たとえそれがどんな悲惨な事故現場や事件に向かうときでも、胸が躍ってしまうんだ。

「秋奈さんは、避難所に隠れているんですね？」

「そうだ」

　先輩がメールを打ちながら言った。秋奈さんと連絡を取っているんだろう。

　山森のことがあってから決めたんだ。

　志村家には最初からそういう部屋があるからいいけれど、大学で夜中まで勤務している秋奈さんにもし何かあったらどうしようもない。だから、僕たちが駆けつけるまで隠れていられる場所を用意したんだ。

　もちろんそれは、秋奈さんの勤務する大学には内緒で、こっそりと。

「安心しろ。無事に〈避難所〉に隠れている」

　そう。あそこは絶対に誰にも見つけられない。そういう場所に造ったんだから。

「どういう状況なんですか？」

「研究室で作業しているときに、〈トラップ〉が鳴ったそうだ。そのまま何もしないですぐに〈避難所〉に入った。今、誰かが研究室に忍び込もうとしているみたいだな。無駄なことを」

〈トラップ〉もそうだ。秋奈さんの研究室には裏庭から行ける。夜中は決して誰も通らないところだから、そこにセンサーを仕掛けておいた。四つ足の動物とかじゃなく、人間の大きさの物体に反応するセンサー。

　それに、いくら大学の裏側でもちゃんとセキュリティは入っている。無理に戸を開けようとすれば契約している警備会社にも通報がいく。ただ、相手がそのセキュリティも無駄にするようなプロならどうしようもないけれど。

　アクセルを踏み込む。残念ながら札さつ幌ぽろ医い療りよう大学はかなり遠いから、サイレンを鳴らして走ったとしてもたぶん二十分は掛かる。

「どこのどいつですかね」

「熊じゃないことを祈るさ」

「そうですね」

　確かに、立ち上がった熊ならセンサーは反応する。そして大学のある南区のあの辺りは緑豊かな山がすぐ近くだから、熊が出てもおかしくはない。実際に熊は生息しているんだから。

　先輩が煙草に火を点つけた。

「だが、もし人間で山森の手の者だとしたら」

「したら？」

　煙を吐いた。

「何に反応して突然動いてきたのかも、秋奈を狙う意味もわからん」

「そうですよね」

　まだ何もこっちの動きは察していないはずだ。そもそも、僕たちはまだこの一連の流れが山森のものだっていう確証は摑つかんでいない。

「プロがあえて大学に侵入するなんて、そこまでリスクを冒して秋奈を狙う意味もないしな。あ」

　先輩が携帯を見た。

「やっぱり素人だ。セキュリティの警報が鳴ったぞ」

　警備会社が大学に駆けつけるまでには五分。僕たちよりも早いはず。先輩が煙草を吹かした。

「あるいは素人を装ったプロか、何にも関係ないただのこそ泥か」

「可能性はありますね」

　どっちにしても、ややこしくなってきたなって先輩が呟つぶやいた。
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「イタズラね」

「イタズラですね」

　人騒がせとしか言い様がなかった。警備会社が駆けつけたときには、秋奈さんの研究室付近にはもう誰もいなかったんだけど、付近でうろうろしていた学生が自分で名乗り出てきたらしい。「僕がやりました」って。

　違う大学の学生だった。以前、講演で見た秋奈さんに惚ほれてしまって、一目会いたくてふらふらと来てしまった、と。若干酒臭い息も吐いていた。

「どうします？　こちらとしては警察の判断にお任せしますが」

　警備会社の担当者が訊きくので、根来先輩は肩を竦すくめてみせた。

「まぁ、こっちの方できつくお灸きゆうを据えて、帰します。そのように報告書には書いてください」

「了解しました」

　律義に敬礼をしてくれたので、こちらも敬礼を返す。警備会社と警察の関係ってあまり書かれることがないと思うんだけど、そしてもちろんいろんなケースはあるけれど、基本現場の刑事とか警察官は、警備会社の現場の人には優しいんだ。

　彼らは、徒と手しゆ空くう拳けんで危険の中に飛び込んでいかなきゃならない。警察官なら、拳けん銃じゆうがある。通常の逮捕権もある。怪しい人間たちも警察官を見れば基本は逃げる。でも、警備員なら、という感覚を持っている。こういう現場で警備員が命を落とすことだってあるんだ。もちろん、警備員も各種の護身道具を持ってはいるし、下手したら警察官より強い人もたくさんいるだろうけど、犯罪者に与える圧力は明らかに弱いんだ。

　神妙にしている大学生の運転免許証と学生証を確認する。こんなときに身分証明書をちゃんと持ってるっていうのが、明らかに酔った勢いでの愚行ってことの証明になっているかもしれない。

　根来先輩と顔を見合わせた。名前は吉よし川かわくん。Ｍ大学法学部の四年生。北道大学ではなかった。瘦やせ気味で大人しそうな、真面目そうな草食系男子に見える。少なくともバカな若者には見えないし、とてもこんな大胆なことをするようには思えない。まぁそういうのが案外っていうのもあるだろうけど。

　車の中で、吉川くんを挟んで両脇で話をする。吉川くんはずっとうなだれている。

「こんなところまで車で来たのか。飲酒運転だろ」

「いえ、自転車です。車は持ってません」

「自転車だって飲酒運転だ」

　酩めい酊ていはしていない。むしろ醒さめてる方だろうけど、そのまま自転車に乗って帰れとは言えない。暴れたわけでもないし、何かクスリをやってるような不審な様子もない。本当に真面目そうな男の子だ。

「一人暮らしか。出身はどこだ」

「京都です」

「じゃあ、それを全部教えて」

　実家の住所、電話番号、親の名前、大学の担当の先生などなどなど、パーソナルデータを全部確認する。その間も随分と神妙にしていた。

「あの、親に連絡は行きますか」

　心配そうに僕に言う。その眼は酔っぱらいには見えなかった。先輩と顔を見合わせた。

「まぁ、今回はこれで済ませてやろう」

　先輩がそう言うなら、オッケー。

「四年生なら、就職の、企業の面接なんかも始まっているだろう。もう内定とかは出ているのか？」

　吉川くんが、小さく頷うなずいた。

「僕は、もう決まっています」

「じゃあ、書類に残すこともしないよ。でも、僕はこうやってメモしたし、個人情報と顔はしっかり覚えておくからね。しっかり反省して、二度とこんなことはしないようにね」

「わかりました」

　大きな溜ため息いきをつく。何か言いたそうに僕を見た。

「何か話したいことはある？」

「あ、いや」

「アパートまで帰る小銭はあるのか。その心配か？」

「あ、いや、Ｓｕｉｃａがあります。財布もあります」

　また大きな溜息をつく。何だろう。反省しているにしては、何か言いたげだけど。

「じゃあ、行くか。地下鉄の真ま駒こま内ない駅まで送ってやる。そこからは自力で帰れ。真っ直ぐ帰れよ」

「わかりました」

　しっかりと言い含めて、地下鉄の駅まで送ってやった。むろん自転車は後で昼間に取りに来いと。

「何にもないですよね」

　吉川くんが地下鉄駅に入っていくのを見届けて車を発進させてから言った。先輩が、ちょっと首を捻ひねった。

「わからん」

「あそこまで自転車で行くっていうのは、本当にただ酔っぱらって気が大きくなっていたって感じですけど」

　確かにそうなんだがな、って先輩が言った。

「タイミングが良過ぎる。だから、本当にただのイタズラだったのか、誰かがあいつを使って警告紛まがいのことをさせたのか判断がつかん。ちくしょう」

　本当にイヤそうな声を出して、煙草に火を点けた。

「こういう展開がいちばんイヤだぜ。もっとズドンと来てくれないとよ」

「ズドンと来られる方がイヤですよ」




　秋奈さんは、落ち着いていた。いや僕たちが駆けつける前からずっと落ち着いていて、不審者に狙われたっていうのに平然としてるのはさすが春くんのお姉さん、志村家の長女なのだと思う。

「どうぞ、コーヒー」

「ありがとうございます」

　僕たちが真駒内まで行って戻ってくる時間を見計らって淹いれてくれたんだろう。いつも怒ったような顔の秋奈さんだけど、実は優しい女性だというのはよくわかってる。

「それで？」

　秋奈さんは自分の革製の椅子に腰掛けた。

「ただの無分別な若者のイタズラ？　それとも何か春が関わった事件の続き？」

　先輩に向かって冷たい視線を投げ掛ける。この二人っていうのはもうこうやって常に喧けん嘩か腰ごしで話し合うのが通常営業状態なんだろうな。ダブルツンデレなのか。

　ぼろぼろのソファに腰掛けて、コーヒーを一口飲んだ先輩が頷いた。

「情けないがまったくわからん。明日にでもあの若造の背後を調べてはみるけれども、どっちにしても何も出ないだろう。出たらびっくりだ。まぁ君は蚊に刺されたと思って忘れていつものように過ごしてくれ」

「生憎あいにく蚊に刺されるのはイヤなのよ。あなた私が何のコレクションをしてるのか知ってるでしょ」

　コレクション？

「何をコレクションしているんですか？」

　訊いたら、二人で僕を見て同時に言った。

「蚊か遣やり豚」

　蚊遣り豚？

「えーと、あの、蚊取り線香を入れるブタですか？」

「そうだ」

　根来さんも秋奈さんも頷いた。

「俺はもうこいつに何個もプレゼントしている」

「五個よ。そのうち自主的にプレゼントしてくれたのは一回だけ。あとは私が買ってきてって催促したお使いじゃないの」

　そうですか、としか頷きようがない。

　そうか、じゃあ秋奈さんの部屋に行くと〈蚊遣り豚〉がたくさんいるわけだ。どうして蚊遣り豚が好きなんですかって訊きこうかと思ったけど、話がまたどこかに行きそうなのでやめた。

　秋奈さんが、コーヒーを一口飲む。

「とにかく、最近春とまた話している事件を教えてちょうだい。それがわかっていれば、私も心安らかに日常業務に戻れるから」

　先輩が僕を見て頷いたので、メモ帳を出した。もちろん説明するのは僕の役目だ。

「発端は、雪山に埋めたという死体だったんです」

「あら」

　秋奈さんが肩を竦すくめて見せた。

「北海道の風物詩ね」

　そんな不謹慎なことを僕らが言ったら怒られるけれど、秋奈さんは毎年冬になると法医解剖で凍死体をさんざん扱うから言うんだろう。咳せき払ばらいだけしておいて、何も言わないで続けた。

　雪堆たい積せき場に死体を埋めたという手紙、そこから始まって例の山森が絡んでいるのではないかという疑惑、北道大学も含めた研究チームの発足、ますます山森の仕業ではないかという推測、それに絡むのか絡まないのか、行方不明になっている父親とその娘。高校生の女の子が売春チームを作っているという春くんの報告。そして、送られてきたＳＭ写真。

「そして、私のところに不審者って順番なのね？」

「そういうことなんです」

　ふぅん、って秋奈さんがコーヒーカップを両手で持ったまま考え込んだ。

「確かに、康平の言う通りまったくわからないわね。あの若者がいったいどういう役割なのか。本当に単なる若者のイタズラとしか考えようがないわ」

「だろう？」

　先輩は煙草を吸いながら、言った。

「そのＳＭ写真って今持ってるの？」

「あぁ、はい。持ってきました」

　春くんがプリントアウトしたものだから、参考資料として僕が保存するために。秋奈さんが手を伸ばす。先輩が頷いたので素直にお渡しした。

　秋奈さんが、眼を細めて写真をじっと見つめる。すぐに椅子をくるりと回してデスクに向かって、蛍光灯のデスクライトの下に持っていってまた凝視する。

　十秒ぐらいじっと見つめて、また椅子をくるりと回して僕たちに向き直った。

「春が、この中年変態男が失しつ踪そうしたという〈大磯明義〉さんに似てると言ったのね？」

「そうなんです。それでもう少し〈大磯明義〉さんの写真を揃えて、春くんに確認してもらおうと思っています」

　ふぅん、と、秋奈さんが顔を顰しかめた。顰めて、僕に向かって左手の人差し指と中指をＶの字にして差し出してきた。

　煙草。

　僕は持ってない。先輩がちょっとだけ眼を細くして、新しい煙草に火を点つけて、その指に挟ませた。

　秋奈さんが、何も言わずに写真を見つめたまま煙草を吹かす。秋奈さんが煙草を吸うのは、喋しやべり倒すときのみ。

「他には何も言ってなかったの？　この中年変態マゾ男に関しては」

「言ってませんでしたね」

　そう、と、小さく言って頷うなずいた。

「春もその点ではまだまだね」

　そう言って、今度は薄く笑った。

「え？」

「康平」

「何だ、何がまだまだだ」

「確信は持てないけれども、この中年変態マゾ野郎、写真を撮った段階では死亡していると思うわ。つまり、これは、死体」

「何!?」

　死体？

　秋奈さんは、煙草を挟んだ手の小指で写真を弾はじいた。

「もっと高解像度の写真がデータであるのならはっきりすると思うのだけど、そういう印象があるわね。あなたたちには言わずもがなでしょうけど、通常、人間が死亡した際には全身の神経支配が消失するわ。それによって筋肉は弛し緩かんする。もちろんその後、二、三時間で早ければもっと短い時間で顎あごや首の筋肉から死後硬直が始まって、それは六時間とか八時間で全身に広がる。刑事であるなら基本的な知識よね」

「もちろんです」

　刑事でなくたって、ミステリ小説とかが好きな一般人なら誰でも知ってる知識だろう。秋奈さんが煙草を一度吸ってから続けた。

「この写真の中年変態クソマゾ野郎の顔は喜んでいる顔じゃないわ。死亡直後で弛緩しているのを写真に撮ったので、それが鞭むちで打たれて喜んでいるように見えるのだと思うわ。言ってみれば〈逆奇跡の一枚〉？　たまたまそういうふうに写っちゃったんでしょうね。まぁそれも私の印象でしかないから間違っているのかもしれないけれど」

「どれぐらい自信がある」

　先輩が訊いたら、秋奈さんはちょっと唇を歪ゆがめた。

「五分五分？　ごめんちょっと謙けん遜そんしちゃった。七十パーセント」

「それだけありゃ五分口く説どけばベッドに連れ込めるな」

「充分よ。翌日の朝食も一緒にできるわ」

　何の話ですか。

「それは、秋奈さん。〈大磯明義〉さんの他の生前の写真があればもっと確実に判断できますか？」

「それは無理ね。無理というよりやってはいけないことね。私は医者なんだから、死亡してるかどうかを写真だけで〈判断〉することなんかできないわ。より確実に判断できる肝心の眼が、この写真ではほとんど見えないから」

　そうか、瞳どう孔こうの拡散か。

「弛緩といってもだらんと垂れ下がるわけでもないのだから。私がそう言うのは、何百体と死体を見てきた法医学者、司法解剖のプロとしての経験による勘。これは死体だと私の勘が言ってるだけ。本当の無駄話ね。だから捜査の正式な資料にはしないでね」

「わかった」

　先輩がそう言って、写真を秋奈さんから受け取ってじっくりと眺めた。

「死んでいるか。それを信じるなら、そしてこの中年男が〈大磯明義〉ならば、雪堆積場に〈大磯明義〉が埋まっている可能性がレギュラーパーセントに跳ね上がるってことだ」

「殺人事件になりますね」

「なるな。そしてこの女王様が確実に事件に関係しているわけだ。少なくとも死体遺棄、死体損壊ぐらいには」




　そのまま秋奈さんを家まで送ってきた。

　春くんに秋奈さんに言われたことを伝えると、バタン！　とコタツに突っ伏してしまってしばらく動かなかった。

「そうかー」

　そのままの姿勢で言いながら、急に顔を上げる。おでこの辺りが赤くなっている。

「気づかなかったなー。死体かぁ」

　本当に悔しそうに言う。

「仕方ないよ。そこは秋奈さんとは経験が違うんだから」

　いくら春くんでも、死体を見た回数は秋奈さんとは天と地ほども違う。そう言ったら、唇をへの字にした。

「経験は関係ないよ。そこの可能性を排除してしまった僕の思考がまだまだ未熟だってことさ。やられたなー、二、三日立ち直れそうもないや」

「へこむのは後にしてくれ」

　先輩が言う。

「秋奈の勘は間違っていないと思う。俺は明日から〈大磯明義〉は既に死亡しているという観点で捜査を進めるが、問題はないな？」

「問題はないと思うけど、上司には報告する？　秋奈ネエにそう言われたんだって」

「いや、しない。この写真をどこから入手したかを説明できないからな。どのみち〈大磯明義〉さんは死亡の可能性も頭に入れていたんだから、見方を失踪から死亡にシフトするだけの話だ。だが、そう考えるだけで見えてくる景色が違うからな」

「そうだね」

　春くんも頷いた。

「このＳＭ嬢がそれを商売にしているのなら、見つけるのはそんなに難しくないんじゃないかな。僕の方でも何人かその手の人を知ってるから、確認してみるよ。あと、もちろん奈々ちゃんの方からも探ってみる。その手の仲間がいないかどうか」

　春くんは人間のあらゆる感情を、欲望を知りたい。知り尽くしている。当然のように変態性欲についても研究しているんだから、その手の人にも知り合いはいるんだろう。

「前から訊きこうとは思ってて、でもあまりにもばかばかしい質問だから黙っていたんだけど」

「なに？　キュウちゃんの質問なら何にでも答えるんだから訊いてよ」

「春くんは変態のことも研究しているんだよね？　人間の感情の全てを知りたいんだから」

「当然だね」

「その中で知り合った人たち、その女王様とかの中に〈山森クラブ〉に関係している人はいないのかな？」

　いたのならもちろん春くんは教えてくれるだろうから、いないとは思うんだけど。

　春くんは、こくん、と頷いた。

「確かにそこのところは話してなかったね。いないとも言えないし、いるとも言えない」

　春くんが言うと、先輩も頷いた。

「誰もが本当のことなんか言わないんだろう。そもそも〈山森クラブ〉の会員自体、そこの部分は死んでも話さないんだろう」

「そういうことだね。レベルが三つぐらいある感じかな」

「三つ？」

　何のレベルだろう。

「〈山森クラブ〉の会員、つまり変態性欲を持っていて山森にその秘密を握られている人はレベルＡだよね。そういう人は地位も名誉もあるから、決して秘密を話したりしない。たとえ死んでもね。もちろんそこには山森の直接の部下も含まれる。レベルＢはこの間も話したけど、山森のことは知らないけれど、変態性欲の相手ができる人を常に抱えている人たちだ。奈々ちゃんもここに含まれる。そして、僕が知ってる変態性欲の持ち主たちもここにいるんだ」

　そうか。そういうことか。

「ちなみにレベルＣはもう頭も悪いし変態だしの最悪の連中だね。こういうのが山森にとっては恰かつ好こうの駒になる。適当に使いっ走りになったり殺されたりさ」

「そういうことだな」

「使いっ走りと言えば、今日のその酔っぱらった若者？　秋奈ネエのファン？　ちゃんと調べておいてね。変態じゃないかどうか。もし何かしらの変態的な性癖を抱えているようなら、それこそ山森の手駒かもしれないんだから」

　そこは、もちろんだ。

「しかし今回は山森の指示じゃないだろう？　どう考えてもその意図がわからんぞ」

　先輩が言うと、春くんも頷うなずいた。

「そうなんだよねー。山森のしたことにするとしても、これが何を意味するのか全然見えてこないんだ。まったく無関係で本当にただの秋奈ネエのファンだとは思うんだけどさ。念のためにね」

「了解」

　僕が頷くと、それから、って春くんは僕をじっと見た。

「なに？」

「もうひとつ、さっきしようと思ってたけど、秋奈ネエの騒ぎでできなかった可能性の話をするけれどねキュウちゃん」

「うん」

「康平ちゃんも、あくまでもひとつの可能性として頭に入れて、明日からの捜査に役立てて」

「わかった。なんだ」

　春くんがＳＭの最中の写真をゆっくりコタツの上で回転させた。

「〈大磯明義〉さんが鞭でしばかれるのが趣味の変態中年男ってことを、まぁほぼ確実とするとさ、この〈大磯家〉には二人の変態が揃ってしまったってことなんだ」

「二人」

「奈々ちゃんの早熟さ、セックス好きを変態と捉とらえるならね」

「確かに」

　セックスが好きだからと言って変態ではない。でも、確かに高校生でその身体を武器にして変態性欲を相手にする人たちを束ねることもできる、自分の身体で春くんみたいな美び貌ぼうの青年を籠ろう絡らくしようとしているのならば、それを平気でできるのであれば、変態というジャンルに含まれてもしょうがないとは思う。

「家族の中に二人。ということは、他の家族だって可能性がないわけじゃない」

　先輩の顔が歪ゆがんだ。

「奥さんも、二人の兄もか」

「穿うがち過ぎかもしれないけどね。でも捜査上は頭に入れておいた方がいいと思うな。予断を持つんじゃなくて情報として」

「確かにそうだな」

　先輩が僕を見るので、頷いておいた。考えたくもないけれども、それよりももっと悲惨な家族の事件なんかいくらでもある。

「さらにもうひとつ」

　春くんがひょいと肩を竦すくめた。

「家族全員が変態って考えるよりも、もっと現実味のある可能性」

　春くんがそう言うと、根来先輩が右手を挙げた。

「わかったぞ」

　本当にイヤそうな顔をした。

「奈々ちゃんの変態性を磨いたのは〈大磯明義〉って可能性だ。つまり、近きん親しん相そう姦かんだ。さらに言えば、もしそうだとしたら奈々ちゃんは父親殺しにも関係してるかもしれないってことだろ？」

「そういうこと。でも、もうひとつの可能性もあるよキュウちゃん」

　そういう話なら、わかった。

「近親相姦ではなくて、奈々ちゃんが本当に〈大磯明義〉の娘かどうかも確認する必要があるんだ」

「だね。まったく刑事って仕事も大変だよね。ありとあらゆるものを疑ってかかんなきゃならないんだから。それも頭に入れて、捜査をしてね。僕もその可能性を考えつつ奈々ちゃんと接触するから」

　最悪のパターンかもしれない。

　思わず溜ため息いきが出てしまった。
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　テレビドラマや小説ならあっという間に時間を飛ばせるけれど、実際の捜査はそうもいかない。ひとつひとつ手続きを踏んでじっくり慌てず聞き込みや下調べや外堀を埋めていかなきゃならない。

　本当に、刑事というのは、警察の捜査というのは地味な作業の繰り返しなんだ。

「今日はどこから行きます？」

　朝、先輩と喫煙車両に乗り込んで、手帳を広げてチェックしなきゃならない作業を確認する。先輩が煙草を吹かしながら考える。

「どれだけあったっけな」

　やらなきゃならないことは山ほどあります。

●〈大磯家〉に行って〈大磯明義〉さんの写真をいくつか借りて、春くんに見せて本人同定をする。特に耳の形がはっきりわかる写真を借りること。

●大磯家の全員にもう一度話を聞いて、家族間の問題を探ること。特に性的に微妙な問題を。

●市役所の根来先輩の同級生長崎さんに連絡を取り、〈土木部維持管理課主任佐々木さん〉を探る作戦を練る。

●坂本さんと話して、農家〈牛島さん〉の身辺を探るための作戦を練る。

●ＳＭクラブなどを当たって写真に写っていた〈女王様〉を捜す。

●大学に忍び込もうとした吉川くんをきちんと調べ直す。

「この辺ですね」

　どう考えたって一日では終わらない。優先順位は先輩が考える。

「午前中に吉川くんを当たろう。その間に俺は長崎に連絡を取って夜に会えるようにする」

「はい」

　メモる。

「ついでに坂本にも連絡して夜に会おう。これは長崎の後だな」

「長崎さんに会った後、飲みに行こうぜって誘われるかもしれないから口実を用意するんですね」

「その通りだ」

　思わず心の中で笑ってしまった。先輩をからかういいネタができるかもしれない。

「坂本にも俺が電話しておこう。吉川くんを調べて昼飯食った後には大磯家だ。写真を借りて奥さんにもう一度話をじっくり聞こう。時間があればまずは長男の健吾に話を聞いてみよう」

「了解です」




　吉川くんの携帯に電話をした。昨日の今日だけど、もう少し話を君の部屋で聞きたいと言うと、素直に応じてくれた。住所は平ひら岸ぎし。地下鉄駅から歩いて五分ぐらいのマンション。まぁマンションとは名ばかりで、実際は二階建てのアパートだったんだけど。

「大学生ならこれで上等だろう。俺の時代はもっとボロいところに住んでいたぞ」

「たった十数年前でしょう。今とそんなに変わりませんよ。自分をそんな年寄りに設定しないでください」

　吉川くんは、しっかりと起きてて、出迎えてくれた。部屋は２ＤＫ。一人暮らしには充分過ぎる部屋。ただまぁ築年数はあるっぽいから家賃はかなり安いんだろう。

　一人暮らしの大学生の部屋は、自分の経験も含めて考えると実にわかりやすい。汚いかキレイか普通かの三種類。

　吉川くんは、普通だった。でも、慌てて掃除をしたようには見えない。普段から掃除をするのが習慣になっている感じだ。台所も、きちんとしてある。それも、自炊をしている雰囲気がありありと感じられる。鍋なべやフライパンが見えるところに置いてあるけれど、使い込まれている。

（意外だな）

　そんなふうに先輩と顔を見合わせた。思っていた以上にこの子はしっかりしている。ということは、やっぱり昨日は酒に酔って気が大きくなってしまったってことか。ただの偶然だったのか。

　もうひとつの部屋は襖ふすまが閉じられている。この部屋にはテレビとコタツのテーブルしかないから、寝室に使っているのか。

「あの、コーヒーでも」

　吉川くんが言う。僕らが来る前にちゃんと顔を洗ったらしい。寝癖も直してある。そういうところもきちんとしている。

「あぁ、気を遣わなくていいから」

「いや、もうコーヒーメーカーで淹いれてあるんで」

「そう？」

　じゃあせっかくだからといただくことにした。最近は聞き込みで市民の方の家に上がるのも遠慮するように言われているし、飲み物を勧められても断るように言われる。昔はそうでもなかったんだけど、昨今はいろんな方面で何かとうるさいからだ。でも、先輩はそんなのは無視するんだけど。

　居間にはソファなんかない。コタツのテーブルが、布団だけ外されてそのまま置いてある。そこに座った。

「講義は？　サボらせてしまったんなら申し訳ないが」

「いえ、今日は午後だけなんで。どうぞ」

　コーヒーカップを両手で持って、僕と先輩の前に置く。自分のも持ってきて、座った。

「自分のせいですから」

　神妙に頭を下げた。まぁそうなんだけどね。先輩がじっと吉川くんを見ている。

「実はな、君がどんな人間なのか確かめに来たんだ」

「はい」

「予想以上にちゃんとしてる学生だってのは、部屋でわかった。すまんがそっちの部屋を見せてもらっていいか？」

「あ、散らかってますけど」

「かまわんよ。開けるぞ？」

　先輩が立ち上がって襖を開けた。散らかっているというのは、まぁそうだけどそれほどでもなかった。

　机と、ベッドと、本棚とタンス。それだけの部屋だ。机の上にはＭａｃのパソコン。勉強を普段からしているというのが、その様子だけでもわかる。本棚には難しそうな本が並んでいる。男臭いのはあるけれども、まぁ普通だと思う。

「捜査令状なんかないが、ちょっとタンスを開けてもらっていいか」

　吉川くんが不安気な顔をしながらも、頷うなずいてタンスを開けた。冬物のブルゾンやらスーツやらそういう普通の服が並ぶ。

　先輩が肩を竦すくめた。もちろん徹底的に捜索しなきゃ怪しいものは出てこないんだろうけど、少なくとも表面上は普通だ。何もない。吉川くんの態度にもおかしなところはまったくない。

　何かを隠している人は、こうやって部屋を見せてもらうと必ずどこかに動揺が出る。でも、吉川くんはただ普通に不安がっているだけだ。一般の人たちが警察に部屋を見られたら誰にでも出るあたりまえの反応だ。

「すまんな。ありがとう」

　戻ってきて、コーヒーを一口飲んだ。

「単刀直入に訊きいちまおう。昨夜のあれは、本当に酔った勢いだったのか？　それとも何か他に目的があったのか？　正直に言ってくれれば、俺たちはこれ以上君の勉学のお邪魔はしない。だが、正直じゃなかった場合には」

　根来先輩が、少し睨にらみを利かせた。

「君の大学の担当教授や、友人たちにも訊かなきゃならない。吉川くんはどんな人間かってな」

　ぎりぎりのところ。

　これでもきっと三坂さんにバレたら怒られるだろう。吉川くんがビビってしまったら可哀想だなと思ってじっと見ていたんだけど。

　様子が変わった。

　いや、不安気な様子は変わらないんだけど、口元が引き締まった。瞳ひとみの奥に何かが灯ともったように見えた。

　先輩も、それに気づいた。

「何かあるのか？」

　吉川くんが、下を向いた。

「上手うまく、言えるかどうかわかんないんですけど」

　先輩と顔を見合わせた。

「いいよ。ゆっくり考えて、素直になんだったのかを話してごらん」

　優しく言うのは僕の担当。

　吉川くんが、小さく頷いた。

「僕、バイトをしているんです。〈チェカリン〉っていうロシア料理の店です。小さな店で、北きた一いちの西にし十じゆう七ななのビルの地下にあります」

　そんなところから話が始まるのか。

　北一の西十七っていうと、近代美術館の近くだ。頭の中で思い浮かべたけど、あまり縁のない付近なので、その辺の風景とかはピンと来なかった。

「〈チェカリン〉って、ロシア語なのかな？」

「町の名前だって言ってました」

「バイト先がロシア料理の店とは、また渋いチョイスだな」

「本当にたまたまなんですけど、美術館の帰りにそこを通りかかったらバイト募集の張り紙があって、今どき張り紙でバイト募集ってすごいなって思って」

「確かにそうだね」

　大昔のアルバイト募集のやり方だ。いや今でも東京の下町とか商店街ではあるのかもしれないけれども。

「それで、始めたんです」

「ウエイターか？　それとも料理もやるのか」

「ウエイターです。料理は、まかないのときに少しずつ教えてもらってますけど。ウエイターのバイトは高校時代もしていたので、全然楽でした。そもそも小さいお店で、テーブルが六席しかないので」

　それは確かに楽かもしれない。

　ただ、この話がいったいどこへ行くのかって疑問になってきた。先輩もそんな顔をしながらも、聞いている。

「そんなに混むこともないし、混んだとしても六席だし、お客さんもわりと大人の人ばかりでうるさかったりすることもないし、すごく気に入ってずっとやってたんです。もう、三年になります」

「すっかり古株だな。他にはバイトがいるのか？」

「いません。僕だけです。たまにレジを打ってる店長の奥さんが手伝ってくれますけど、基本的にホールは僕だけです」

「え？　じゃあ君が休むときにはどうするの？」

「そのときは奥さんがやります。あと、厨ちゆう房ぼうには店長の他に料理ができる人が二人いるので、その人たちも交代でやります」

　先輩がうん、と頷いた。

「家庭的な感じの店ってわけだな」

「そうです。そんな感じです。それで」

　吉川くんが表情を変えた。

「変なことに気づいてしまったんです」

「変なこと？」

　吉川くんが頷いた。

「確か、一ヶ月ぐらい前なんですけど、あるお客さんにオーダーを持っていったんです。ガルショークっていう料理です」

「ガルショーク？」

　全然知らない。もっともロシア料理なんて、ピロシキぐらいしかわからないんだけど。

「えーと、ポットパイってありますよね。知ってますか」

「あぁ、わかる」

　先輩が頷いた。僕も知ってる。パイで蓋ふたをしたスープの料理だ。

「それです。それのロシア版がガルショークです。向こうではよく食べられます。それで、それを持っていってしばらくしたら、そのお客さんが僕を呼んだんです。で、『すまないけど、スープの味付けが濃過ぎるので、少し薄めてくれないか』って言うんです」

「なるほど」

「滅多にないですけど、わかりましたって答えてオーダーを下げて厨房に持っていって伝えたら、店長も了解って言って、元になるスープを少し注つぎ足しました。それで味が薄くなります」

「だろうな」

　素人でもそう思う。

「それを持っていったら、お客さんも満足してくれました。でも、そのときに気づいたんです。あれこのお客さん、前にもそんなオーダーをしなかったか？　って」

　先輩と顔を見合わせた。それがどうした、と思ったけど、まだ話は続くんだろう。

「でも、まぁそんなこともあったかなって思って仕事を続けていました。そうしたら、そのお客さんが帰るときに、店長が厨房から出てきてレジをやったんです。『味付けは大丈夫でしたか？』って訊きながら。それも、ないことじゃないので変だとは思いませんでした。でも、そのお客さんが、『美味おいしかったですよ』って答えて、店長がお釣りを渡すときに、何か一緒にメモのようなものを渡したんです。本当に小さな紙で」

　メモ。

　先輩も少し表情を変えた。

「僕は、本当に見ようと思って見たわけじゃなくて、たまたまその光景を見たんですけど、それでまた思い出したんです」

「何をだ」

「前にもそんな光景を見た、って。しかも、同じお客さんだったって」

　同じお客さん。

「常連なのか？」

「そうでもないです。でも、初めてではないことは確かなんです。自分がそんなのを覚えていたことにも驚いたんですけど、でも、確かにそうなんです。間違いないんです。ありますよね？　記憶が刺激されて覚えようともしていなかった光景が甦よみがえってくるって」

　ようやく話に不穏なものが感じられたけど、まだ全然どこに辿たどり着くのかが見えてこない。

「それは、確かにそういうことはあるね。それで、この話は」

　話を急がせようかと思ったんだけど、先輩が僕に向かって手を広げてそれを止めた。

「それで？　続けてくれ。焦るなよ。ゆっくり時系列に沿って話してくれ」

　吉川くんが、頷うなずいた。

「それだけなら、変なこともあるんだな、で、終わっていたと思うんです。でも、その後にバイトのない日に、二日後ぐらいです。友達の部屋へ遊びに行ったんです」

「どこだ？」

「え？」

「友達の部屋はどこにあるんだ？」

「北きた十じゆう八はち条じようです。地下鉄の駅からすぐなんですけど」

　北十八条。

　北道大学の眼の前。思わず眉み間けんに皺しわを寄せてしまった。

「その帰り道。夜の一時ぐらいです。もう地下鉄はなかったし、わりと暖かい日だったので歩いて帰ろうとしたんです。そしたら、その人を見たんです」

「その客か？　メモを貰もらった」

「そうです。マンションから出てくるところでした。二日ほど前に見たばかりで顔ははっきり覚えていたので間違いありません。着ていたコートも同じでした。でも、男の人二人に抱きかかえられるようにしてたんです。酔っぱらっているのかって思いましたけど、男二人の様子がおかしかったんで、思わず隠れて見てたんです」

「おかしかったっていうのは？」

「辺りを見回して、誰もいないかどうかを確認していたんです。まるでドラマのように、自分たちも隠れながら。そうしたら真っ黒な車がすーっとやってきて、車に乗せられていました。なんか、派手そうな感じの女の人も、マンションの入り口から出てきてその様子を見ていました」

　光景が眼に浮かぶ。

「確かに、深夜にそんな光景を見てしまえば、何かヤバいことかって思うな」

「そうなんです。これはマズい場面を見てしまったんじゃないかって思って、後ずさりしてそこから逃げようとしたんです。そしたら」

「そしたら？」

「うっかりなんかの看板か何かを倒しちゃって、男に見つかったんです。ヤバいって思って走って逃げたんです。もう必死でした。必死で走って、北道大学の構内に入っていってそこで転んじゃって、頭を打ったんですよね。びっくりしました。気を失ってたんです」

　脳のう震しん盪とうを起こしたんだろう。

「気がついたら、どこかの部屋のソファに寝かされてました。大学の教授室みたいな感じでした。何が起こったのかわからなくなっていたら、そこにやっぱり教授みたいな人がいて、僕を助けてくれたらしくて」

　まさか、と、二人で顔を見合わせた。

　これは、この話は。

「その人が『男に追われていたようだけど、事情を話してくれないか』って言って、優しそうな人だし助けてくれたので、怖かったし、全部話したんです。今話したのと同じことを。そしたら、その人が言ったんです」

「何て言ったんだ」

「『もし、君が今回のことで、今後助けてほしいと思うような出来事があったのなら、札幌医療大学法医学教室教授志村秋奈の部屋を訪ねなさい』って」

「えっ？」

　秋奈さんのところを？

「本当か!?」

　先輩が勢い込んで訊きいた。吉川くんも真剣な顔で頷いた。

「だから、全部、その人が言った通りにしたんです。酔っぱらって忍び込もうとしたのも、こうしなさい、ってその人が指示をしてくれたんです。そうすれば、あの、お二人に、刑事さんたちに会えるだろうって。そして、間違いなく君の部屋に来るはずだから、そのときに全部話しなさいって、その人が教えてくれたんです。そうしたら、君は助かるはずだって」

　口を開けてしまった。

「全部その通りにした、そして、全部その通りになったのか？」

　吉川くんが頷いた。

「その教授みたいな人っていうのは？」

　首を思いっきり横に振った。

「名前は教えてくれなかったんです。顔もはっきり見ていません。部屋が暗かったんです。暗くして自分の姿を見えないようにしていました。その教授室みたいなところから帰るときにも、僕は目隠しされて、その人に手を引かれて外に出たんです。だから」

「何学部の誰かもわからないってか」

「そうなんです。でも、お年寄りであることは間違いないです。声も、摑つかんだ手も、お年寄りのものでした」

　北道大学で、教授らしき人で、秋奈さんを知っているというのは、そんなことをしそうな人は、少なくとも僕たちはあの人しか知らない。

　坂城教授。

「それで、吉川くん。君は助けてほしいと思うようなことがあったんだね!?」

　こくん、と、頷いた。

「何があったんだ！」

「店に、〈チェカリン〉に、僕を追いかけてきた二人の男が来たんです。しかも、二人で別々に入ってきて、別々のテーブルに座りました。まるで知らない同士だっていう顔をして、僕のことを観察していたみたいなんです。そして、その内の一人が言ったんです」

「なんて言ったの？」

　吉川くんは、本当に怖がっていた。

「ガルショークを頼んだんです。そして、一口食べて、『すまないけど、スープの味付けが濃過ぎるので、少し薄めてくれないか』って。僕、そのときにようやく気づいちゃったんです。それは何かの暗号なんだって。それを言うと、店長からメモを渡されて何かがあるんだって。男は、僕がそれに気づいたかどうかを確かめに来たと思うんです」




　　　　☆




　またしても予定変更。

　そのまま吉川くんにはしばらく部屋を空ける支度をさせて、車に乗せて、志村家までやってきた。午前中なのでおケイさんはもちろん寝ていた。秋奈さんは仕事に出かけていて、夏美さんはちょうど出かけるところだった。今日からしばらく東京に行ってくると。打ち合わせも兼ねてちょっと遊んでくるそうだ。

　春くんは、いつものようにコタツに入ってノートパソコンで何かをやっていた。吉川くんを連れて部屋に入ると、にっこり笑って誰かな？　という顔で迎えてくれた。基本的には春くんは人見知りをしない。

　愛想は良いんだ。

　それは、春くんにとって人間は、どんな人でも貴重な観察対象だから。そして今日のアイマスクはくちばしが付いた鳥らしきもののアイマスクだった。黄緑色だから、ひょっとしたらインコのアイマスクかもしれない。

　吉川くんがしてくれた話を、もう一度最初から春くんに聞かせた。春くんはじっと吉川くんを見ながら、一切口を挟まないで聞いていた。

「それで、〈保護〉をしてきたんだね。吉川くんを」

　春くんが言った。

「そうだ。申し訳ないがここしか思いつかなかったんでね」

　何が起こっているのかは見当が付かない。でも、吉川くんが僕たちに再び接触したことが、その男たちに知れたら、ひょっとしたら彼の命が危ないかもしれない。

　春くんが、頷うなずいた。

「賢明な判断だと思うよ。吉川さん」

　春くんは、もうそのモードに入っている。年下だけどそのオーラにきっと吉川くんは圧倒されている。

「はい」

「学校の方は休んでも大丈夫なんだよね？」

「大丈夫です」

　単位の方も問題ない。そもそも就職も地元に帰って実家の家業を継ぐつもりだって言う。そういえばその辺の詳しい話を聞いていなかった。する前に連れてきてしまったんだ。

「家はどこで、なにをやっているの？」

「京都で魚の卸しをやってます」

　代々続く卸業だと言う。家業を継ぐことはもう子供の頃から決めていたので、大学は憧あこがれの北海道にして四年間学生生活を満喫していたそうだ。この就職難の時代に、うらやましい話だろう。

「じゃあ、吉川さんはとりあえず昼間は家にいて、夕方から僕の母さんの店でアルバイトしていてよ。今夜からの新しい隠れ場所は母さんに言って探してもらうから」

「おケイさんに？」

　春くんが頷いた。

「うちに置いといてあげてもいいけど、それよりも何の関係もない母さんのコネでどっかに放り込んだ方がいいと思う。飲み屋さんとかミュージシャン関係とかいくらでもあるからね。その際には吉川さん」

「はい」

「あなたはちょっと事情があって部屋にいられなくなった大学生ってことにするからね。何でもいいや。女のトラブルにしようか、学生だからそれでいいよね。一週間かそこらどこかに泊めてもらえるように母さんに言うから。吉川さんも、詳しい事情は一切母さんにはもちろん、他の人にも言わないでね」

　吉川くんが頷いた。

「お店の〈チェカリン〉には、家の事情で今日で辞めるって電話して。申し訳ないけど家の誰か、お父さんでもお母さんでもいいから入院したので帰郷するって。それで、たぶんもうバイトはできないって話をして」

「わかりました。そうします」

「それで」

　春くんが僕と先輩を見た。

「とりあえず吉川さんは大丈夫だね。後で母さんが起きてきたら事情は説明しておくから。とりあえず、僕たちがこれからする話は聞かせられないから、客間でのんびりしてて」




　実は昨夜は心配でよく眠れなかったっていう吉川くんのために布団も用意してあげたらしい。僕も泊まるときに使うやつだ。客間にもテレビはあるし、ネットも繫つながるので不便はないだろう。

　春くんが戻ってきて、言った。

「吉川くんを匿かくまっている一週間の間が勝負だね」

「何がどうなっているのか、推測はできるか」

　先輩が春くんに訊きくと、なんだかイヤそうな顔をした。

「推測はいくらでもできるよ。でも、ここに来てもうそれは時間の無駄だと思うな。どこかで確定的な証拠を摑んで、方向性を決めないといつまでもこの状態が拡散していきそうだ」

　でもまぁ、と、一度天井を向いた。

「〈チェカリン〉での出来事が間違いなく山森の〈秘密クラブ〉の連絡方法のひとつなんだろうね。そうじゃなきゃ話が通じない」

「やっぱりそうか」

　先輩も僕も頷いた。

「前時代的だけど、ネット全盛のこの世の中では痕こん跡せきが残らない拡散しないという点で最も適した方法だよ。都合が悪くなれば関わった人間を消せばそれで終わりだからね。そしていくらでも場所や時間を変えられる。その〈チェカリン〉の店長だかオーナーだかは間違いなく山森に繫がる人間だ」

　うん、と、頷きながら春くんは続けた。

「山森の〈秘密クラブ〉は、そうやって仲介する、マネージメントする人間も置いているってわけだ。たぶん、その拉ら致ちされたか殺されたかわかんないけど、吉川くんが見た客は間違いなく変態性欲の持ち主で、〈秘密クラブ〉の客なんだろうね。彼らはそうやって電話とかネットとか使わないで、直接符丁や暗号を介して〈注文〉と〈受注〉をしているんだ。吉川くんはたまたまその現場を見て、しかもトラブルがあった場面を目撃してしまったんだ。だから、追われることになった。しかし、飲食店かぁ」

　そこかぁ、って悔しそうな顔をする。

「そこって？」

「日本有数の歓楽街ススキノを抱える札幌では、飲食店は入れ替わりが激しい。飲食店を拠点にしていれば危なくなったらすぐに店を変えればいいだけの話だからね。僕は北道大学のアジトを一度潰つぶしておけばしばらく大人しくしてるだろうと思ったけど、小さな拠点はいくらでも奴は抱えていたんだろうね」

「そうなんだろうね」

「しかも、それがわかったところで警察は何もできない。変態同士でちちくりあったってそれは法を犯してない以上は自由なんだからね」

「その通りだ」

　先輩が悔しそうに言う。売春組織、それも高級コールガールのようなものを警察が中々摘発できないのもそこにある。

　証拠がなければならないんだ。合意の上だったと言われて女性もそれを認めれば、単なる二人の秘め事に過ぎない。

「康平ちゃんもキュウちゃんもそれこそ推測してるかもしれないけどさ」

「うん」

「その、吉川くんが見た客っていうのが、〈大磯明義〉さんの可能性もあるよね」

　そうなんだ。それを真っ先に考えた。

「そこだ」

　根来先輩が頭を搔かいた。

「ここに来るまでの間にいろいろ考えたんだが、もし、この吉川くんのトラブルまでもが仕組まれていたものだったら、いったいどこが始まりで何が目的でどこから潰していけばいいものかがこんがらかってしょうがない。〈教授らしき男〉は坂城教授か？　どう思う？」

「坂城教授だろうね。間違いなく。でもそれを教授に確認はできないよ康平ちゃん。彼は、二重スパイっていう自分の立場をわかっているんだ。僕が接触しようと康平ちゃんとキュウちゃんが訪ねていこうと、何にも言えない」

「ましてや、僕たち警察官が訪ねていくのには相当の理由がないと、山森に勘づかれて、教授の命さえ危うくなるってことになっちゃうよね？」

　正解、って春くんは頷うなずく。

「だから、教授は自分の正体がまったくわからないように吉川くんに接したんだ。そこで僕たちが出ていったら、あの人を追いつめることになっちゃう。メールも電話もできないね。本当に接触して確かめようと思うのなら、相当に手の込んだことをしないとならない。でも、そこまですることもないよ。僕たちが、〈教授らしき男〉は坂城教授だってわかっていればいいだけの話。そして」

　春くんが、真剣な顔をして僕と先輩を見た。

「これは、坂城教授が僕たちを助けようとしてやってくれたことだよ。つまり二重スパイの僕たち側の人間としてやってくれたこと」

「そうなるのか」

　先輩が頷いた。

「そうなるね。わざわざ秋奈ネエの名前を出して、遠回りしたのが証拠だよ。秋奈ネエはあちこちで講演をしている。吉川くんは法学部だから、法医学の関係できっと秋奈ネエの講演を聴いたことがあるんだろうね。だから、坂城教授はそういう手段を使わせたんだ。酔っぱらった学生の恋の暴走、なんて世間が苦笑いで済ませてやろうって気になるものをね」

「しかも、だね。僕たちが秋奈さんを守るためにした仕掛けのことまで察しているっていうのは」

「坂城教授以外でありえないね。あの人だって並の教授じゃないんだ」

「俺たちを助けようとしてくれたってことは、坂城教授も何か知ってるってことか？」

　春くんが頷いた。

「もちろん、〈《雪堆たい積せき場》が周囲に及ぼす影響を研究するチーム〉だろうね。〈北道大学農学部〉の教授が主任になったやつ。その情報は当然のように坂城教授だって知ったはずだ。でも、それだけじゃあ表面上は何ら怪しいところのないものだから、坂城教授は何か別の情報を得ているのかもしれない」

「別の情報っていうのは〈大磯明義〉さんに関してだね？」

　そういうことだね、と、春くんは頷いた。

「坂城教授は吉川くんから話を聞いた。ひょっとしたら〈チェカリン〉のシステムを彼も知っていたのかも。なんたって山森の〈秘密クラブ〉の会員なんだからね。そこで、その客というのが〈大磯明義〉だと察したのかもしれないし、あるいは何か別の情報を持っていた」

「それを確かめられればいいのにな」

「いいけど、さっきも言ったようにそれは無理。まどろっこしい。もう外堀を埋めている場合じゃないね。どこかから突破しよう」

「どこだ。どこからやるにしても〈警察〉としては動けないぞ。今現在俺たち三人が持っている情報はどれもこれも犯罪未満のものばかりだ。確定的な証拠がない。ましてや大っぴらに動けば、下手したら山森が考えていることにはまり込んでしまうかもしれないだろ」

「そこなんだよね」

　うん、って春くんが大きく頷いた。

「わかっている事実。まず発端となった〈雪山を掘れという手紙〉だよね。これはまだ誰が出したかわからない。そして〈《雪堆積場》が周囲に及ぼす影響を研究するチーム〉の結成に関しては金かね儲もうけのためだと思われるけど、山森が関与してるかどうかは農家の人と市役所の人を探ってみないとわからない。そして〈大磯明義〉さんだと推定されるＳＭ写真だ。これを誰が送ってきたのか何の目的なのか、女王様は何ものなのか、雪堆積場とどう繫がるものなのかもわからない。〈大磯明義〉さんも死んでいると思われるけれど、はっきりしない。吉川くんの出来事で山森の関与、少なくとも〈秘密クラブ〉の関与ははっきりしたようだけど、それがどこからどこまで山森本人が関与しているのかとか、そもそもこの事件は、何が出発点なのかどこが終着点なのかも見えてきてないんだ。だから動きようもなくて、外堀から埋めようとしたんだけど」

　言葉を切って、溜ため息いきをついた。

「キュウちゃん」

「うん」

「どこから突破したら、風穴が開けられると思う？　警察に迷惑を掛けないで、山森の策略にはまり込む可能性の低いところは？」

　考えた。考えたけれど、ひとつしかないと思う。

「奈々ちゃん？」

　そう言ったら、春くんはにっこり笑った。

「そうなるね。奈々ちゃんが売春組織を把握しているかもしれないっていうのは、今のところ僕の推測でしかない。でも、僕が奈々ちゃんと接触したからあのＳＭ写真が届けられた可能性が非常に高い。ここは、奈々ちゃんを攻めるしかないと思うけど、康平ちゃんどう思う？」

　先輩が、顎あごに手を当てて考えた。ゆっくりと煙草を取って火を点つけて、一度大きく煙を吐き出した。

「俺も、そこしかないと思うな」

　ゆっくり言った。

「大磯家に聞き込みに言ったところで確定的なものは何も得られない。今回のこの事件の流れで、確かなことはたったひとつなんだ」

「そう、そこだよ。たったひとつの確かなこと」

「ひとつ？」

　言ったら、春くんが笑った。

「僕が、奈々ちゃんと寝たってことさ。それだけが、今回の事件の流れで唯一確かなことなんだ。だから、そこから攻める」

　確かに、そうだ。文字通りの肉体を伴った確かな事実。

「だが、どうやる？」

　先輩が訊きいた。

「相手は高校生だぞ。未成年だ。いくらお前のやる違法なことをある程度は見逃すって言っても限度があるぞ。ましてや俺たちは、せいぜい〈大磯明義〉さんの娘として、話を聞かせてもらうことしかできない」

「そこだよ康平ちゃん」

「そこって？」

　にっこり春くんが笑った。

「奈々ちゃんが、僕と康平ちゃんとキュウちゃんが仲間であることを知っていても、知らなくても、どっちでもいい。三人で奈々ちゃんと会うんだ。しかも、言い逃れのできない状況で」

　言い逃れのできない状況？

「僕が奈々ちゃんの誘いに乗るんだ。男でも女でもいいから売春してもいいよって。その代わりに君もその場に一緒にいてよって」

「そこに、僕たちも？」

　そう、って春くんが頷いた。

「文字通りの、ベッタベタな囮おとり作戦」




　　　　８




「まだですね」

　朝、顔を合わせると根来先輩にそう言って、先輩が頷く。昨日、今日と、その繰り返しになってしまった。

　今日はあれから三日目。そうして僕と先輩は変わらず今日も表向きには失しつ踪そうしたとされる、実は死んでいる可能性が高い〈大磯明義〉さんの身辺を洗う作業を続けている。続けるしかなくなってしまっている。

〈雪堆積場〉の雪移動計画はあっさりと始まってしまった。

　そっちの方は村山さんがメインになって担当しているので僕と先輩の出番はない。そもそも道警がそこに絡むのは表向きは秘密になっているので、うっかり顔を出すこともできない。

　現場では村山さん他三人の同僚が作業員に扮ふんして、雪を一搔かきするごとに移動させて〈大磯明義〉さんが埋まっていないかどうか確認している。話によると本当に一搔きする度に重機のあの掬すくうところを棒で突いたりして確認しているそうだ。僕も昔に雪に埋もれたんじゃないかという子供を捜索するときにやったことがある。申し訳ないけど思い出すだけで寒くて辛つらい作業だ。村山さんには悪いけれど、そっちを担当しなくて良かったって思う。

「まぁ春になってる分だけ寒くなくていいさ」

「そうですけど、早くケリをつけられれば、村山さんたちの作業にも目め処どが立つんですけどね」

「まったくだな」

〈大磯明義〉さんが死んでいるのは、報告はしていないけれども僕たちの間ではまぁ間違いないところになってしまっている。大磯さんの奥さんから借りた本人の写真を何枚も見て、あのＳＭプレイの写真に写っていた中年男と見比べた春くんの判断だ。左耳の形が完全に一致しているので、あの変態ＳＭ中年男は〈大磯明義〉さんということで僕たちの中では確定。つまり、この〈雪捨て場事件〉に山森が関与している可能性はさらに高まったわけだ。

　でも、僕と先輩は刑事だ。

　死体という証拠がなければ死んでいると断定なんかできないし、写真の出所もはっきりしないので報告はできない。しない方がまだいい。そして、本当に死体が雪山に埋まっているかどうかもまだわからない。単なるブラフかもしれないんだ。しかもどうして大磯さんが死んで、でも失踪したことになっているかとか、そこに大磯家の他の家族はどう絡んでいて、娘の奈々ちゃんの売春活動はどう関係していくのかなど、何にもわかっていない。

　謎ばかりが増えていて、しかも報告すらできない状態。僕たち刑事からすると、最もストレスのかかる状況になってしまっている。

　どっちにしても〈《雪堆たい積せき場》が周囲に及ぼす影響を研究するチーム〉の活動は始まってしまったんだ。

「これで山森にお金がしばらくは流れ込むってわけですよね」

「もし、そうなら、な」

　そこのところもはっきりとはしない。

　全てをはっきりさせるのには春くんの〈囮作戦〉を待つしかないんだ。

　そして、僕たちには最終段階まで関与させない、って春くんは言った。

「囮作戦である以上は、キュウちゃんと康平ちゃんに迷惑が掛かってもマズイからね。僕に呼ばれて初めて知ってそこに来て、今回のからくりの何もかもを知ったってことにしないと」

　そう言って、全部作戦ができあがったら連絡するからってそれっきりだ。

　だから、春くんからの連絡を待つしかないんだ。

　喫煙可能の警察車両の中で、ただじっと待つ。市役所にいる先輩の同級生長崎さんに連絡を取って〈土木部維持管理課主任の佐々木さん〉を探る作戦を練るのも、元ホームレスの坂本さんと話して農家の〈牛島さん〉の身辺を探るための作戦を話し合うのも全部いったん保留だ。何もかも春くんの計画に支障がないようにしなきゃならないので、僕らのできることはこうやって大磯家を探るしかない。

「今のところは、他の大磯家の皆は普通の感覚の人ですよね」

「今のところはな」

　先輩が煙草を吹かす。この二日間、ずっと大磯家を探ってきた。主に大磯家の奈々ちゃんのお兄さん二人をだ。健吾さんと信吾さん兄弟の評判は悪くはない。お店の経営状態も健全のように思える。もちろん本当にきちんと調べようと思えば帳簿なんかを押収してやらなきゃならないけれど、聞き込みの部分だけでは問題なしだ。多少の浮き沈みはあるにしても、美味おいしい料理やお酒を提供し続けている優良な店ばかり。ネットでの評判も悪くない。

　そして、変態の兄弟なんていう噂はまったく出てこない。そもそも二人にはもう結婚を意識している彼女がいる。その彼女も今のところは特に問題もない一般の方だ。

「お父さんと奈々ちゃんだけが違ったんでしょうかね」

「そう考えるのが無難だな。何度も言って飽きてきたが、今のところはな」

　問題は、春くんが行方不明になってしまっているってことだ。

　同じように、奈々ちゃんも大磯家に帰ってきていないってことだ。

　春くんの場合は、囮作戦を遂行するために誰にも連絡しないで深く潜行しているのかもしれない。実際、秋奈さんや夏美さん、おケイさんには「しばらく留守にするかもしれないし、連絡もしないかもしれないけど心配しないで」と言い残して家を出ている。

　春くんのことだから、心配はしていない。

　していないけれども、万一ということもある。

　奈々ちゃんも、家に帰ってきていないんだ。お母さんの話では友達の家に泊まっているという。それはよくあることなので何でもないという感じだった。学校にはきちんと出席しているし、メールも電話も来るから問題はないのだろうけど、放課後にいったい何をやっているのか、まったく足取りが摑つかめない。もっともきちんと尾行をすれば何とかなるのだろうけれど、もしそれが春くんの仕込みだったら、それをぶち壊しかねない。

　つまり、僕らは何もできない。

「逆に奈々ちゃんたちに捕まってしまっているってことはないですよね」

　先輩が口を尖とがらせた。

「考えられないことじゃないが、春のことだ。自分に何かあればそれを俺たちに知らせる手段を講じているはずだ」

「ですよね」

「だから、待つしかない」

　そこで、根来さんの携帯にメールが来た。慌てて胸ポケットから取り出す。

「春だ」

「来ましたか」

「来たようだな」

　ディスプレイを見ながら、先輩が頷うなずいた。

「明日の夜だ」

「どこで、どうするんですか」

　顰しかめ面しながら、文面を読んでいる。そして、また口を尖らせた。

「随分と街中でやらかすらしいな。南みなみ一いち西にし二にのビルだ。そこの七階に夜中の十一時過ぎに集合だ」

「南一西二？」

　そこはテレビ塔が眼の前のビル街じゃないか。

「そんなところで何を」

　先輩が首を捻ひねる。

「わからん。Ｋビルという小さなビルらしい。入り口を入った脇に狭い通路があってそこから非常階段に行ける。警備会社が十一時過ぎに見回って表のシャッターを閉める。警備員が帰ったのを確認して、一時間ほどしてから非常階段を上って七階まで行き、さらに避難梯子ばしごで屋上に上り、また梯子で七階のベランダに下りてそこで潜んでいろとさ」

「やたら手順が煩雑ですね。要するに見つからないようにこっそり七階のベランダに行けってことですね」

「そういうことだな」

「それから？」

「マスクをしていけと」

　マスク？

「どうしてですか」

「ビルの非常階段の辺りが臭いそうだ。あとはアドリブだってさ」

「アドリブって」

　春くんがそう言うんだから、そうするしかないけど。

「間違いなく春くんからのメールですよね」

　もし、相手に捕まっているとしたら、これ自体が罠わなということになる。先輩が肩を竦すくめて見せた。

「どっちにしても、毒を食らわば皿まで」

「ですね」




　　　　☆




　大きなオフィスビルの裏側の中なか通どおりだ。そのビルの道路向かいは道内でも有数のデパートがある。つまり、市内でも華やかな一帯なんだけど、同時にオフィス街でもある。この中通りにあるのは基本的にはオフィスビルのみ。夜になると人通りもなくひっそりとしている。中通りの突き当たりは大おお通どおり公こう園えんでテレビ塔もそこに見える。飲食店の看板もこの通りにはひとつしかないし、きっとそこも地下鉄の最終ぐらいには閉店するんだろう。

　署に戻らないでずっと対象の調査を続けるのはよくあることだ。特に今回は僕と先輩でずっと大磯家をマークして、一刻も早く〈雪堆積場〉に死体はない、なんていう結論が出れば万々歳なのだから、今日もそうした。署にはそういう旨の報告を上げただけで、先輩と二人で晩ご飯を食べて、大磯家を見張って、そうして署の喫煙車を二十四時間営業の駐車場に入れてここまで歩いてきた。

　時刻は午後十時四十分。

　この季節にしては妙に風が暖かかった。春物のコートを着ていると暑いぐらい。中通りを歩く人は前後左右を見ても、いない。

「あのビルだな」

「全然知らないところですね」

　もちろん札幌に住んでいればすぐそこのデパートに足を運ぶこともあるだろう。何といっても札幌ではいちばん歴史のあるデパートだ。実際僕も何度か買い物をしている。その辺りの一角ならどこにどんな店があるかは、大きなものならわかる。

　でも、この中通りは初めて通った。

「先輩は通ったことありますか？」

　首を横に振った。

「よくある〈街の盲点〉みたいな場所さ。街が大きくなればなるほどこういう場所も増える。周辺はよく歩くのに、そこは関係者以外はまったく通らないようなところ」

「ですね」

　そのビルには何があるのか。予備知識がまったくない。ネットで調べても単なる雑居ビルとしかわからなかった。そして七階にはどうやらカフェがあるのだけど、そこも閉店は午後十一時になっている。

　先輩と二人でビルの前まで歩いた。

　小さなビルだ。そして、細い。七階建てで幅は車三台分ぐらいしかないだろう。一階にはどうやら輸入雑貨店らしきものがあるけれども、お店の普通のドアと一メートル四方ぐらいのショーウィンドウとビル自体の入り口でもう幅全部を使っている。

　周囲を見る。人はいない。向かいのビルも窓がほとんどない裏側の部分だ。誰かに監視されるような場所もないことを確認する。

「時間まで待っていられるような店もない、か」

「ないですね。そこの交番で待ちますか？」

「馬鹿言え」

　テレビ塔のところに交番があるんだ。そこは広いから仮眠室もあるけどまさか寝て待つわけにもいかない。

「今夜は暖かい。身体が冷えることもないだろ」

「外で待ちですか」

「俺たちの得意技だろうが」

　そうなんだけど。身を隠してじっと待つのは僕たち刑事の日常みたいなものだ。一時間二時間はあたりまえ。状況によっては四時間も五時間も車の中で待機ということだってあった。

「向こうにコンビニがあったな。コーヒーとトイレを済ませて、張るぞ」

「そうですね」




　コンビニにいるときにどこかからパトカーのサイレンの音が聞こえた。何か事故か事件でもあったかもしれない。今、緊急の呼び出しをくらったりしたら大変なので携帯はマナーモードにしてあるけど、それが震えた。

「無視しとけ」

　コーヒーを買いながら先輩が言う。

「一応見ておきます」

　ディスプレイには一一〇番通報あり、のマーク。近くにいる者は連絡せよとのこと。

「無視ですね」

「無視。他に警官は大勢いる」

　今はしょうがない。携帯をしまった。コンビニのビニール袋は音を立てるので持たない。手にコーヒーカップだけ持って歩いて戻ってくる。相変わらず人通りはない。周りを確認してから先輩と二人で素早くビルの入り口から中に入った。

「狭いな」

　二人で並んでは歩けないほどの通路。壁にはステンレスの郵便受け。壁側に一階の店舗の非常口らしき扉。いちばん奥の正面に小さなエレベーター。その側面の壁が抜けていて猫しか歩けないんじゃないかと思える隙間があった。

「そこですか」

「らしいな」

　コンクリートの壁をすり抜ける。本当に大人がようやく立って歩ける幅の、ビルとビルの隙間。そして確かにその先に非常階段があった。

　階段のいちばん下の段が濡ぬれたりしていないのを確認して、二人で並んで座り込む。

「確かに臭いな」

「しょうがないです」

　雑居ビル特有の饐すえた臭いが鼻を突く。言われた通りにマスクをしてみた。多少は抑えられるかも。

　ここに潜んで、十一時の警備員巡回を待ち、ビル入り口のシャッターが閉まってから一時間後に非常階段を上がる。

「ということは、春くんはもう七階にいるんでしょうね」

「そういうことだろう。まさか黒い気球でやってくるとは思えん」

「二十面相ですか」

　活字中毒者である先輩と僕が唯一春くんと対等に話をできるのは小説の話だけだ。

「煙草はまだ駄目ですよ。警備員が臭いで気づきます」

「煙草吸ってる方がまだましだ。この臭いはマスクなんかでごまかせないぞ」

　先輩が毒づきながら時計を見た。十一時まではあと十分。

「お前と二人でこんなところでくっつきあって一時間も何をしてろって言うんだ」

「知りませんよそんなの」

　郵便受けを見た限りでは全階に何かしら入っている。業種が判別できそうなのは一階の輸入雑貨店と二階のマッサージ店と七階のカフェ。三階から六階に入っているのは会社名だけでは何をしている会社なのかはわからなかった。

「シャッターが閉まるのは、十一時に警備員が全階を巡回して誰もいないことを確認してからってことだな」

「そうですね」

　警備の方針にもよるだろうけれど、鍵かぎが掛かっていることだけを確認するのか、あるいはマスターキーを持っていて全部屋を回って誰もいないことを確認するのか。

「こういう雑居ビルで警備員も通いならば、鍵が掛かっていることだけを確認して終わりっていうパターンだろうな」

「たぶんそうでしょうね。じゃないと春くんたちも出されてしまう」

　あるいは、徹夜仕事などするときには外に一切出ないか、こうして非常階段を抜け道にするのか。そのビルによっていろいろあるものだ。捜査をしているとそういうところの事情にも精通してくるんだ。

　先輩が指を立てた。車の停まる音。ドアの閉まる音。

「来たな」

　通路を歩く警備員特有のしっかりとした足音。立ち止まって何かを確認している。それからエレベーターで上がっていった。まず七階まで行って、それから一階ずつ下りながら施錠を確認してくるんだろう。

　それに十分ほど掛かった。

　ようやくエレベーターが一階まで下りてきた。何人かの声。警備員だけじゃない。まだ残っていたどこかの階の人間が一緒に下りてきたのか。その声が遠ざかる。でも、まだシャッターは閉まらない。

「確認してきます」

　エレベーターが上昇している。先輩のところへ戻る。

「まだ警備員はいますね」

　またエレベーターが下りてくる音。今度は、一人の足音。警備員だ。その足音が遠ざかり、シャッターの閉まる音がする。

　車が走り去る音を確認してから、先輩がポケットから煙草を取り出した。

「もういいだろ。煙草吸わせろ」

「どうぞ」

　警備員が立ち去って一時間待ってから、という春くんの指示だった。時間はある。煙草の紫煙が流れていく。都会の騒ざわめきは一切聞こえてこない。

「何が起こるか予想つきますか」

　訊きいてみた。先輩は煙草を吸いながら首を捻ひねった。

「春と奈々ちゃんがいる」

「それはそうでしょう」

「ここの七階のカフェっていうのはおそらくは偽装営業だろう」

　たぶん、そうなんだろうと思う。

「昼間は本当にそういう営業をしていても、夜になると売春をするスペースになるんじゃないか。この非常階段なんかこっそり去っていくのには最高の環境だ。誰にも見られずに下りていって、表通りに出ていける」

「ですね」

　図らずもそういう環境になっている。都会のビル街にはそういう〈スポット〉が意図しないで生まれることが多い。そうして、そういう場所は暴力団なんかが目ざとく見つけて、いろいろと利用したりする。本当のお金持ちは、もっとセキュリティとプライバシー対策のしっかりした高級ホテルなんかを利用したりするけれども。

「つまり、カフェの中に、普通のお客さんにはわからないようにやらかす設備は整っているんだろう。ベッドとかそういうものがな。囮おとりになると春は言っていたんだから、そこで春はやらかしているんだろう。誰とかはわからんが。その最中なのか事後なのか、何かが起きて今回の事件が何らかの形で決着がつくわけだ」

「山森がいるかもしれませんね」

「この事件に関係しているならな。ひょっとしたら山森は関与していないで、奈々ちゃんが仕切っている場所なのかもしれない。どっちにしても、少なくともあの〈したいをうめた〉と手紙を送ってきたのは誰かが今夜わかるんだろうさ。虎こ穴けつに入いらずんば虎子を得ず」

「虎は相手にしたくないですけどね」

「俺もだよ。猫ならいいが」

　周囲の物音に気を配りながら、ただ待った。たまに車が通り過ぎるけれど、本当にただ通り過ぎていくだけ。

　無言でただ時間が過ぎるのを待つのにも僕たちは慣れている。余計なことは喋しやべらない。コーヒーを飲む。待つ。先輩は煙草を吸う。待つ。その繰り返し。

　先輩が五本目の煙草を携帯灰皿で揉もみ消した。

　腕時計を見た。もうすぐ、午前零時。

「行くか」

　ゆっくりと立ち上がった。マスクを外して二人で少し身体を動かして、ほぐす。コーヒーのカップは潰つぶしてポケットに入れる。

「音を立てるなよ」

「了解です」

　ゆっくり、上っていく。手すりには触らないようにする。足跡はしょうがないけれど、僕も先輩も靴は大量に作られる平凡なものだ。仮に何かが起こって身内に足跡を採られても問題ない。

　そんなに天井の高いビルではないけれども、さすがに七階まで上がっていくと息が切れた。腿ももも張っている。

　壁に避難梯子ばしごがあった。あれを上ると屋上に行けるんだろう。古い小さなビルではありがちな何とも頼りない梯子。夜の暗さにもそれが錆さびているのがよくわかる。

　先輩が声を出さずに「お先にどうぞ」という仕草をした。わかりましたよ。

　念のためにゆっくりと梯子に取りつく。力を込めてみた。いきなり外れるということはないみたいだ。

　しかし、これは怖い。落ちても非常階段の踊り場というのはわかっているけれど、七階のビルの壁に命綱も何もなしで取りついているというのは、かなり怖い。

　屋上に出る。柵さくも何もない、広さだけはある空間。水深五十センチのプールみたいな感じだ。さすがに風も強い。

「ペントハウスでもありゃ住むのにいいかもしれないな」

　先輩が小声で言う。

「嫌ですよこんなところ」

「俺は好きだがな」

　言いながら辺りを見回した。周囲のビルはどれも窓に明かりがない。一応、ここでうろうろしても誰にも通報はされないみたいだ。

「そこだな」

　先輩が指差す方にまた梯子があった。そこまで行って見下ろすと、ベランダがある。屋上の半分ぐらいの広さか。床面には古い木が敷いてあるのがわかった。手すりも古臭い感じの木で覆ってある。片づけたテーブルと椅子も見えるから、七階のカフェのテラス席という感じか。

　ここからじゃ下りたところで、どこに隠れるところがあるのかまったくわからない。でも、春くんが来いというんだから何かはあるんだろう。

　ゆっくりと下りていく。途中まで行ってこの梯子自体が壁に設置されているので、中からは梯子を下りる姿がまったく見えないことはわかった。ベランダまで下りて、すぐ左側に木製のドアがある。カフェの中に入るドアだ。右側はガラスの引き戸。たぶんそこは営業中は開いているんだろう。中からわずかだけれど光が漏れてきている。明らかに何かしらの照明がついている。

　誰かがいるんだろう。

　ドアの方に身を潜めた。先輩も下りてきて、僕の後ろについた。

　夜のビルの七階のベランダ。聞こえてくるのは風の音と、下から上がってくる車の音、微かすかな街の騒めき。

　ドアに耳を付けてみた。

　何か聞こえるか？　という表情を先輩が見せたので、首を横に振った。この状況じゃあ中の様子はまったくわからない。かといって、向こう側のガラスの引き戸の前に出ると中から丸見えになってしまう可能性が高い。

（どうしますか）

　眼で訊いた。先輩が腕時計を指差して、それから手を広げて五本の指を立てた。そして、眼でガラス戸の方向を見た。

　五分待とう、ってことだろう。五分待って、どこかに何も変化がなければガラス戸の方から中を窺うかがう。

　じっと待った。でも、何も変化はない。

　五分経った。

　先輩が頷うなずいて、そっと中を覗のぞく。僕も覗いた。間接照明がついている。店の中も全部古材で統一してあるようだ。線路の枕木のような床、壁面も木材だ。その反対にテーブルはカラフルな色合い。小さなソファや椅子がある。統一はしていない。まるで誰かの家の居間に来たような落ち着く雰囲気のカフェという感じか。

　だけど。

　先輩が僕の顔を見たので、頷いた。

　カフェのど真ん中に、ありえないものがある。

　ベッドだ。

　思わず眼を丸くしてしまったけれど、たぶん、あれは普段は壁面に収納されているんだ。それを、営業時間が終わると出してくるんだ。

　こうしてみると、とんでもなく雰囲気の良いデザイナーズホテルの一室のようにも見える。

　人の気配はない。

　中で動くものもない。

　ベッドもきちんとベッドメイクされたままだ。

　先輩が顔を顰しかめているのがわかった。どうしたらいいか考えているんだ。春くんがわざわざ一時間待ってから来いっていったからには、ここで何かが行われていたはずだ。でも、その形跡はここから見る限りでは何もない。

　先輩が息を吐いた。そっとガラス戸に手を掛けた。ゆっくりと動かすと、開いた。ほとんど音もなくゆっくりと開く。

　そっと中に足を踏み入れる。僕もその後に続いた。静かな店内。何も音はしない。またそっとガラス戸を閉める。そのまま動かずにいたけれども、小さなモーター音、たぶん冷蔵庫の音だ。それ以外は何も音がしない。小さく規則正しく響く音は、たぶんどこかに振り子のついた時計があるんだろう。

　ここから見る店内の広さはおおよそ十畳か十二畳。向こうにカウンターがある。そしてその向こうは厨ちゆう房ぼうか。入り口は左側の細い通路の奥だ。お客さんは満席になってもせいぜい二十人か、いやテラス席を入れれば三十人ぐらいは入るか。

　先輩が、ふっ、と小さく息を吐いた。

「警察だ。誰かいるか」

　よく響く、低い声。囁ささやかれたらどんな女性でもコロッといくだろうと評判の声が店内に響いたけれど、何の反応もない。

「入り口付近を探れ。俺は厨房の方だ」

「了解です」

　ゆっくりと腰を低くして進む。壁には趣味の良い絵が掛かる。天井にもしっかり雰囲気の良い壁紙が張ってあるけれど、監視カメラの類たぐいはない。男女兼用のトイレがあったけど中に誰もいない。入り口にもしっかり鍵かぎが掛かっていた。

　先輩の方へ行く。

「誰もいません」

　先輩が厨房の奥に立っていた。

「見ろ」

　ユニットバスがそこにあった。それも安物じゃない。しっかりした、高級住宅にあるようなものだ。

「普通のカフェじゃないことがはっきりしたな」

「そうですね」

　他にもここにはバスタオルや化粧品や様々なものが、それこそ一流のホテル並みに揃っていた。ここで何泊もできるぐらいに。

「つまり、ここの経営者を引っ張れるぐらいの証拠を見つけたってことですかね」

「そうとは言えんな」

　カフェの方へ戻りながら先輩は言った。

「経営者が、忙しいときに自分が寝泊まりするために作った設備だと突っぱねればそれまでだ。それを禁止する法律は、よくわからんがたぶん、ない。せいぜいが、ビル管理の契約上と食品衛生法なんかをこねくりまわして注意を受ける程度だろうさ」

「確かにそうですね」

　春くんの姿はない。これからどうしたもんだろう、と、二人でカフェの真ん中にあるベッドを眺めていたときだ。

　カラカラ、とガラス戸が開く音がして思わず身構えた。

　男が現れた。

　色の濃い柔らかそうなジャケットに白っぽい色のパンツ。

　細身。若い男。

　春くんじゃない。

　にこりと、笑うのがわかった。

　その顔は。

「山森！」

　山森がそこに立っていた。

「お久しぶりです。あーまた会えたね刑事さんたち。そういえば、根来刑事の顔を真正面から見るのは初めてかもね」

　そう言って、にやりと笑う。

　笑って、それからまた笑って、肩を震わせて、可笑おかしくてしょうがないけど堪こらえるというふうに身体を前に倒してみせる。

「あー、ごめんごめん。いや本当にごめん。もう少し毅き然ぜんとした態度でいようと思ったんだけどさ。あんまりにも二人が身構えているんで思わずさ。ごめんなさいね」

　山森が、僕と根来先輩の顔を見た。暗がりだが、はっきりとその表情は見て取れる。あの、ふてぶてしい、そして人を馬鹿にしたような顔。

　これは山森の罠わなだったのか。

　春くんは、どうしたんだ。こいつの仲間に捕まってしまったのか。

　先輩と顔を見合わせた。

　ここからアドリブで行くのか。

　山森がいるのは想定内だけど、明らかに山森は僕たちがここに忍び込むのを待ってから出てきた。つまり、どこかで監視していたってことだ。

　先輩の肩に力が入るのがわかった。僕も、両足に力を入れた。いつ何時何が起こっても身体が反応できるように。

　山森がゆっくり店内に入ってくる。ちょっと見回して、壁際の緑色のソファまで歩いて、そこにゆっくりと座った。

「座って話しませんか？　なんでしたらそのベッドにお二人で寝転がってもらってもいいですよ。そういう趣味の方もたくさんいらっしゃいますし」

「生憎あいにくと俺はそういう趣味じゃない。こいつはわからんが」

　僕を指差して、すぐ近くにあった木の椅子を引いてきて座った。

「僕だって違いますよ」

　先輩が座ったのは、山森にある程度の安心感を与えるためだと判断した。それを与えて、お喋しやべりを引き出す。もっともこいつはただでさえよく喋るけれども、これで僕まで座ってしまったら想定外の出来事に対応できなくなる。

　先輩の座る椅子の後ろに立った。それを見て山森は、小さく頷く。

「僕はお邪魔でしたか？　だったらさっさと立ち去ろうと思うんですけど、どうしましょうか」

「邪魔じゃないさ」

　先輩が言う。それから、煙草を取り出した。

「禁煙ですよここは」

「よく知ってるんだな。ここにはよく来るのか」

「そこに禁煙マークが貼ってあります」

「俺が俺を許すんだ」

　山森が手を広げてしょうがないな、というふうに笑う。どうしてこいつはいちいちこんなふうに芝居がかった態度を取るんだ。

　先輩が煙草に火を点つけて、ゆっくりと煙を吐いた。それから、ゆっくりと首を回した。

「てっとり早く行こう。春をどこへやった？」

「何の話ですかね？」

　ニコッと笑う。先輩も笑った。

「山森くん。どうせ君にはどんな手練手管を使ってものれんに腕押しなんだろう。このまま任意同行を求めて話を聞かせてくれと言っても無駄だろう」

「いやいいですよ？　行きましょうか。警察車両に乗ったことないんで、喜んで行きますよ。ただし、どんな話をすればいいのかわかりませんけれど。何を訊きくんです？　志村春くんがどこへ行ったかですか？　そんな話を署内でできるんですか？　そもそもお二人がここにいるのって、正式な捜査じゃないですよね？」

　そう言って、唇を歪ゆがめた。嘲あざ笑わらうように。

「その通りだ。座って話しませんか、と、お前は言ったが、ここ以外で話をする気はまったくないんだろう。俺もお前とは極力関わりたくない。だから、すぐに話せ。春はどこへ行った」

「知らないと言ったら？」

「このまま帰る。帰って、志村家に戻ってすぐさま春の捜索願いを出してもらう。そうなれば今度は正式な捜査だ。俺は捜査令状を取ってお前の関係する場所全部を徹底的に捜す。春が見つかるまでな。もし、春が死んでいたら迷わずお前を殺す」

「怖いなぁ」

　山森が首を少し振った。

「僕を殺すって言葉が本気に聞こえますよね根来刑事。でも、前にも言いましたよね。僕は死ぬことなんか怖くないって」

「聞いたな。それでもかまわん。春がいなくなった世界でお前の存在をこの世から抹消するには俺が殺すしかない。刑事としてではなく人間としてお前をこの世から消す」

　先輩が、山森を正面から見据えた。その眼に、山森も少し表情を変えた。当然だ。先輩の迫力を正面から感じて平気でいられる人間なんかこの世にいない。

　いたとしたら、それは人間ではないものだ。

「尊敬に値しますよその覚悟。あなたも並の刑事じゃないんですね」

「お前に褒められても嬉うれしかない。早く話せ。春はどこだ」

「知りませんよ？」

　思わず動いてしまって、先輩に止められた。

「キュウには冗談は通じないぞ。春を愛しているからな」

「こいつにそんな冗談言ってどうするんですか」

　勘弁してください。

「怖いですねー仲野刑事も。いや冗談は言ってませんよ。本当に僕は志村春くんが今現在どこにいるのか知らないんです」

　先輩が、首を捻ひねった。

「自分は関わらないってことか。どんなときでもお前は手下にやらせて自分は安全圏にいるってことなのか」

「心外だなぁ。本当に僕は何にもしてないし、知らないんですって。ここに来たのもね、刑事さん二人がやってくるってメールが間違えて僕のところに送られてきたので、興味本位で来ただけなんです。でも、ですね」

「でも、なんだ」

「ひょっとしたら、誰かが拉ら致ちとかしてるかもしれませんよね。可愛い女の子と一緒に。僕が命じたわけではないですけどね」

　可愛い女の子。奈々ちゃんのことか。先輩がゆっくりと首を回した。

「山森くんよ」

「何ですか」

「ここに来るのに、非常階段を使ったか？」

「使いましたよ？　たぶんですけど、あなたたちと同じルートで来ました」

「マスクはしたか？」

　山森が、きょとんとした。

「マスクってなんですか？」

「非常階段の辺りは臭いだろ」

　首を横に振った。

「ちょっと我慢すれば済みますからね」

「そうか」

　先輩が、息を吐いた。

「じゃあ、山森くん。君は大学院生だ。そして自分で出来がいいと言ってるぐらいだから頭が良いんだろう。アドバイスをくれないか」

「何のアドバイスです？」

「どうやったら、春は戻ってくるんだろうな？　教えてくれよ。俺にはどうしたらいいかわかんないんだが。あぁもう一人、奈々ちゃんも一緒にだ。頼むよ」

　山森は、うん、と、頷うなずいた。そして、パン！　と手を打った。

「そういうふうに素直に言ってくれればいいんですよ。僕もヒマじゃないんで、さくっと行きますね。でも、全部説明しないと気が済まないでしょ？　根来刑事に逆恨みで殺されても困るんで、誤解は解いておきますね」

「なんだ、誤解とは」

　山森の表情が変わった。今までは基本的には笑みを浮かべていたが、それを消した。あの春くんと対たい峙じしたときのようなふてぶてしい顔だ。

「結論から言おう。〈雪堆たい積せき場〉に死体は埋まっていないよ。まぁ今更調査を中止にはできないだろうけど、少なくとも、明日からもう刑事さんたちが動かなくてもいいよ。ほら、素直になればいい情報が手に入るだろぉ？」

「やっぱりお前の仕業だったのか」

「違うんだなぁ、それが」

「違う？」

　指を二、三度振った。

「あの奈々って女の子が全部やったことなんだよ。僕はね根来刑事、今回は被害者なんだ。ヒマじゃないのにこんな後始末に駆り出されてさ。いい迷惑だよ」

　奈々ちゃんがやったこと？

「最初からきちんと説明していただけますかね。俺も上司に報告書を書かなきゃならないんで」

　そうだね、と、山森はソファに凭もたれて足を組んだ。

「仲野刑事さ、ヒマだろうからコーヒー淹いれてくれないかな。何もプロみたいに落とせって言わないからさ。キッチンに、家庭用のコーヒーメーカーがあるから君でもできる。挽ひいた豆は冷蔵庫に入ってるよ」

　先輩が僕を振り仰いだ。

「淹れて差し上げろ。会話は聞こえる」

「わかりました」

　実はネルドリップで落とすこともできるけれど、してやるもんか。

「僕らも飲んでいいかい？」

「どうぞー」

　手をひらひらと振る。本当に、僕は生まれ変わったらプロレスラーになってあいつをマットの上でなぶり殺してやりたい。

「最初からね。そうだね、彼女は、大磯奈々くんはね。元々身体を売ってたんだよ。中三の頃から法外な値段でスケベオヤジにね」

　軽く、あっさりと山森は言った。中三の頃から？　思わずスプーンで掬すくったコーヒー豆をこぼしそうになった。

「正確に言うと、彼女はその時点では金品を要求していなかったんだけどね」

「金が目的じゃないってことか？」

「その通り。根来刑事は話が早くていいね。彼女を抱いたその男が自発的に払っていたんだ。そして彼女は、受け取ってくれと男が金を出すから、ただ素直に貰もらっていただけ。商売をしようとしたんじゃないんだ。彼女は、そもそもがそういう女の子なんだよ」

「何故だ？　何故そんなことをした」

　豆をセットしてスイッチを押して戻ってきた。

　先輩が訊くと、山森は肩を竦すくめてみせた。本当にその仕草が鼻に付く。

「知らないね。もし会えたら彼女に直接訊くといいさ。でも自分でも上手うまくは説明できない。むしろ、わからないんじゃないのかな？　どうしてそんなことをしたのか」

　山森は、くるん、と指を回した。どうして何か言う度に身体のどこかを動かさないと気が済まないんだ。

「想像するに、彼女は〈セックスする自分が好き〉だったんじゃないかな」

　思わず首を捻ってしまった。

「どういう意味ですか」

「そのまんまの意味だよ、仲野刑事。あぁちなみに女性も相手にはしているようだけどね。基本的には不特定多数の男とね。なんだろうなぁ、自己愛の形のひとつ？　かな？　彼女は鏡に映る自分を愛めでるよりも、誰かに抱かれている自分が美しい、愛いとしいと思ったのかな。そしてそれに囚とらわれてしまったのかもしれない。でもさ、そういうものは言葉で説明しようがないよね。とにかく、お二人とも僕が奈々くんにそういう立場を与えたと誤解していたら嫌なんでね。そこだけは納得しておいてね。むしろ、僕は彼女がそのまま崩壊するのを防いだのかもしれない。あ、これはたとえ話でね」

　先輩が、ちょっと顎あごを動かした。

「いちいち言い訳しないでもいい。全部たとえ話としておいてやるさ。奈々くんのその行動を、きちんとお前がコントロールしてあげたってことを言いたいのか？」

「その通りだよ。でもまぁ彼女は趣味が良かったんだね。身体を与える男は一定以上の知識水準と、高校生を抱くという犯罪行為以外は、きちんとした理性を兼ね備えた男ばかりだったというのは幸運だったし、そもそもそれが彼女の資質だったんだろう。それを僕が、正確には僕の仲間が教えてコントロールする術すべを学ばせてあげたのさ」

　先輩が顔を顰しかめた。僕もだ。それは、刑事としての習性みたいなものだった。自分の仕事と相あい容いれないものに対しての。

　いろんな人間がいる。それは嫌というほど知ってる。

　そして〈わからない人間〉というのも確かに存在するんだ。そういう〈わからない人間〉が起こす犯罪がいちばん厄介で、最も解決し難にくいものになる。眼の前にいる山森もその一人なんだけど、奈々ちゃんもそういう女の子なのかもしれない。普通の感覚では理解できないものを抱えた女の子。

「それで、お前は奈々ちゃんを手に入れたのか。どうせなら売春のグループを作れと。父親のことでも何かお前がやったのか？」

　山森は、首を横に振った。

　それも、大げさにゆっくりと。

「奈々くんの父親が、大磯明義が変態でうちのクラブの会員だったっていうのは単なる偶然さ。これはもう神に誓って真実。そういうことでさ、今の僕は君たちに噓は言わないから。信じてよね？」

　まるで友達に言うみたいな口調で言う。

「あ、仲野刑事、コーヒー落ちたよ」

　またこいつを殴りたい衝動が湧き上がってくるんだけど、我慢する。しなくちゃならない。先輩もきっとコートのポケットに突っ込んでいる手で拳こぶしを握っているはずだ。立ち上がって、コーヒーをカップに注いで持ってくる。

「ありがとうね。喋しやべると喉のどが渇くからさ。あぁ美味おいしい」

　先輩も一口飲んでから言った。

「信じるさ。とりあえず今のところはな」

「ありがたいね。でも本当に噓じゃないからね。父親がＳＭ趣味で娘がセックス好きっていうのはさ、まぁ遺伝は関係ないと思うよ。その辺は僕の専門じゃないし大したことじゃないさ。そういうこともあるんだってこと。で」

　そこで山森は言葉を切って、辺りを見回した。

「まだ話を続けていいのかな？　時間は大丈夫？」

「たぶんな」

「ＯＫ。実は大磯明義がＳＭプレイの果てに死んでしまったときに、失しつ踪そうしたことにしてくれって言ったのは彼女なのさ。死亡したときに最初に連絡させたんだよ。彼女も父親にそういう趣味があるって知っていたからね。そうしたら、家庭を壊したくないから内緒に処理してくれってね。良い子だよねぇ。売春するような女の子であることは除いてさ。だから、そうしてあげる代わりのギブ・アンド・テイクで、若い子を揃えてもらったんだ。そういうことができる女の子をね。知ってるかい？　仲野刑事」

「何をだい」

「〈優れた感覚〉を持った人間はね、自分と同じ人間を見抜けるんだよ。僕のことを天才だと志村春くんが見抜けるようにね。彼女たちもわかるんだ。つまり、変態は変態がわかる。もちろんあくまでも〈優れた感覚〉を持つ人間はね。大磯奈々くんはそういう人間なんだ。ただの金ほしさで売春しているバカな女子高生とは違う」

　理解できたかい？　と、山森は僕と先輩を見て微笑んだ。

「できないかもしれないね。世の中には〈優れた感覚〉を持つ人間がいる。志村春くんもその一人だね。そして、彼女もそうだったんだよ。だから、小学生から高校生まで、理性と知性で自分たちの性を売る子を揃えられた。しかも上手にコントロールできた。あぁ、ここで言っておくけど僕は君たち警察に協力しているんだよ？」

「協力？」

「何のことだ」

「僕の仲間たちはね、今までそういう十代の女の子たちのトラブルを起こしたことがない。起こさせたことがない。まぁ大人はね、ある程度勝手にやってもらっているんで、大磯明義みたいに心臓発作で死んじゃうとかはあるけどさ。奈々くんも含めて、この日本では犯罪になってしまう、大人が若い女の子とセックスしたり変態興味を満足させる行為に及ばせるときには細心の注意を払っている。もちろんそれは女の子の心と身体両方にも気を配っている。ちゃんとケアしているんだよ？　しかもお金を貰える。お客も上得意ばかりだから無茶はしない。そうやって積極的に君たちの仕事を増やさないようにしているんだよ。それで皆が幸せになっているんだから本当に良いことだよね」

「そりゃどうも」

　先輩が苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で言う。

「ご協力に感謝してやるよ。大磯明義さんの遺体はどうしたんだ」

「もちろん、丁重に葬ってあげたよ。骨は無縁仏のお墓に入っているし奈々くんも知ってるから安心して」

　またコーヒーを一口飲む。

「これ、美味しいね。家庭用のコーヒーメーカーでこんなに美味しく淹いれられるのって才能じゃない？　仲野刑事。転職したら？」

「刑事が好きなんで」

　いちいちうざい。本当にこいつ、友達は絶対にできない。

「で、そういう奈々くん。ずっときちんとやってくれていたんだけどさ。なんだかキレちゃってさ。つまり、今回の全ては、彼女の反乱だったのさ」

「奈々ちゃんの？」

　山森が真剣な顔をして頷うなずいた。

「びっくりしたね。まさか彼女にこんな才能があるとは知らなかった。市役所の佐々木さんと、農家の牛島さんを結びつけて、警察と市役所を手玉に取って金を稼ごうとしたのは、全部彼女の計画だったんだよ」

　これは、さすがに僕も先輩も驚いた。

「本当か」

「いや、本当に。びっくりだよねぇ」

「同感だな」

　一瞬だけ、山森と感情を共有してしまった。共感してしまった。どうしてかって言うと、山森のその驚いた、という表情に噓がなかったからだ。きっと本当にこいつも驚いたんだ。

「僕はまったく何にも知らなかったんだよ。あ、言っとくけど市役所の佐々木さんは確かにうちのクラブの仲間だけど、農家の牛島さんって人はまったく関係ないよ。僕も全然知らない人だからね。農作物に被害があるっていう牛島さんの陳情を佐々木さんが把握していたっていうだけ。奈々くんはね、佐々木さんからその話を聞いて、今回の計画をたった一人で作り上げたんだ。大したもんだよねぇ」

　そうだったのか。

　これは、素直に信じることにした。そして、心底驚いたという山森を見て、初めて山森を人間らしく感じた。

「お前はいつ知ったんだ」

「ついこの間。警察にいる仲間からね。僕とはまったく関係のないことだったから報告される義務もないしね。たまたまなんだよ。そういう手紙が来て、そして大磯明義の名前がそこに出てきて、まぁびっくりしてさ。なんだそりゃ、ってんで慌てて調べたんだ」

「それで奈々ちゃんを拉ら致ちしたのか」

「違うよ。奈々くんはちゃんと学校に通っていたろう？　泳がせたんだよ。泳がせて佐々木を追いつめて何をしようとしているんだって吐かせたら、奈々くんは僕を嵌はめようと思っていたらしいね」

「どうしてだ」

「知らないよそんなこと。まだ本人には確認していないからね。でもまぁ」

　ちょっと山森は考えるように首を捻ひねった。

「たぶん、上にいる僕のような男の存在を肌で感じとったんだろうね。それで、お金を稼いで僕を出し抜こうとでもしたのかな？　彼女は中々上昇志向の強い女の子らしいからそんな感じじゃないかね。それでまぁ、お二人が動いているのも当然わかったからさ。お二人が動けば志村春も動く。そしたらさっそく奈々くんに接触したって話じゃないか。これもおもしろいかと思ってね。君たちに奈々くんを追い込んでもらおうと思って、写真を送ったんだ」

　山森だったのか。

「あのＳＭの写真か」

「そうそう。志村春くんだったらすぐに見抜いてくれると思ってね。そしたらさぁ、案外志村春くんも及び腰でね、中々奈々くんを直接追い込んでくれない。何もわかってないってことはないから、まぁ刑事であるお二人の立場が悪くならないように慎重にやっていたせいだろうね」

「あの女王様は誰だ」

　山森が指を振った。

「教えないし、教えても無駄だよ。まぁ文字通り女王様をやってる女性だよ。大磯明義さんを死なせちゃったかもしれないけど、それはあくまでも事故だからね。彼女に責任はないよ」

　先輩の顔が歪ゆがんだ。

「女王様も口封じに死なせたのか。それで、堂々と春に写真を送っても自分とは繫つながらないからオッケーってことか」

「そんなことは言わないよ。勝手に想像をしてくださいねぇ。で、話を続けるよ？　さぁどう動くかなってわくわくして待っていたらさ、なんか志村春くんが再度奈々くんに接触して、ようやく追い込んでくれるかと思ったら、何か僕を罠わなにかけようなんて余計なことをしようとしたんでさぁ」

　山森が、ゆっくりと僕と先輩の顔を見た。

「困るよねぇ。僕は今回のことには無関係なのにね。それで、つい先程、一時間前ぐらいかな？　それこそ拉致させていただきました。二人ともです。あぁ拉致っていうのは言い過ぎかな。ご同行願ったってところ。今のところは無事ですよ。丁重にお預かりしていますからご安心くださいね」

　にやりと、笑う。

「で、どうするつもりだ。二人を」

　先輩が訊きいた。

「そうだなぁ。無難なところでは自殺、かなぁ。道ならぬ恋でもしてしまって二人で心中とかさ。でも死体が見つかると君たちにつけ回されるから、二人で失しつ踪そうってところかな。行方不明。いや正直なところ志村春くんには生きていてほしいんだけどね。貴重な研究材料だしさ、でも、拉致しちゃったからね。彼は記憶の天才だよね？　見たものは全部覚えているよね。拉致したとしても、自分がどこへ連れて行かれているかすぐにわかっちゃうよね。だから、めんどくさいから、それで終わりかな。この先も僕の邪魔とかされると鬱うつ陶とうしいしね。実際のところ僕の組織の全ぜん貌ぼうを把握しようとしてるのなんか、彼だけだしね。彼がいなくなれば、まぁ当分の間はのんびりできるだろうし」

「終わりにはさせん」

「どうやって？　今僕を逮捕する？　何の罪で？　僕は何にもしてないよ？　大磯明義さんにも奈々くんにも僕はまったく接触していないよ？　今日だってたまたまここに来ただけだよ」

　先輩が、胸のポケットからＩＣレコーダーを出した。

「全て録音してある。充分な証拠になるぞ」

「ダメだよ根来刑事。そんなもの証拠にもなりゃしない。拉致って言ったっけ？　言ったね。でも、証拠はないよね？　僕がいやー冗談でしたー本気にしないでくださいよーって言えばそれで終わりだよ。何度でも言うよ？　僕が大磯明義さんや奈々くんに接触した証拠は何も、ない。この会話を提出しても君が恥をかくだけ。市役所の佐々木さんを押さえても、一切、何も、証言しない。証言するぐらいなら彼は死を選ぶ。そもそもだね、言っておくよ？　僕のクラブの仲間たちは、会員たちは、警察に捕まって証言するぐらいなら死んだ方がマシっていう極端な性癖を抱えた、でも同時に理性的な善良な市民ばかりなんだ。死を覚悟している一般人に、警察は何もできやしない」

　先輩が、小さく舌打ちをした。

「わかってるさ。言ってみただけだ」

「そんなことをしても僕は動揺しないからね」

　山森の表情が変わった。眼を細めた。

「どんなことがあっても、僕は動揺しない。そもそも動揺する心を持っていない。眼の前で誰が死のうが、拷問されようが、両親を殺されようが、心を持たない僕は倒れない。心を持たないってことがどういうことか君たちには理解できないだろう」

「できないね。したくもないが」

「するべきだ！」

　大きな声を出した。眼を剝むいた。

「それは、動揺じゃないのか山森くん」

「違うね根来刑事。これは僕のトークの技術だ。奈々くんが自分のセックス好きをコントロールしていたように、僕も自分の全てをコントロールできる。何故かというと、君たちのように揺れる心を持っていないからだ。仲野刑事」

「なんだい？」

「心を持たない者はね、その代わりにね」

　両手を上に広げて見せた。

「世界を手に入れようとするんだ。それは自分にはない愛憎と欺ぎ瞞まんと策略に満ちたこの世界を手に入れようとする。人間の心ってやつが生み出していくものを全部ね。自分にはない〈人の心〉が生み出すものを、僕は転がして遊ぶんだ。だから、僕は何でもできる。この場で君を殺してその血を全部すすることだって僕はできるよ？　その必要があるならね。まぁそんなことをしても何の得もないのでしないけどさ」

　その眼に、ぞっとした。

　正直、これ以上この男に関わりたくないと思うほど。

　確かにこれは、山森のあの眼は、人間の眼じゃない。

　人の皮を被かぶった〈何か〉だ。

　そして、春くんの言っていたことも理解した。春くんと山森は確かに似ているんだ。決定的に違うものがあるけれども、追い求めているものは同じなのかもしれない。

「もう一度言うよ？　今回の出来事、事件なんて言わないよ？　僕は何にもしてないんだからね。動いたのは奈々くんだ。大磯明義さんの死体もない、女王様の死体もない、僕は何もしていない、市役所の佐々木さんに接触したのは奈々くんだけ、手紙を送ったのも奈々くん。僕は、何も、し、て、い、な、い。この先に奈々くんと春くんの死体が見つかることもない。二人は既に深い仲なんだからね。おかしな二人が意気投合してどこかへ行ってしまった、で、終わり。一生見つかることもない」

　先輩がゆっくりとポケットに手を入れた。煙草を出すのかと思ったら携帯だった。メールでも来たのか。確認して、頷うなずいた。

「わかった」

「わかってもらえた？　良かったぁ」

「しかし」

　先輩が、軽く手を挙げた。

「これはどうだ山森くん。さすがの君も動揺するんじゃないのか」

　音がした。

　ベランダへのガラス戸が、開いた。

　そこにいたのは。

　春くんだ。

　アイマスクをおでこにして、そして白いマスクを口にしている。緑色のモッズコートに黒いスリムなジーンズ。青いスニーカー。モッズコートのデザインが少し可愛らしいので、あれも夏美さんか秋奈さんのお下がりかもしれない。

「お待たせーキュウちゃん。待った？」

　凄すごい音がした。山森が、床を思いっきり踏んだんだ。

「どうしてだ！」

　ものすごい形相をした。

「確かに拉ら致ちしたと報告があったぞ！」

　春くんは、ニコニコしながら入ってきて、山森の反対側のソファに腰掛けた。

「そんなに大きな声を出すなんて、らしくないね山森さん」

　そう言いながら、マスクを外してテーブルの上に置いた。

「これ」

　マスクを指差す。

　山森が、春くんを睨にらんだまま首を捻ひねった。

「マスクがどうした」

「知ってる？　山森さん。人間ってさ、マスクをすると人相がわからなくなるんだよね。口と顎あごが隠れちゃうから特徴は見える眼の部分だけ。そこだけで判断しちゃうんだ。だからさ、僕と、眼の辺りがそっくりな人がマスクをしていると見間違うんだよね。ましてや僕はいつもアイマスクをおでこに引っかけているからね。僕と同じようにアイマスクをすれば、もう判断する基準は本当に眼と背せ恰かつ好こうしかない」

「あ」

　思わず声が出た。

「春くん、前に話していたね？　マスクをしている双子らしき子の話」

「そうそう。よく覚えていたね。僕みたいに眼がいい人間じゃない、普通の人は耳の形とか髪質とかそんなの気にしないからさ。眼と髪形だけで判断しちゃうの」

　また気づいた。

「今日、マスクをしていけってメールにあったのはその前ふり？　先輩気づいていたんですか？」

　根来先輩は、ニヤッと笑った。

「何となくな。そんなことだと思っていた」

　だから、先輩は、春くんが拉致されたって聞いてもまるで動じなかったのか。

　僕は、まだまだだ。

「僕と眼がそっくりな男の子、そして奈々ちゃんと眼がそっくりな女の子。まぁ多少メイクでごまかしたけど、見る？　見たいでしょう山森さん。これが二人の写真」

　春くんがポケットから写真を二枚出した。一枚を山森の眼の前のテーブルへ。一枚を僕に渡してきた。

「あ」

　春くんと奈々ちゃんが写っていた。二人とも白いマスクをしている。

　背恰好も、同じだ。

「どう？　キュウちゃんと康平ちゃんが見ても、僕がデートをしてるって思うでしょ？」

「思う。どこからどう見ても春くんと奈々ちゃんだ」

「大変だったー。僕にそっくりな男の子は前から何人か当たりをつけていたんだけどさ、奈々ちゃんは急いで探したからね。見つかって良かったよ。メイクに二時間掛けたけどね」

　山森が、まるで潰つぶしたゴキブリを見るような目付きで写真を見ている。そして、何も言わない。

「山森さんの弱点はさ、抱えているいつでも動かせる人間が暴力団関係じゃない普通の人ってことだよね。ラフシーンとか警察の介入に慣れていないんだ。パトカーのサイレンを聞いてからの逃げ足は速いけどねー。ここに来る前にキュウちゃんたちにも連絡入らなかった？　一一〇番通報あり、若い男女の連れ去りって」

　思わず携帯を確認した。

「あった。無視したけど、そういえばさっきパトカーが走り回っていたね」

「たぶん、それ。安心してね。二人とも無事だから。二人にはちょっと特殊なビデオ撮影だって言ってあるから。ギャラも渡してあるから大きな問題にはならないよ。平気」

　山森は、どさりとソファの背に凭もたれた。

「まったくなー」

　息を吐いて、天井を見て、そのまま言う。

「どこで気づいたんだ。僕が君たちを拉致するって」

「最初からだよ。僕が奈々ちゃんを使って囮おとり作戦をしようって動けば、あなたは僕たちを拉致するしかないって思っていたからね。奈々ちゃんには最初から協力してもらったんだよ、あなたまできちんと連絡が行くようにしてもらっただけの話。簡単でしょ？　そうすれば山森さんは必ず出てくる。だって、あなたは出たがりだからね。初めて会ったときもそうだよね。出てこなくてもいいのに出てきた。僕と奈々ちゃんを拉致すれば、キュウちゃんと康平ちゃんはここで途方にくれることになる。そこに自分が現れればこれは驚くぞ、おもしろいぞ、そう思ったんでしょ？　予想通りだよね。山森さんはその出たがりなところを気をつけた方がいいよ」

　嫌そうな顔をして、山森は言う。

「ご忠告ありがたく受け取っておくよ。捕まったのかい？　僕の仲間は」

「全員ね。その一人の携帯から山森さんにメールさせたんだよ。あ、言っておくけど警察には捕まってないからね。僕の仲間が捕まえたの」

「君の仲間？」

　山森が、春くんを見た。

「山森さんにたくさん仲間がいるように、僕にだって何人かはいるんだよ？　正義の心を持ったたくましい人たちがね。だから、安心して。捕まえたのもこれが片づいたら逃がしてあげるから。あ、康平ちゃんたちは帰ったら上手うまくやっておいてね。拉致騒ぎがそれ以上大きくならないように。山森さんも頼みますね。今のうちに警察内部の仲間に連絡したら？　騒ぐなって。悪戯いたずらってことで終わらせろってさ。騒げば騒ぐほど自分たちの首を絞めるって」

　山森が舌打ちした。息を吐いて、携帯を取り出してどこかへメールをした。一瞬だった。ものすごく、素早い。何か特殊な符丁とかあるんだろう。

「ご配慮感謝しますよ、って言えばいいのかい」

「どういたしまして」

「奈々くんはどうしたんだ。話を聞いていると、まるで君の方へ寝返ったみたいじゃないか」

「上手いこと言うね。文字通り寝返ったって？」

　春くんが笑った。

「まぁでもそれは山森さんの知ったことじゃないよね。だって、奈々ちゃんには会ったこともないんでしょ？　まったく接触してないんでしょ？　彼女がどうなろうとあなたには関係ない」

　山森が、ゆっくりと首を回して、唇をひん曲げた。

「その通りだね。わかった」

　パン！　と、腿ももの辺りを叩たたく。

「負けたよ！　負けた。認める。とりあえず君の目的は僕をここに引きずり出すことだったわけだ。そしてそれは達成された。認める。そこだけは負け。でも、大局には影響ない。僕を逮捕することはできない。ま、夜のお茶会をできたってことだね。そうでしょ？　刑事さんたちも」

　僕と先輩を見て、コーヒーカップを持って、乾杯でもするように上げてから一口飲んだ。

「確かにさ、逮捕はできないね。あ、キュウちゃんコーヒーちょうだいね」

　僕のコーヒーカップを持って、一口飲んだ。

「でもさ、山森さん。〈《雪堆たい積せき場》が周囲に及ぼす影響を研究するチーム〉から山森さんに、あぁ秘密のクラブか。ところで山森さんのそのクラブの名前って、正式名称があるんでしょ？　何せ開拓時代から続く歴史あるものだろうからね。教えてくれない？　これからいろいろ考えるのに不便だからさ」

　山森のギリギリっていう歯は軋ぎしりの音が聞こえるみたいだった。そんな顔をしている。

「教えないよ。教えるわけないだろう。〈秘密クラブ〉でも〈山森クラブ〉でも好きに呼ぶといい」

「そう？　じゃあ〈山森クラブ〉でいいや。そこに流れるお金を止めなきゃマズイよね。そこで逮捕されちゃうよ」

「どうしてかな？　僕の口座にでもお金が流れるとか思ってないだろうね。そもそもあれは奈々くんの計画なんだ」

「でも、気づいてすぐに自分のところに入るようにしたでしょ？　あなたはそういう人だよ。だから、取引しようって言ってるんだ。今回の僕の拉ら致ちも何もかもチャラにしてあげるからさ」

「僕が拉致を命令した形跡なんか見つからないよ。そもそももう拉致騒ぎは悪戯って警察内部でもするんだろう？　さっき君が言ったじゃないか。生憎あいにくとそれ以外に君に取引の札なんかないだろう。時間の無駄だからやめてくれないかな」

　春くんは、にいっ、と笑った。

「まだあるんだ。札は」

　山森が、眼を細めた。

「〈チェカリン〉は？」

　春くんがその店の名を言うと、山森の表情が変わった。

「ほら、動揺した。山森さん、あなた、さっき自分には心がないから動揺しないなんて言ってたけどさ。動揺はするんだよ。それはね〈自分の知らないところで自分のものをコントロールされたとき〉に起こるんだ」

「それは動揺とは言わないな。単純にミスに気づいたってことさ。〈チェカリン〉をどこで知った？」

「教えなーい」

　春くんが、可愛らしい声を出して笑った。

「〈人の心〉っていうのをあなたはコントロールしようとしているけれどさ。ねぇ知ってる？　ＣＧやロボットでさ、人間そのものを造ろうとするときに現れる〈不気味の谷〉の話」

「知ってるさもちろん」

「キュウちゃんと康平ちゃんは知ってる？」

　顔を見合わせてしまった。

「その単語は聞いたことはあるけれど、説明しろと言われると困るけど」

　うん、と、春くんは頷うなずいた。

「簡単に言うと、ＣＧでもロボットでも今は人間に近いものを造る技術がある。でも、人間に近づけば近づくほど、ちょっとしたところでものすごい違和感を覚えてしまうんだ。違和感どころか、〈不気味なもの〉を感じてしまう。これは〈人間ではない〉ということをより顕著に感じてしまうんだ。簡単に言うとそれが〈不気味の谷〉。それは今現在の技術の限界なんだけど、どうしてそういうことが起こると思う？」

　春くんが僕に訊きいた。

「残念だけど、わからない」

「山森さんはわかる？」

　山森が、唇を尖とがらせた。

「人間の動きを決してコンピュータはシミュレートできないってことだろ？」

「違うよ山森さん」

　春くんが、ニコッと笑った。

「プログラミングで、〈心〉が表現できないからだよ」

　心？

　山森が顔を顰しかめた。

　それも、とんでもなく。まるでブルドッグのようなしわくちゃに。

「人間の動きには〈無駄〉があるんだ。それをプログラミングではシミュレートできないって話があるけれど、要は、その無駄は〈心〉なんだよ。人間は動揺する、心が揺らぐ、その思いが、動きに、表情に出る。それは決してプログラミングでは表現できない。つまり、機械と人間は寄り添うことはできても、人間に〈心〉がある限り、機械が〈心〉を持たない限り、決して一緒にはなれないんだ。山森さん」

　春くんが、くるんと頭を回した。

「あなたがやろうとしていることはね、〈人の心から生まれるものを転がして遊ぶ〉ことはね、全部〈人の心〉によって崩壊していくんだよ。それをあなたはいちばん怖がっている。自分にないものだからだ。だから、〈チェカリン〉を僕が知ったことで動揺した。いいことを教えてあげるよ。あなたがいちばん怖がっていて、嫌なことをね。僕が〈チェカリン〉を知ったのはね山森さん。僕のこの頭脳で推理したわけでもない、この抱えた記憶でわかったわけでもない、そして康平ちゃんとキュウちゃん二人の刑事が捜査した結果でもなんでもない。つまり、僕らはなんにもしてないんだ」

　人差し指で天を指差した。

「ただの、偶然からなんだよ」

　大きな音が突然鳴り響いた。

　山森が、また足で床を蹴けったんだ。それも、思いっきり。蹴ったと同時に立ち上がった。叫んだ。

「馬鹿野郎！　馬鹿野郎！　馬鹿野郎！　だから嫌いなんだ！　人間って奴は！　馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿！」

　叫びながら何度も何度も地団駄を踏んだ。

　文字通りの、地団駄。

　それから急に動きを止めて、ふぅ、と大きく息を吐いた。ジャケットの襟の辺りを持って、整えた。

　またいつもの表情に戻った。

「〈チェカリン〉を見逃す代わりに、〈《雪堆積場》が周囲に及ぼす影響を研究するチーム〉から流れる金を横取りするなってことか。通常の、ただの調査に戻せってことか。それで関係者を調べることはしないってことかい」

「そういうこと。だって、市役所の人や農家の人を調べたって結局あなたには辿たどり着けないからね。奈々ちゃんのところで終わっちゃうんだ。そして〈チェカリン〉を押さえたところで君のところに行く前にトカゲの尻尾しつぽ切きりで終わっちゃう。でも、あなたにとって拠点のひとつである〈チェカリン〉を押さえられるのは、バレたっていうのがあなたの仲間に、クラブの会員の間に広まったら商売的に痛いでしょ？　北道大学であんな騒ぎがあって今度もまたってことになる。あなたの商売は、結局信用が第一なんだ。開拓時代に始まるという歴史の重みはすなわち信用の重さになるんだ。重いが故に、崩れるときにはあっという間に崩れる。その信用商売に傷がついて顧客が離れていってしまう。どんなに、神の如くに振る舞ったところで、あなたはクラブの会員に離れられるのがいちばん痛手なんだ。秘密をバラすぞと脅したところで、バラすならバラせ！　と開き直られたらどうしようもないんだ。全員を殺しまくるわけにはいかないからね」

「ねぇ、志村くんさ。志村春くんさ。僕がここに来るのにさ、何の用意もしないで来たとでも思ってるのかい？　こういう事態を予想していなかったとでも？　万が一のことを考えて、僕が、仲間に命じて家で君の帰りを待っている君の家族を狙っているって言ったらどうなるの？　今ここでこのスマホで一瞬のうちに合図できるとしたら？　それをわかってそんなこと言ってるの？」

「わかってますよ山森さん。だから、そのセリフをそっくりそのまま返すからね。僕が何の用意もしないでここまで来るって思ってる？　って」

　春くんが、にっこりと笑った。

「あなたの仲間は、僕の家で僕の家族を狙えるはずがない」

「どうしてだい」

　春くんが、指差した。

　外を。

　ベランダの方を。

　驚いた。

　いつの間に。

「全員そこにいるから」

　秋奈さん、夏美さん、おケイさん。三人が、立っていたんだ。

　そして、秋奈さんがその肩を抱くようにしているもう一人の女の子。

　奈々ちゃんだ。奈々ちゃんも、そこにいた。

　じっと山森を見ている。その表情に何の迷いもない。

　今度こそ、今度こそ、山森の顔は驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

「無駄だよ山森さん。僕の家族は、志村家は、いつでも僕のために死ぬ覚悟はできているんだ。もちろん僕も、家族のためにならいつでもこの命を投げ出す。死ぬなら皆一緒。生きるのも皆一緒。それが、志村家なんだ。伊達だてに四代もの記憶を受け継ぐ人間が出ているわけじゃないんだ。そういう覚悟を持って、家族として生きていくのが志村家なんですよ」

「ここで殺すこともできるんだぞ！」

「それも、無駄だ」

　先輩が、いつの間にか拳けん銃じゆうを抜いていた。

　山森に、銃口を向けている。

「忘れるな。俺たちは刑事だ。お前がどんなに俺たちを馬鹿にしようと、その気になればお前を一発で殺せる武器を持っている警察官だ」

　春くんは、アイマスクをした。

　真っ黒なアイマスク。

「僕もだよ山森さん。あなたと同じで、人を殺すことに罪悪感なんか持たない。いつでもその気になればあなたを殺せることを忘れないでね。でも、僕は殺さないよ。そんなの、つまらない。あなたを必ず、日本の法律にのっとって、康平ちゃんとキュウちゃんに逮捕させる。あなたが二度と陽の光を見られないように、外の空気を吸えないようにできるときにね。今はそのときじゃないってだけ」

　覚悟しておいてね。

　春くんはそう言って、唇だけで笑った。




　　　　☆




　ベランダに風が吹いている。その風が先輩の吸う煙草の煙をあっという間に流していく。三人を乗せたタクシーが走り去っていくのが見える。

　秋奈さんは怒っていた。明日も早いのにこんなことさせないでって。夏美さんは、いつものように微笑んでお仕事頑張ってねって言ってくれた。おケイさんは、あんまり心配掛けるんじゃないよってカラカラと笑って、ススキノの自分の店、ジャズバー〈ナイト＆デイ〉に戻っていった。こんな時間だから、久しぶりに三人でお店で一杯やってから帰るそうだ。

「先輩」

「なんだ」

「ひょっとして、春くんの仲間たちって」

　先輩がニヤッと笑った。

「みなまで言うな。ススキノで四十三年。ジャズのビッグママと呼ばれるおケイさんの人脈が広いのは間違いないだろうが、俺も知らないことだ」

　知らない方がいいって続けた。

「本当にあれで良かったんですかね。山森を帰して」

　山森は一人、ふてぶてしい態度を崩さずに帰っていった。捨てぜりふもなかった。どう考えても、今後春くんに何かを仕掛けてくるに違いない。

「〈チェカリン〉を押さえれば、売春斡あつ旋せんぐらいで逮捕はできたかもしれないな。でもそれじゃ山森のところまで辿り着けない。春の言う通り、あいつは二度と出てこられないような罪で放り込むしかない」

「でも、それまでにあいつはまた罪を重ねますよ？」

「問題は、あいつを逮捕することによって、この北海道の政財界の基盤が揺らぐ可能性があるってことだ。いったいどれだけの、北海道を牛耳ってきた連中の、過去の深い闇を、現在の汚い深部を、あいつの秘密クラブが抱えているのかわからん。俺たちの手に余るものが多過ぎるってことだ。だから」

「慎重にも慎重を重ねなきゃならない、ですか」

「そういうことだな」

「それと、先輩。いったいいつの間に拳銃を持ち出したんですか。始末書ものですよ」

　あぁ、って言いながらホルスターから拳銃を取り出した。

「俺たちのものじゃないぞ。志村家秘蔵のものだ」

「そんなものもあったんですか」

　またニヤッと笑った。

「残念ながら本物じゃなくモデルガンだがな。何かあったときに脅しぐらいにはなると思ってな。さすがの山森もこれを見ただけじゃモデルガンとはわからんだろう」

　スミス＆ウェッソンＭ39。

「それＳＡＴの持ってるやつじゃないですか？」

「好きなんだよこれ」

　夜の街に向けて、先輩が銃を撃つ真似をした。




　春くんと奈々ちゃんが、店の中から出てきた。

「話は済んだのか？」

「終わったよ。後はよろしくね」

　奈々ちゃんは、落ち着いていた。改めて見ると、その美しさの中に強い芯しんを感じる。間違いなくこの子も、僕とは違う人種なんだろう。

　先輩が、溜ため息いきをつく。

「大磯奈々さん」

「はい」

「参考人としてご同行願えますか？」

　奈々ちゃんが、頷うなずいた。あの手紙を出したのは奈々ちゃん。そこの責任ははっきりとさせなきゃならない。

　でも、彼女を尋問しても、市役所の佐々木と繫つながっていたと判明しても、大騒ぎになるだけで何の実入りもない。

　先輩が、唇を歪めた。

「君のセリフは『お父さんの失しつ踪そうが心配で心配でどうしようもなくて、警察にもっとちゃんと動いてほしくてあんな手紙を出しましたごめんなさい』だ。そして、そこで泣けよ。わんわん泣けよ？　怖い顔をしたおっさんの刑事たちが一緒に泣いてしまうほどの演技ができるんだろうな？」

　奈々ちゃんが、にこりと笑った。

「できます」

　僕も、溜息をついた。春くんは、にこにこしている。

「後は、俺たちの仲間として動いてくれ。山森を葬り去るのに協力しろ。それで」

　先輩が煙草を吸って、煙を吐いた。

「君も仲間だ。俺たちの」

　毒を食らわば皿まで。
















　北海道でいちばん良い季節はって訊きかれたら、間違いなく六月って答える。本州みたいに梅雨もない。暑くもなくて寒くもなくて風が心地よくてカラッとしていて、どこかへ出かけるのには最高の季節だ。

「まぁ実際には蝦夷えぞ梅雨なんてのがあるときもあるがな」

　志村家の中庭に面した縁側に座って、缶ビールを飲みながら先輩が言った。まだ晩ご飯前の夕方。日が暮れるにつれて辺りにはオレンジ色の光が満ちてきて、いい感じだ。

　この小さな中庭には池もあるんだけど、残念ながら鯉も亀もいない。水も張っていない。ただの穴になってしまっている。その昔、明治の開拓の頃にはちゃんとした池で大きな鯉も泳いでいたそうだけど、何せ冬は凍ってしまう。面倒くさくなって止めたらしい。昭和になってからは水もあるとぼうふらも湧いて蚊が出るからと抜いてしまった。

　でも、桜の木があったり、自然のままに美しくって感じで手入れされている。向こうで言うところのナチュラルガーデンって感じだろうか。夏美さんが手入れをしているんだ。

「それでも向こうに比べたら天国ですよ」

「まぁな」

　僕も先輩も東京での生活の経験もある。確かに東京は刺激的で楽しくて、いろんなところがあっていい街だと思うけれど。この夏の札幌の気候に比べたらもう。

　僕も缶ビールを一口飲んだ。刑事は非番の日でも酒は控えるべきって言われる。飲まないで済むなら飲まない方がいい。いつ何時呼び出されるかわからないからだ。

　そうは言っても、非番の日にのんびりと缶ビール一本ぐらい飲む自由はあってもいい。先輩と二人でっていうのはあれだけど。

　しかも、たぶんこの先もないんじゃないかって思うけれど、偶然にも二人揃って非番の日に。

「あれ、ここにいたんだ」

　春くんの声がした。すすっと畳を滑るような音がして、まるで重さがないような感じで僕の横にすとん、と座る。ぴったりくっついてくる。

　もう慣れた。慣れたけれど、春くんのいい匂いと体温が伝わってくると相変わらずどきどきする。まぁそういう自分にももう慣れたけれど。

「もうすぐご飯できるってさ」

「うん」

　二人揃って非番の日に、どうせどこにも行かずに部屋で掃除と洗濯と読書で終わるんだったら、飯を志村家で食べようと先輩に言われてやってきた。まぁその通りな自分が悲しいけれどしょうがない。

「キュウちゃん、この間奈々ちゃんに会ったんだって？」

「そうそう、偶然ね」

　奈々ちゃんは、何のお咎とがめもなし。お母さんもお兄さんも呼んで厳重注意で終わった。本人も警察の中では泣いていたし神妙にしていたし反省の色も充分に見せていた。あくまでも、警察で、ではあるけれど。

　その奈々ちゃんにばったり会ったのは一週間ぐらい前。夜の近所のファミレスだ。午後九時過ぎに家に帰ろうとして、遅い晩ご飯をそこで食べようと入ったら、奈々ちゃんが一人でいたんだ。

　私服で一人パンケーキを食べていた。僕の顔を見て、ちょっとだけ驚いたような表情をした後に、ぺろっと舌を出して小さく笑った。

「何もなかったんだろうね」

　春くんが、意味深げな表情をして言う。

「あるわけないよ」

「いや、わからんぞ。こいつは誘惑には弱いし案外ロリコンの気があるからな」

「いやそもそも奈々ちゃんはもうロリコンという年齢じゃないでしょう」

「っていうことはお前の中にロリコンは何歳までという明確な定義があるんだな？」

　先輩と春くんが笑う。ありませんよそんなの。

「でも、誘われたんでしょ？　ダメだよあの子に気を許しちゃ。あっという間に食われちゃうよ」

　ちょっとだけ息を吐いた。

　話をしたんだ。こんな時間に高校生が一人で自宅から遠く離れたファミレスっていうのは感心しないって。お説教した。なんでこんなところにいるんだっていうのは、あえて訊かなかったけど、お母さんは塾に行ってると思ってるらしい。

「どうせ、どこかの男に抱かれた帰りだったんだろうさ」

「わかりませんけどね。ファミレスのすぐ横には高級マンションがあって、そして奈々ちゃんがタクシーで家に帰ったのは確かです。見送りましたから」

　あそこから奈々ちゃんの家までタクシーに乗れば、まぁ軽く二千円は行くだろう。そんな金額も奈々ちゃんには平気なんだろう。

　山森のことは全部奈々ちゃんに話した。そして、奈々ちゃんを仕切っていた女性の話も聞いた。聞いたけれど、実際のところ奈々ちゃんはその女のことを何にも知らなかった。ただ、呼び名と連絡先を知っていただけ。写真を見せたら、あの女王様だった。今も、あの女王様が誰だったのかわからない。広域捜査も指名手配もできないので、そのまま。

　そして、奈々ちゃんがその他に女子学生を仕切っていたかどうかもわからない。本人は、何もしていないと言う。そう言うんだから、それを信じるしかない。彼女がロリコンのバカどもに女子学生を斡あつ旋せんしたという証拠は何もない。

　先輩が煙草に火を点つけた。紫煙がゆっくりと中庭に流れていく。

「ああいう女を縛ることなんかできないさ」

「そうだよ。僕だって縛られるのはいやだからね」

「まぁそうなんでしょうけど」

　奈々ちゃんに話を聞いても、どうして不特定多数の男に身体を委ゆだねるのか、その理由は理解できない。

　ただ、好きだからというだけ。それが自分にとってはいいことだと思えるから、だそうだ。

　そして、奈々ちゃんはやはり充分に理性的で、理知的で、賢い女の子だった。天才とまではいかないだろうけれども、この先の人生何をやっても上手うまくやっていけるだろう。

「山森の尻尾しつぽを摑つかむのに協力してもらう約束を取り付けただけでも御の字だ」

　先輩が言う。

　奈々ちゃんは約束してくれた。今回のことを、家族には内緒にしてくれるのなら、代わりに協力すると。

　彼女もまた、家族だけは大切にしているんだ。ＳＭなんていう変態趣味を持ち、家庭を顧みないで勝手に死んでいった父親以外の家族は。

「いびつだけど、まだましですよね」

「そうだね」

　春くんが頷うなずく。

「まぁキュウちゃんが悩むことじゃないから。彼女のコントロールは僕に任せておいてよ」

　そうするしかない。

　台所からいい匂いが流れてきて、お腹が空すいてきた。
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